


上台 E遺跡発掘調査報告書

国道 4号花巻東パイパス建設事業に係る発掘調査



序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残

されております。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、

伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみな

らず国民的財産であり、将来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあ

たっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれその土地とともにある埋蔵文化財

保護との調和も求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開

発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する

措置をとってまいりました。

本報告書は、「国道 4号花巻東バイパス建設事業」に関連して、実施 した上台Ⅱ遺跡の調

査の結果をまとめたものであります。

今回の調査では、平安時代の堅穴住居跡と縄文時代の陥し穴が多数発見され、当地の過去

の様相が多少とも明らかとなりました。本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や

理解につながると同時にその保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いで

す。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解 とご協力をいただきま

した国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所・花巻市教育委員会をはじめとする関係

各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成16年 10月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合 田  武
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1.本書は、国道 4号花巻東バイパス建設事業に係る岩手県花巻市高木第19地割 に所在する上台Ⅱ遺跡の

発掘調査報告書である。

2.今回の発掘調査による成果は、平成15年度の岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第455集 『岩

手県埋蔵文化財発掘調査略報』及び現地説明会 (平成15年 6月 7日 )にて公表してきたが、本書を正式

な報告とする。

3.岩手県遺跡登録台帳に記載された遺跡番号はM E26-23筍、遺跡略号はUDⅡ -03で ある◇

4.発掘調査は、小山内透と阿部徳幸が担当し、調査面積2,171∬ を対象として平成15年 4月 8日 から6月

19日 まで実施 し、整理及び執筆・編集については小山内が担当した。

5.分析・鑑定・委託業務は次の方々に依頼 した。 lll買不同・敬称略)

火山灰分析 パリノ・サーヴェイ株式会社      石質鑑定 花商岩研究会

基準点測量 株式会社協進測量設計         航空写真 (株)東邦航空

6.本書挿図中表記の土色注記は、農林省農林水産技術会議事務局、財団法人日本色彩研究所色票監修 「新

版標準土色帖」2000年版を使用した。地図は建設省国土地理院発行の50,000分 の 1(花巻)を使用した。

7.発掘調査及び遺物整理にあたっては下記の方々からご指導・ご助言を賜った。記して感謝の意を表する

次第である。 (アイウエオ順、敬称 。所属略)

磯村 亨・和泉昭―・利部 修・酒井宗孝・菅原 修・高橋忠彦・高橋 学・能登谷宣康・吉川耕太郎

8.発掘調査による出土品及び記録資料は岩手県埋蔵文化財センターに保管している。

1.本報告書に収載した遺構実測図に付 した方位は、国家座標第 X系 (日 本測地系)による座標北を示す。

2.遺構・遺物の種別を表す略号は以下のとお りである。

SB・ ・掘立柱建物跡   SI・ ・竪穴住居跡  SKI・ ・竪穴状遺構  SK・ ・土坑

SN・ ・炉跡・焼土遺構  SD・ ・溝跡     SKT・ ・陥し穴    SKP・ ・柱穴

RP・ ・土器類      RC・ ・炭化物    S・ ・礫

3.土層注記は基本層位にローマ数字、遺構埋土にはアラビア数字を用い、撹乱 (根木等)は Kと示した。

4.表中の法量の推定値は ( )、 残存値は〈 〉で表示した。

5.遺構名は種別毎の検出順に連番 としたが、精査過程あるいは整理段階において欠番 になったものや略

号。番号の変更になったものがあり、本文中では以下の変更した遺構名で記述 している。

凡

旧遺構名 新遺構名

SK 01 SKT 26

SK 02 SKT 27

SK 06 SKT 28

SK ll SKT 29

SK 12 SKT 30

旧遣構名 新遺構名

SK 15 SKT 31

SK 44 SKT 32

SK 46 SKT 33

旧遺構名 新遺構名

SKT 05 SK 54

SX 01 SK 55

SK 37C SK 56

SK 37D SK 57

S104元 Kl SK 58



6.挿図中に使用したスクリーン・ トーンは以下のとお りである。
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第 1章 発掘調査に至る経過

「上台 Ⅱ遺跡」は、花巻東バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存在することか ら発掘調

査を実施することになったものである。

一般国道 4号は、東京都中央区を起点として青森県青森市に至る延長約858kmの我が国最長の国道で、東

北地方の大動脈を担っている主要幹線道路である。

花巻東バイパスは、花巻市山の神と同市西官野目の間約8.3km(イ ンター取付き500m含む)の区間で計

画されている。現国道は、ほぼ市街地の中心を南北に縦貫し、全幅員10～ 12mと狭く、近年の自動車交通の

増大と車両の大型化により、交通混雑、沿道県境悪化が顕著になってきている。このため市内を通過する国

道 4号の交通混雑解消と東北縦貫自動車道、東北新幹線新花巻駅への交通アクセス機能を高めるため、昭和

62年度に事業に着手し、平成元年度に用地買収に着手、平成 4年度には工事に着手し、平成14年度に国道

283号 か ら終点側約4.2km(イ ンター取付き500m含む)を暫定供用 している。平成 14年度からは、起点か

ら国道283号 の間約4.lkmについて工事に着手した。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が平成 12年度に分布調査を実施し、「上台Ⅱ

遺跡」も確認されている。「上台Ⅱ遺跡」については、平成 14年度に試掘調査を実施している。その結果に

基づいて岩手県教育委員会は国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所 (現河川国道事務所)に対 し、事業

について照会した。回答を受けた岩手県教育委員会は岩手工事事務所と協議を行い、発掘調査を財団法人岩

手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

これにより、岩手県教育委員会は、平成15年度事業について平成 15年 1月 14日 付け「教生第 1457号」に

より、財国法人岩手県文化振興事業団に、平成 15年 3月 6日 付け 「教生第 1630」 イこより、岩手工事事務所

長へ通知した。 これを受けた財団法人岩手県文化振興事業団は平成 15年 4月 1日 付けで岩手工事事務所長

と財団法人岩手県文化振興事業団理事長との間で受託契約を締結し、 これにより財団法人岩手県文化振興事

業団埋蔵文化財センターが同年 4月 8日 か ら「上台Ⅱ遺跡」の発掘調査に着手した。また、前年度未買収で

あったため、試掘調査が行えなかった B地区の試掘も合わせて行うこととなった。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)
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第 2章 位置と環境

第 1節 位直と立地 (第 2～ 4図 )

上台 Ⅱ遺跡は、岩手県花巻市高木第 19地割ほかに所在する。遺跡の所在する花き市は岩手県南の西側内陸

部に位置し、西側の奥羽山脈と東側の北上山地に挟まれた南北に長い北上盆地にある。 この盆地は南に流下

する北上川によって盛岡以北を上流域、盛岡～前沢間を中流域、前沢以南を下流域と大きく三区域に区分さ

れている。花巻市はこの中流域のほぼ中央に位置 し、北側に雫石町・石鳥谷町、東側に東和町、南側に北上

市、西側に沢内村が隣接する。遺跡は花巻市の南東部、」R東 日本東北新幹線新花巻駅の南西方向約3.5kmに

位置し、遺跡の中央部は北緯39度23分 10秒、東経 141度 08分38秒付近にある。

花巻市周辺の地形概況としては、南流する北上川を境として東西では大きく異な り対照的となっている。

東側は北上山地の西縁丘陵地域にあた り、古生層、花南岩類、蛇紋岩、安山岩、砂岩、頁岩を基岩とする山

地 と丘陵地が入 り組んで発達 し、台地はこれ らを開析 して西流 し北上川に流入する猿 ヶ石川などの河川に

沿って、小規模な河岸段丘 として分布 してお り、一般に段丘の発達は不良である。 これに対 し、西側のグ

リーン・タフ地域に属する奥羽山脈東縁の断層崖下には、豊沢川などの北上川の支流による砂礫の堆積に

よって新旧の扇状地が発達している。 この北上川右岸の扇状地性の台地は少なくとも新旧 3段以上に分類で

きるが、特に中位・下位段丘が広面積を占めてお り、北上川両岸の段丘の非封称性が明らかである。また、

北上川本流では幅 1～ 4 kⅢ の河谷平野が発達 しているが、一様に低平ではなく、沖積段丘や自然堤防、旧河

道などが分布 している。

本遺跡はこの北上川の東側の小規模な台地、低位の河岸段丘上に立地 している。

第 2節 遺跡の概観 (第 5図 )

上台Ⅱ遺跡は、西側に南流する北上川、東か ら北側に蛇行して西流する猿ヶ石川の両河川によって、南側

を除く三方を囲まれた範囲のほぼ中央に分布する台地、低位の河岸段丘上に立地する。遺跡の現況は畑地で、

周囲の水田面よ りも約 lmほ ど高い標高約80mほ どの浮島状となっている。遺跡はこの浮島状の微高地部

分と考えられ、およそ6,000� の範囲と推定される。また周辺地域には同様の島状の微高地が点在し、高木

島という地名も存在してお り、各々が古代及び縄文時代の遺跡の可能性が高いと思われる。

第 3節 遺跡の基本層序 (第 6図 )

遺跡の基本層序は、全体的に開墾整地のため削平され、遺物包含層は消失し、表土 (耕作土)下は地山と

なっていた。一部、縁辺部の畦畔下で確認された状況からは、およそ表土か ら基盤層まででV層に大別され、

I層表土は a層耕作土 (層厚約20cm)及び b層草木根を含む黒ボク土、Ⅱ層は本来遺物包含層であったと思

われる黒褐色土 (層厚約20cm前後 )、 Ⅲ層は暗褐色上の漸移層 (層厚約 5 cm)、 Ⅳ層が褐色粘質土の地山 (層

厚30～ 50cm)、 V層が黄褐色砂質土 (層厚不明)である。また、調査区内の畦道下の状況か らみて全林的に

Ⅳ層上位が15～ 20cmほ ど削平されてお り、ほとんどの遺構はⅣ層中での検出となっている。

-4-



ぺ
狼
みヽ

ぺ
一生

ィ
＼

一

・
″

黒

・す
．

一

が11こ
,'`4iヽ ,

へ
弥土

げ
４壮
Ｗ
賜
一■
．

諄
|,I

■輪 F

1廷
|:50,000 イこ 弓奎|

ド  。。。m       。         |。 。。        POOO       Э000

第 3図 遺跡位置図

-5-



0          1 :50000        2000rn

鰯 脚 □ 蜘 鰯 蝉 鰯 糊

Ⅷ 鵜 囲 期 藝 硼

第 4図 地形分類図

谷底平野
及び氾濫平野

-6-



サ
Ｙ

|キ

/
/

/ 1キ

ぎ/か

形

第 5図 周辺地形と調査範囲図

／
・・・・
‐‐

″代
鴻
て
必
存
無
″

キヤ
ノ

７

く

／
ｍ／

1人ご｀
1‖

□
調査範囲

IIヽ

‖

イ|||I I II

tt＼
{/H＼

山
/

符卜」
T幸

工下±1

〉べ下、 こ

礁
Ｍ /｀

ミ

生
./ 

上

4‖洋
17H ＝だ

＼
＝
卜
一該

-7-



―…―― H=80.5m 基本層序

Ia層  10Y R 3/1(黒褐色)

耕作土。層厚約20cm。

Ib層  10Y R 2/2(黒褐色)

表土。草木根を含む。

層厚 0～ 10cnI前 後。

Ⅱ層  10Y R 2/2(黒褐色)

古代の遺物包含層。層厚 0～ 20cm。

Ш層  10Y R 3/4(暗褐色)

漸移層。層厚 0～ 5 cm。

Ⅳ層  10Y R 4/6(褐色)

地山。粘質土。遺構検出面。

層厚30-50cm。

V層  10Y R 5/4(にぶい黄褐色)

基盤層。砂質土。層厚不明。

第 6図 基本土層柱状図

第 4節 周辺の遺跡 (第 7図 )

花巻市には岩手県教育委員会の報告によると、平成 15年 4月 現在、約300ヶ所を超える遺跡が確認されて

いる。第 7図の図幅中には、岩手県教育委員会と花巻市教育委員会の刊行物より周辺市町村 (石鳥谷町・北

上市・東和町)を一部含む174遺跡を示 した。本地域では多数の発掘調査及び試掘調査が行われているが、

広範囲にわたる調査が行われた遺跡はあまり多くはない。上台Ⅱ遺跡においては、縄文時代と古代の遺構と

遺物が確認されてお り、 ここでは花巻市内で調査報告の実施された同時期の遺跡を中心に記述する。

まず、縄文時代の主な調査遺跡としては、本遺跡の東方で猿ヶ石川左岸の中位河岸段丘上に立地し、1993

年から継続して調査が実施され、大型住居を含む多数の堅穴住居跡等が検出された中期の大規模集落である

九田野Ⅱ遺跡、本遺跡南西に隣接する草創期の竪穴住居跡が検出された上台 I遺跡などがある。このほかに

は本遺跡・石持 I遺跡・似内遺跡・上似内遺跡 。狼沢Ⅱ遺跡など北上川やその支流沿いに分布する谷底・氾

濫平野や低位の河岸段丘上に立地する遺跡では陥し穴が検出される狩猟場が多く、石持 I遺跡では約300基

が確認されている。その他にも集落遺跡と推測される数多くの遺物包含地や遺物散布地が存在する。

次に、古代の主な遺跡としては、上記の石持 I遺跡・似内遺跡 。上似内遺跡・狼沢Ⅱ遺跡や庫理遺跡など

の集落跡があり、平安時代の特に9世紀代の遺跡が多く確認されている。古代の遺跡は遺物包含地や散布地

を含め、ほとんどが谷底・氾濫平野や低位の河岸段丘上に立地し、調査遺跡では立地条件によるものか縄文

時代の狩猟場と複合した遺跡が多く認められる。本遺跡の北方で北上川右岸の谷底平野に立地する似内遺跡

では堅穴状遺構から金粒が出土し、また庫理遺跡では全国的にも例のない線刻水鳥が描かれた置きカマ ドと

思われる破片資料が出土するなど一般集落とは言い難い特異的な遺跡も確認されている。
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周辺遺跡一覧表 (1)
NO 遺跡名 市町村 時  代 種  別 主な遺構・遺物

1 上台 ] 花巻市 縄文・古 代 集落跡。狩猟場 本文

2 上台 ] 花巻市 縄文・古代 集落跡 縄文土器・竪穴住居跡 (草創期)。 土師器

3 高木古館 花巻市 縄文・古代・中世
城館跡

集落・狩猟場
堅穴住居跡・陥し穴・土坑・堀・土塁・平場 。炭窯
縄文土器・石器・土師器・須恵器 。青磁 。銅鏡・錫杖

4 高木中館 花巻市 縄文・古代 集落跡・狩猟場 竪穴住居跡・陥し六・土坑・縄文土器・土師器・須恵器

5 上ノ山 花巻市 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器

6 方八丁 花巻市 古 代 官衛 ? 堅穴住居跡・堀・土塁・土師器・須恵器・鉄器・砥石

7 山の神 花巻市 縄文 散布地 縄文土器 (前期)・ 石器・土偶片

8 葛船場 石 鳥 谷 町 近 世 渡 し場 跡

9 rH木↓ 石鳥谷町 縄文 散布地 縄文土器

0 大西Ⅱ 石鳥谷町 縄 文 散布地 縄文土器

1 馬場田Ⅱ 石鳥谷町 縄 文 散布地 縄文土器

2 馬場田 石鳥谷町 縄 文 散布地 縄文土器

3 稲 荷 石 鳥 谷 町 縄 文 集落跡 縄 文 土 器

大西橋 Ⅱ 石鳥谷町 縄 文 散布地 縄文土器

5 大西橋 石鳥谷町 縄文 散布地 縄文土器

6 宿 館 石鳥谷町 中世 城館跡 土 塁 ・ 堀

7 宿 石鳥谷町 縄文・古代 集落跡 縄文土器・土師器

8 蛇虹岨 石鳥谷町 平 安 散布地 土師器

高畑 I 石鳥谷町 縄 文 散布地 縄文土器

安堵屋敷Ⅱ 石鳥谷町 縄文 散布地 剥片

安堵屋敷 石鳥谷町 縄文・古代 散布地 縄 文 土 器・ 土 師 器

源明 I 花巻市 平安 散布地 土師器

光勝寺鐘楼 石鳥谷町 中世 寺院跡 礎石

24 葛 花巻 市 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器

長沢 Ⅱ 石鳥谷町 縄文 散布地 縄文土器

長沢Ⅲ 石鳥谷町 縄 文 散布地 縄文土器

狼沢 Ⅱ 花巻市 縄文・古代 集落跡・狩猟場 陥し穴・竪六住居跡・縄文土器 (晩期)・ 土師器・須恵器

下三階 花巻市 弥 生 包含地 弥生土器

遊 子 花巻 市 縄 文 包含地 縄 文 土 器・ 石 器

新屋 花巻市 縄文・古代 包含地 石器・土師器

先屋 花巻市 縄文 。中～近世 散布地・館跡 堀跡 。縄文土器・石質・ コア

西宮野目 花巻市 縄文 。古代 集落跡
竪穴住居跡・土坑・縄文土器 (前・後・晩期)。 石器・土
師器 。須恵器

西 中 花巻市 縄文・古代・近世 集落跡 縄文土器・土師器・須恵器

十三塚 花巻市 祭祀跡 塚・古銭

三岳 花巻市 古代 散布地 土師器

石持 I 花巻市 縄文・古代 集落跡・狩猟場
陥し穴・竪穴住居跡・土坑・柱穴群・縄文土器・土師器・

須恵器・土製品・鉄製品

源明Ⅱ 花巻市 古代 散布地 土師器

柏葉城 花巻市 近世 散布地・城館跡

馬立 I 花巻市 古代 散布地 土師器

馬立 Ⅱ 花 巻 市 古 代 散布地 土師器

田力中野 花巻市 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器

庫 理 花巻市 縄文・古代 集落跡
堅穴住居跡・掘立柱建物跡 。土坑・溝跡・土師器 (墨書・

線刻)・ 須恵器・縄文土器

東野袋 花巻市 古 代 散布地 土師器

添市館 花 巻 市 中世 城館跡 堀

添市古墳群 花巻市 古墳 古墳群

長沢 I 石鳥谷町 縄文 散布地 縄文土器

長 沢 Ⅳ 石鳥谷町 縄 支 散布地 縄支土器

上野々 花巻市 縄 文 散布地 石斧・石器

49 陣 ヶ森 花巻市 中世 城館跡 堀・土塁

天 下 田 I 花巻市 中 世 城館跡 土 塁

天下田Ⅱ 花巻市 縄文 包含地 石 器

本館Ⅲ 花巻市 中世 。縄文 包含地 郭・堀・陥 し穴・掘立柱建物跡・濤・陶磁器

本館 I 花巻市 縄文・中世 集落跡・城館跡 縄文土器(晩 )・ 石器・堀・竪穴住居跡

沢 田 花巻市 縄文 。弥生 集落跡 陥し穴・ピット

似 内 花巻市 古代・縄文 集落跡・狩猟場
陥し六 。竪穴住居跡・土坑・掘立柱建物跡・縄文土器・

土師器・須恵器・鉄製品 。土製品・金粒

我 生 花巻市 古 代 集落跡 土 師 器 ・ 竪 穴 住 居 跡

矢沢古堂 花巻市 古代 集 落 跡 十 帥 器 ・ 須 烹 器 ・ 鉄 製 飢
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周辺遺跡一覧表 (2)
NO 遺 柳 名 花巻市 時  代 種  別 主 な遺 幅 ・ 遺 物

下 幅 花巻市 古代 集落跡 上師器・竪穴住居・須恵器

上幅 花 巻 市 古代・縄文 集落跡 石器・縄文土器・竪穴住居・土師器

十八ヶ城跡 花巻市 中世 ～ 近 世 城館跡 堀

本館Ⅱ 花巻市 縄文・中世 鯖 鮨 ・ 旬 合 tlll 陥し六状遺構・縄文土器 (晩期)・ 石器

下 東 花巻市 古代 散布地 土 師 器・ 須 恵 器

下西 花巻市 古代 散布地 土師器・須恵器

下似 内 花巻市 古代 散布地 土師器・須恵器

上似内 花巻市 縄 文 古代・中世
集落跡・狩猟場

城館跡
陥し穴・竪穴住居跡・土坑・堀跡・縄文土器・土師器・

須恵器・鉄製品・土製品 。陶磁器

槻ノ木 I 花巻市
縄文・弥生

古代・中世
集落跡・城館跡 弥生土器・縄文土器 (晩期)・ 竪穴住居跡 。堀 。上師器

槻ノ木Ⅱ 花 巻 市 縄 文 散布地 縄文土器・石器

矢沢館 I 花巻市 中 世 城館跡 堀

矢沢館 I 花巻市 中世 城館跡 堀 ・ 土 塁

槻 ノ木Ⅲ 花巻市 縄文・古代 散布地 縄文土器・石器・上師器・須恵器

71 胡四王山館 花巻市 古代・中世 城館跡・集落跡
竪穴状遺構 。二重空堀
縄文土器・土師器・須恵器・羽口・砥石・古銭

矢沢八幡
(古館。矢沢館)

花巻市 古代・近世 集落跡・城館跡
竪穴住居跡・掘立柱建物跡 。溝土師器・須恵器・陶磁器・

古銭・石器

小松原 花巻市 古代 散布地 土師器・須恵器

高松毒跡 花巻市
縄文 。弥生

古代 。近世
社寺跡

竪穴住居跡・礎石建物跡 。土塁・溝状遺構・縄文土器

弥生土器・土師器・鉄製品

経 塚 森 花巻市 古 代 経塚 土師器・塚 2基以上

寺 場 花巻市 古代 集落跡 土師器・須恵器・竪穴住居跡

八幡寺跡 花巻市 廃寺跡

花巻城 花巻市 中～ 近 世 城館跡 嘱

下小路 H 花巻市 古 代 包含地 土師 器

下小路 I 花巻市 古代 包含地 土師 器・ 須 恵 器

堰 袋 Ⅱ 花巻市 古代 集落跡 土師器 。須恵器・土錘

高松 I 花 巻 市 縄 文 散布地 縄文土器 (中 期)

高松Ⅱ 花 巻 市 縄文・弥生・古代 集落跡 縄文土器 (晩期)。 土師器・弥生土器・竪穴状遺構

84 高松Ⅲ 花巻市 絹 文・ 弥 生 集落跡 縄文土器・弥生土器・石器

概ノ木Ⅳ 花巻市 縄文・古代 包含地 縄 文 土 器

明 ヶ沢 花巻市 縄 文 散布地 縄文土器 (中 期)。 石器

石 神 花巻市 縄文・古代 集落跡 縄文土器 (中 )・ 土師器・須恵器

藤 沢 花巻 市 縄文・古代 散布地 縄文土器・石器・土師器

蒼前堂 花巻市 縄 文 散布地 縄文土器

堰袋 I 花巻市 縄 文 古代 散布地 縄文土器・石器・土師器

高木岡神社 花巻市 経 塚 塚 ・ 白磁 瓶

上台Ⅲ 花巻市 縄文・古代 散布地 縄文土器・石器・土師器

サイノネ申 花 巻 市 縄 文 散布地 縄文土器 (大木 9式)

久田野 I 花 巻 市 縄 文 集 落 跡 竪穴住居跡・焼土遺構・縄文土器 (大木 7～ 8式 )

久田野 I 花巻市 縄文 集落跡
竪穴住居跡・炉跡・土坑類・埋設土器・集石遺構・縄文
土器 (中期)・ 石器・土製品

安 野 I 花巻市 縄文 散布地 縄文土器 (後期)

安野Ⅱ 花 巻 市 弥 生 集落跡 弥生土器 (谷起島式)・ 石斧

安野Ⅲ 花巻市 絹 文 ・古 代 散布地 縄文土器・土師器・石器

中野B 花巻市 縄 文 散 布 地 縄文土器 (後 )・ 弥生土器・石器

中野 一 里 塚 花巻市 近 世 一里塚 塚 2基

中 野 A 花巻市 縄文・古代 散布地 縄文土器 (中 ?)・ 土師器・石器・須恵器 (?)

中野 C 花巻市 縄文 。古代 集落跡 焼土・土坑・縄文土器 (中・後)・ 石器・土製耳栓・土師器

中野D 花碁市 縄 文・ 古 代 縄 文 ～ 古 代

高松山経塚 花巻市 古代・中世 。近世 怒 簾 摩 孝 蘇 経塚・竪穴状遺構 。白磁瓶・常滑壼・土師器

綱森 花巻市 塚 塚 2蒸

拾 田屋 花巻市 縄 文 包含地 縄文土器 (中 )

下 館 花巻市 古代 。中世 城館跡・集落跡 堀 。土師器・砥石 。縄文土器

上諏訪Ⅱ 花巻市 古 代・ 縄 文 集落跡 竪穴住居跡・土坑 。上師器・須恵器

上諏訪 I 花巻市 紹 文 ・ 古 代 散布 地 縄文土器・石器・土師器・須恵器

不動 I 花巻市 縄文・古代 集落跡 竪穴住居跡・縄文土器 (後・晩期 )・ 石器

111 不動 Ⅱ 花巻市 古代・縄文 。中世 集落跡・城館跡
陥し穴・堅穴住居跡・堀跡 。土坑・土師器・須恵器・陶

磁器・窯道具・鋳型・鉄製品 。寛永通宝

112 桜町Ⅲ 花巻市 縄文・古代 集落跡 竪穴住居跡・土師器

桜町 I 存碁 市 集落跡 竪穴住居跡・土師器・縄文土器
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周辺遺跡一覧表 (3)
IN∪ 遺跡名 花巻市 時  代 種  別 主な遺橋・還秘

4 桜町窯跡 花巻市 近世 窯 跡 陶磁器・亙片

5 桜町Ⅱ 花巻市 縄文・古代 集落跡 竪穴住居跡・土師器

瀧清水神社 花巻市 縄 文 集落跡 縄文土器 (晩 )

7 上館 花巻市 中・近世 城館跡 堀

8 長根Ⅲ 花巻市 古代 散布地 土師器

9 長 根 ] 花巻市 百 代 散布地 土師器

長根 ] 花巻市 古代 散 布 地 土 師 器

八ツ森 花巻市 縄文 。古代 集落跡 竪穴住居跡・縄文土器 。石器・土師器

小 袋 花 巻 市 古代 集落跡 土師器・竪六住居

長根坂 花巻市 散布地 縄 文 縄文土器 (晩期)・ 石器

中 花巻市 古代 散布地 土師器

125 諏訪Ⅱ 花巻市 縄文・古代 集落跡
竪穴住居跡・方形状落ち込み

縄文土器 (晩期)。 石器 。須恵器・土師器

諏 訪 I 花巻市 縄 文 散布地 縄文土器・石匙・石鏃

実相寺 I 花巻市 縄文・古代 包含 地 縄 文 土 器 ・ 土 師 器

実相寺 Ⅱ 花巻市 縄 文 包含地 縄文土器

山 ノ神 Ⅱ 花巻 市 縄 文 散布地 縄文土器

十二丁目中村 花巻市 古 代 散布地 土師器

外台川原 花巻市 古代 散布地 土師器

荒屋敷 I 花巻市 古 代 集落跡 焼土・土師器 。竪六住居跡

荒屋敷Ⅱ 花巻市 古代 包含地 土師器

中 道 花巻市 縄文・古代 集落跡・包含地 縄文土器 (晩 )。 石器 。土師器・須恵器

大沢Ⅱ 花巻市 縄文・古代 散布地 縄文土器・土師器・須恵器

大 沢 I 花巻市 古 代 集落跡 土師器・須恵器

明戸 I 花巻市 縄 文 集落跡 縄文土器 (後期)・ 石器

平良木館 花巻市 中 世 城館跡 ? 堀

明 戸 Ⅱ 花巻市 縄文・古代 集落跡 土師器・縄文土器・石器

明戸Ⅳ 花巻市 縄文 。古代 散布地 縄文土器・土師器・石器

富士大≡グラウンド 花巻市 縄 文 散布地 縄文土器 (晩期)

山ノ神 I 花 巻 市 縄 文 散布地 縄文土器

宿内 花巻市 縄文・旧石器 散布地 縄文土器・陥し穴・尖頭器・台石・ハンマース トーン

44 イ中I 花巻市 古代 散布地 土師器

ユ中Ⅱ 花巻市 古 代 集落跡 竪穴住居跡・土師器・鍋

十二丁目城跡 花巻市 縄文・中世 城館跡 堀・土塁・縄文土器 (早 )

成 田 ] 花巻市 古代 包含地 土師器・須恵器

成田 ] 花巻市 古代 散布地 土師器・須恵器

穂貫田 花巻市 古 代 集落跡 竪六住居跡・土師器

大 木 花巻市 縄 文 古 代 包含地 縄文土器・石器

薬師館 花巻市 中 世 城館跡 郭・堀

長志 田 花巻市 縄 文 散布地 縄文土器

明戸Ⅲ 花巻市 縄 文 古 代 散布地 縄文土器・土師器・石器

臥牛 北上市 縄 文 散布地 縄文土器 (中 ・後・晩期)。 須恵器・土偶

北成島下西 I 東和町 縄 文 ?・ 平 安 散布地 縄文土器 。ロクロ使用上師器

北成島下西Ⅱ 東不日口丁 縄文 ?。 平安 散布地 縄文土器・ロクロ使用上師器

吉沢 Ⅱ 東和町 縄文 ? 散布地 縄文土器

吉沢 I 東和 町 縄 文 ? 散布地 縄文土器

乱場館 (欄間館) 北上市 中世 城館跡 帯状腰郭・堀

長 根 北上市 縄 文 散布地 縄文土器・石器

唐戸崎 北上市 縄 文 散布地 縄 文 土 器 (中 期 )

唐戸崎 Ⅱ 北上市 縄文 散布地 縄文土器・土師器

飯 豊 北 上 市 縄 文 散布地 縄文土器・石器

小中野 花巻市 縄文 包含地 石 匙

成 田一 里 塚 北上市 近 世 一里塚 一里塚 2基

下成田 北上市 平安 散布地 縄文土器・須恵器

堀ノ内 北上市 平安 散布地 土師器

大竹廃寺 北 上 市 平 安 寺院跡 土師器・須恵器

横欠 北上市 縄文 散布地 縄文土器・石器 。堅穴住居跡

高畑 北上市 縄 文 集落跡 縄文土器 (前期)

71 坊主 北上市 縄 文 散布地 縄文土器・竪穴住居跡・石器

月館 北上市 平安 散布地

成 田 北 上 市 古 代 散布地

八森館 北上市 古 代 散布地
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第 3章 調査の概要と整理方法

第 1節 調査と整理の経過

発掘調査は、平成 15年 4月 8日 から6月 19日 まで行った。

4月 8日 午後、発掘機材を搬入し、プレハブ事務所 。休憩所等の環境整備を行 う。

9日 には、A地区において前年度生涯学習文化課が実施 した試掘 トレンチの状況確認を行ったところ、開

墾により上層は削平され、遺物包含層は存在せず、表土 (耕作土)下が遺構検出面と判明したため、表土除

去は重機を使用することとした。

翌10日 には前年度中においては未買収のため範囲確認のできなかった B地区 (対象約3,000�)の試掘を

開始したが、近現代の水田造成による厚い盛土の存在や低位の湿地帯では湧水により、人力での統行は困難

と判断し、翌週か ら重機により行った。その結果、およそ三割の面積、約600∬ の トレンチからは遺構・遺

物とも検出されなかったことから、 B地区は遺跡範囲外と判断され、A地区のみ本調査対象範囲となった。

22日 には基準杭の委託打設実施。

23日 には重機及び人力による粗掘と遺構検出作業を終了。見込み以上の遺構数が検出され、5月 末での調

査終了はやや困難と思われた。

翌24日 か らは遺構精査を開始 したが、天候不順と連休期間ということもあって、本格的な精査は 5月 の連

休明けとなった。

5月 中は精力的に精査を行ったが、連休もあって実際の作業 日数が少なく、また阿部調査員が新任研修の

ため不在 日が多かつたことと、さらに精査の進行に伴い、遺構、特に陥し穴が増加したことにより、 5月 末

での調査終了は不可能 との判断か ら委託者に状況説明を行い、期間を二週間ほど延長することとなった。

5月 26日 午後六時過ぎ、震度 5を超える三陸南沖地震発生。現場には支障はなかったものの、事務所内は

やや荷物が散乱 した状態になった。

6月 7日 、現地説明会開催。が加者約150名。

9日 には、本来、本遺跡の調査終了後の 6月 初めか ら開始する予定であつた隣接する高木古館の調査着手

に伴い、阿部調査員と作業員 8名が先発する。

10日 、生涯学習文化課・委託者立会いの下、終了確認が行われる。

18日 、発掘機材を高木古館に移送。

19日 、野外調査をすべて終了し、全員が高木古館に移動する。

整理作業は11月 1日 か ら平成 16年 3月 31日 まで行った。

11月 中は、作業員 2名体制で図面整理と台帳整備、柱穴群の計測、野外調査の写真整理などを行つた。

12月 からは 3名体制となり、作業は土器類の注記・接合・復元を主体 とし、保存処理委託のための鉄製品

の実測を優先して行つた。遺構第 2原図作成開始。

1月 からは各種遺物の実測と遺構 トレース開始。下旬には遺物写真撮影を行 う。

2月 中も前月に引き続 く作業を行い、下旬からは遺物実測図の トレースを開始。

3月 には、各種図版作成、下旬には収納作業を行い、31日 をもって整理作業をすべて終了した。
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第 2節 調査方法

(1)グ リッドの設定 (第 8図 )

グリッドの設定は、今回調査が行われた区域のみならず、上台 Ⅱ遺跡の全体をカバーできるように国家座

標第X系にあわせて設定 したが、事業計画時の図面が日本測地系によるものであったため、これに従つた。

区割 りは調査区外となったが北西隅を原点とし、40m間隔で西から東に向かい I、 Ⅱ、Ⅲ…と昇順するロー

マ数字を、北から南にA、 B、 C… と昇順するアルファベット大文字を当てて大グリッドを設定し、更に各

大グリッドを4m間隔で10等分 して同様に西か ら東に 1～ 10と昇順するアラビア数字を、北から南に a～ j

と昇順するアルファベット小文字を当てて、 これ らの組み合わせで小グ リッドを表す こととした。実際に現

場作業を行なう上では、便宜上北西隅の杭にグリッド名を記入 し、 IA-2bと いうように呼称した。原点

とした日本測地系による国家座標第 X系における座標値は以下の通 りである。

X=-68,250.000 Y=26,940.000

また、調査時にグリッドの設定を行なう際には、調査区域内にあるグ リッド交点を便宜的に基準点として

使用するために、基準点の測量打設は委託し、調査の進行に従い、必要に応 じて実際的な杭の打設をして区

割・グリッド設定を行なった。調査における基準点として使用 した座標値は以下の通 りである。

基点 l  X=-68,414.000  Y=27,060,000(世 界測地系 X=-68,105.884 Y=26,760,013)

基点 2  X=-68,414.000  Y=27,048.000(世界測地系 X=-68,105.884 Y=26,748.013)

(2)粗掘と精査

粗掘は、A地区では岩手県教育委員会が平成 14年度に実施 した試掘 トレンチの土層断面を確認したところ、

開墾時の削平により遺物包含層は消失してお り、表土 (耕作土)下が遺構検出面となっていたため I層耕作

土は重機を使用 して除去することとした。 B地区では当初人力による試掘を行ったが、近現代の水田造成の

ためと思われる厚い盛土が確認されたことから、重機と人力を併用 して行ったが、遺構 。遺物が検出されな

かったことから、本調査の実施には至 らなかった。

精査は、基本的には堅穴住居及び竪穴状遺構は 4分法、陥し穴・土坑類は 2分法による覆土の観察を行つ

たが、重複あるいは不明瞭なプランについては適宜複数のベル トを設定 して掘 り下げを行った。溝跡につい

ては適宜間隔をもってベル トを設定 して横断面で覆土の観察を行った。

遺物の取 り上げは、遺構外出土についてはグリッド・層位を記入 し、遺構内では遺構名と埋土層位を記入

し、出土地点を計測 した遺物については遺構内外とも取 り上げ番号も記入 した。

(3)遺構の記録

遺構の記録は主に実測図と写真撮影により、作図に表現できない場合はフィール ドカー ドに記録している。

図面は、遺構の平面形や焼土・炭化物範囲、遺物出土状況等を記録 した平面図、及び遺構の断面形、覆土

の堆積状態を記録した断面図と適宣エレベーション図も作成した。作図は簡易遣 り方狽1量を準用 し、精査途

中で必要に応 じて作図記録 している。その縮尺は原則的には 1/20と し、カマ ド・炉跡・焼土などの微細図

が必要なものについては適宜 1/10で作図した。

写真は、遺構検出時の確認状況、埋土堆積状態、遺物出土状況、完掘状態というように精査の段階毎に必

要に応 じて撮影を行っている。フィルムは35nlalの モノクロとリバーサル、さらにモノクロについては 6× 7

判のものも使用した。また、遺跡遠景と調査終了全景は航空写真撮影を行った。
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第 3節 整理方法

図面の点検・遺物の洗浄は、原則的に現場で野外調査と並行 して行うこととしたが、期間の後半は煩雑な

調査に追われ、一部は野外調査終了後に行った。

(1)遺構図面

遺構図面は、点検後必要に応じて第 2原図を作成 した。挿図中の縮尺は、竪穴住居跡・竪穴状遺構は1/60、

掘立柱建物跡は1/80、 カマ ドと住居地床炉は1/30、 炉跡・焼土遺構は 1/20、 陥し穴・土坑類は1/40、 溝跡

と柱穴群の平面図は 1/80、 竪穴住居等の床面施設 (土坑類)・ 溝跡などの断面は1/40を 原則とし、スケール

を付している。なお、使用したスクリーン・ トーンは凡例のとお りである。

(2)遺物

遺物は洗浄後、全出土遺物を点検 し、遺構内外の種別毎に仕分けを行い、注記・接合・復元と作業を進め、実

測や採拓の必要なものを選択 した後に登録 した。報告書に掲載 した遺物は、登録した中からさらに選択 して

実測・ トレース・写真撮影・図版作成と作業を進めた。作業は、調査員が仕事の計画と指示・点検、作業員

が実際の仕事というように分担 している。

報告書に掲載 した遺物の選択基準は、土器は完形品と接合復元 したもので器形がおよそ把握できるものと

し、遺構内出土のうち土器の少ない遺構では口縁部 と底部破片を選択することとしたが、小破片が多 く、結

果的に竪穴住居跡 4棟か ら出土したものがほとんどを占めている。遺構外出土では、主に地文や文様の比較

的明瞭な縄文土器の口縁部破片を抽出した。

土製品と石器・石製品類は、微小な砕片と未製品を除く全点を掲載し、羽回の装着角度の割 り出しは、凡

例に示したように先端の熱変色範囲をもとに測定 した。

金属製品 (鉄製品)は遺構内出土から器種の判別可能なものを選択して掲載 し、保存処理を外部委託 した。

鉄津類は外表面的な性質及び磁着の有無とメタルチェッカー反応により分類 し、写真のみを掲載 した。作

業にあたってはタジマツール製の強力磁石 (ピ ックアップ :PUP M)と埋蔵文化財用特殊金属探知機(鉄塊

系遺物対応調整)(MR-50B(L型 ))を使用した。

挿図中の縮尺は土器と礫石器及び石製品、土製品のうち羽日は 1/3、 土製品 (土錘 )、 剥片石器、鉄製品は

1/2を原則としたが、任意の縮尺についてはスケールに付している。なお、土師器の反転実測は1/4以上が残

存するものとし、それ以下のもので表裏実測をしたものは断面の左側に外面、右側に内面を示し、須恵器の

両面採拓したものについては断面の右側に外面、左側に内面を示した。また、掲載 した遺物の番号はすべて

通しの連番としている。

(3)写真

野外調査中に撮影 した写真は、撮影順に対応するようにフィルムの規格毎にモノクロはネガアルバムに、

リバーサルはスライ ドファイルに整理をして台帳に記載 した。

遺物は登録 したものを鉄製品、土器類、土製品、石器・石製品類、鍛冶関連遺物 (鉄淳類・羽口)の順 に

35mmフ ィルムで撮影 し、同様に整理を行った。なお、遺物の写真撮影は当センターの写真技師が行った。

-17-



第 4章 検出遺構と出土遺物

今回の発掘調査では縄文時代、古代 (平安時代 )、 時期不明の遺構 と遺物、及び弥生時代 と近世の遺物を検

出した。ただし、出土した遺物から時期の明確な遺構、遺物は出土していないが形態やプランの確認状況な

どか ら時期が判断された遺構、時期の明確な遺構 との重複関係か ら時期が判断されたものなどであり、必ず

しも統一された明確な根拠に基づくものではない。各時期の遺構の種別と数量は以下のとお りである。

〔縄文時代〕

陥し穴      31基 (S KT01、 03、 04、 07～ 29、 30AB、 31～ 33)

〔古代 (平安時代 )〕

掘立柱建物跡   2棟 (S B01、 02)      柱穴群    約400基

竪穴住居跡    4棟 (S101～ 0型)      竪穴状遺構  2棟 (SK 101、 02)

土坑           23基  (S K03、  04、  13、  14、  16、  17、 21、  22、  24、  26、  30、  31、  33、  37、  47、

48、  50、  51、  53、  55-58)

炉跡・焼土遺構  3基 (S N01、 04、 07)    溝跡     3条 (S D01、 03、 04)

〔時期不明〕

土坑           22基  (SI(05、 07～ 09、  11、 19、 20、 23、 25、 27、 28、 32、 34、 38～ 43、 45、 52、 54)

焼 L遺構        4基  (S N02、  03、  05、  06)    溝跡         1条  (S D02)

第 1節 縄文時代の遺橋と遺物

縄文時代の遺構としては、陥し穴のみ検出された。分布状況としてはほとんどが微高地上に占地している

が、北及び南部と東側微高地の縁辺部には少なく、中央部に集中的に位置する傾向にある。狩猟場という性

格上、遺構内外をとわず出土遺物は極めて少ない。

(1)陥 し穴

SKT 01陥 し穴 (第 10図、写真図版 3)

微高地北側のⅢD-8dグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開田部で長

軸長約1.45m、 幅約45cm、 底部では長軸長約1.8m、 幅約10cmの 短い濤状を呈し、長軸両端下部が末広がり

となっている。長軸方向は北北東―南南西にあり、東側微高地縁辺とはほぼ平行方向にある。検出面からの

深さは約 lmを測り、短軸両側上位の壁はやや外反する。底面は両端が緩やかに幾分高くなるが、概ね平坦

で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 5層 に細分され、上半と最下層には流入と思われる黒ボク土、

下位には壁崩落と思われる褐色系土が堆積する。遺物は出土しなかった。

SKT 03陥 し穴 (第 10図、写真図版 3)

微高地中央東側のⅣD-lhグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部

で長軸長約1.25m、 幅約50cm、 底部では長軸長約1.4m、 幅約27cmの幅の狭い精円形を呈し、長軸両端下部

-18-





が末広が りとなっている。長軸方向はおよそ北西―南東にあり、東側微高地縁辺とは直行気味の方向になる。

検出面からの深さは約0,7mを測 り、短軸両壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕

跡は認められない。埋土は 9層 に細分され、上位 と最下層には流入と思われる黒ボク土、下位には壁崩落と

思われる褐色系土が堆積する。遺物は出土 しなかった。

SKT 04陥 し穴 (第 10図、写真図版 3)

微高地中央東側のⅣD-lhグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部

で長軸長約 1.3m、 幅約50cm、 底部では幅約30cmの幅の狭い楕円形を呈 し、長軸方向では両端中位が長さ約

1.6mと最も広 く、袋状となっている。 S K T03と平行に隣接し、長軸方向はおよそ北西―南東にあり、東側

微高地縁辺 とは直行気味の方向になる。検出面か らの深さは約0,7mを測 り、短軸両壁はほぼ垂直に立ち上

がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 5層 に細分され、上半と最下層には流

入と思われる黒ボク上、下位には壁崩落 と思われる褐色系土が堆積する。遺物は出上しなかった。

SKT 07陥 し穴 (第 10図、写真図版 3)

微高地中央のⅢD-9hグ リッドに位置 し、調査区中央の畦道下のⅢ層上面で検出した。 S K21・ S D02

と重複 し、両遺構 と柱穴に切 られる。平面形・規模は、開口部で長軸長約3.3m、 幅50～ 60cm、 底部では長

軸長約3.7m、 幅約17cmの溝状を呈し、長軸両端下部が末広がりとなっている。長軸方向は東―西にあり、東

側微高地縁辺とは直行方向になる。検出面からの深さは約 lmを測 り、短軸両側上位の壁はやや外反する。

底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 4層 に細分され、上～中位と最下層には流入

の黒ボク上、下位には壁崩落 と思われる褐色系土が堆積する。遺物は出土しなかった。

SKT 08陥 し穴 (第 11図、写真図版 3)

微高地南側のⅣE-laグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形 。規模は、開口部で長

軸長約 1.45m、 幅約50cm、 底部では長軸長約 1.35m、 幅約25cmの幅の狭い楕円形を呈する。長軸方向は北北

西―南南東にあり、東側微高地縁辺とはほぼ平行方向になる。検出面か らの深さは約0.6mを測 り、壁はほぼ

垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 7層に細分され、上半と

最下層には流入と思われる黒ボク土、下位には壁崩落の褐色系土が堆積する。遺物は出土しなかった。

SKT 09陥 し穴 (第 11図、写真図版 3)

微高地南側のⅢE-9。 10aグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。 S K56と 重複 し、本遺構

がこれと柱穴に切 られる。平面形・規模は、開口部で長軸長約2.4m、 幅30～ 70cm、 底部では長軸長約2.45

m、 幅約15cmの溝状を呈する。長軸両端下部はおよそ末広が りとなっているが、西端では崩落によるものか

壁中位が快れていた。長軸方向は東―西にあり、東側微高地縁辺とは直行方向になる。検出面か らの深さは

約1.lmを測 り、東半では短軸両側上位の壁は外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められな

い。埋土は 5層 に細分されるが、全体的に黄褐色系土の人為的堆積 と思われる。

遺物は出土しなかった。

SKT 10陥 し穴 (第 11図、写真図版 3)

微高地南側のⅢE-9。 10aグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。 S K37・ 57と 重複 し、

本遺構がこれらと柱穴に切 られる。平面形・規模は、開口部で長軸長約2.35m、 幅約50cm、 底部では長軸長

約2.9m、 幅約18cmの 溝状を呈し、長軸両端下部が末広が りとなっている。 S K T09と 隣接して並行 し、長

軸方向は東―西にあり、東側微高地縁辺とは直行方向になる。検出面からの深さは約 lmを測 り、短軸両壁

はほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 7層 に細分される
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2 10YR4/4(褐色)

3 ЮYR3/4(暗褐色)

4 10YR5/6(明褐色)

5 10YR3/4(暗褐色)

C

SKT 07

C― H=802mSKT 07
1 10YR 2/3(黒褐色)

締りやや有、粘性有

地山粒微量

2 10YR 4/6(褐色)

締りやや有、粘性有

黒ボク土混じり

3 10YR 4/4(褐色)

締り無、粘性有

黒ボク土混じり

4 101FR 3/3(暗褐色)

締り無、粘性有

DBA

|ロ

0                   2m

第10図 SKT 01・ 03・ 04・ 07陥 し穴
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SKT 08 SKT 08
1 10YR 2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性有、地山粒微量

2 ЮⅢrR3/3(暗 褐色)締 りやや有、粘性有、黒ボク土混じり

3 111YR4/6(褐 色)締りやや有、粘性有

4 ЮYR3/4(暗褐色)締 り無、粘性有、黒ボク土混じり

5 10YR3/2(黒褐色)締 り無、粘性有

6 10YR 4/4(掲 色)締 り無、粘性有、壁の崩落土

7 10YR4/3(にぶい黄褐色)締 り無、粘性有

SKT 09

C

C

|>

|ロ

A H=799m

D

B    D

C

SKT 09
1 lllYR 5/8(黄 褐色 )

締 り極めて有、粘性有

地山土に黒色土が少量混入

2 10YR 4/6(褐 色)締 り無、粘性有

地山土に黒色土が微量混入

3 10YR 5/4(に ぶい責褐色 )

締 りやや有、粘性無、砂質、壁の崩落土

4 10YR 5/6(黄 褐色 )

締 り・粘性有、地山土

5 10YR 4/6(褐 色 )

締 り有、粘性無、砂質

SKT 10

C H=799m

C― H=799m

SK 57

C H=799m

第11図 SKT 08～ 11陥 し穴

ヽ

Ｐ

SKT 10
1 10YR 3/3(暗 褐色)

締 り極めて有、粘性有、地山土混 じり

2 10YR 4/4(褐 色)締 り極めて有、粘性有

地山土に黒色土が少量

3 10YR 4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性有

地山土に黒色土が微量

4 10YR 2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性有

5 10YR 4/4(褐 色)締 り極めて有、粘性有

地山土に黒色土が少量

6 101rR 5/4(に ぶい黄褐色)

締 り 。粘性無、砂質

7 10YR 4/3(に ぶい黄褐色 )

締 り 。粘性無、砂質、黒色土微量

|>

A DB

SKT ll
l 10YR 3/4(暗褐色)

2

締 り・粘性有、地山土・ 黒ポク上の混 じり

10YR 4/6(褐色 )

締 り・粘性有、地山土の崩落

10YR 5/4(にぶい黄褐色)

締 り有、粘性無、砂質

o                    2m

C D

D

|>

|>
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が、上位の褐色系土、下位の黄褐色系土に大別される人為的堆積と思われる。遺物は出土 しなかった。

SKT]]陥 し穴 (第 11図、写真図版 3)

微高地南側のⅢE-8aグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。 S K33と 重複し、本遺構がこ

れと柱穴に切 られる。平面形・規模は、開口部で長軸長約2.6m、 幅約 30cm、 底部では長軸長約2.65m、 幅

約 10cmの 溝状を呈し、長軸東端下郡がやや末広が りとなっている。長軸方向はおよそ北西―南東にあ り、東

側微高地縁辺とは直行気味の方向になる。検出面からの深さは約0.55mを測 り、壁は全体的にほぼ垂直に立

ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 3層 に分層され、上位に流入と思

われる黒ボク土、下位には壁崩落と思われる褐色系土が堆積する。遺物は出土 しなかった。

SKT 12陥 し穴 (第 12図、写真図版 4)

微高地南側のⅢE-9・ 10bグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。柱穴に切 られる。平面形・

規模は、開口部で長軸長約2.4m、 幅約 30cm、 底部では長軸長約2.85m、 幅約1 0cmの 溝状を呈し、長軸両端

下部が末広が りとなっている。南北に4mほ ど離れて並行するS K T09。 15の 中間に位置して長軸方向は東

―西にあり、東側微高地縁辺とは直行方向になる。検出面からの深さは約0.7mを測 り、短軸両壁はほぼ垂直

に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 9層 に細分され、流入と壁崩

落の繰 り返しと思われる黒ボク土と褐色系土が互層となって堆積する。遺物は出土 しなかった。

SKT]3陥 し穴 (第 12図、写真図版 4)

微高地南側のⅢE-9bグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口郡で長

軸長約2.65m、 幅約30cm、 底部では長軸長約 3m、 幅約15cmの溝状を呈し、長軸両端下部が末広が りとなっ

ている。長軸方向は北西―南東にあり、東側微高地縁辺とはやや直行気味の方向になる。検出面からの深さ

は約0.7mを 測 り、短軸両壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。

埋土は 3層に分層され、最上位 と最下層に流入と思われる黒ボク土、ほとんどは壁崩落と思われる褐色系土

が堆積する。遺物は出土しなかった。

SKT 14陥 し穴 (第 12図、写真図版 4)

微高地南側のIE-9cグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。検出当初は陥し穴 (S KT15)

と土坑 (S KT14)の 重複 と考えられたものだが、精査の結果、両遺構 とも陥し穴 と判明した。本遺構が切

られる。西端が S KT15に よって破壊されてお り全容は不明だが、残存部の状況か ら平面形・規模は、開口

部で長軸長約 1.55m、 幅約50cm、 底部では幅約30cmの 幅の狭い楕円形を呈すると推定される。長軸方向は

およそ北西―南東にあり、東側微高地縁辺とは直行気味の方向になる。検出面か らの深さは約 0。9mを測 り、

壁はほぼ垂直に立ち上がるが、東側では崩落によるものかやや袋状を呈する。底面は概ね平坦で、逆茂木等

の杭痕跡は認められない。埋土は 6層 に細分され、流入と壁崩落の繰 り返しと思われる黒ボク土と褐色系土

が互層となって堆積する。遺物は出土 しなかった。

SKT 15陥 し穴 (第 12図、写真図版 4)

微高地南側のIE-9cグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。上記 S KT14を 切 り、柱穴に

切 られる。重複するS KT14と 同時に掘 り下げを行ったため詳細は不明となってしまったが、残存部 と断面

の観察から平面形・規模は、開口部で長軸長約2.15m、 幅約40cm、 底部では長軸長約2.5m、 幅約15cmの溝

状を呈すると思われ、長軸両端下部、特に東側が大きく末広が りとなっている。長軸方向は東―西にあり、

東側微高地縁辺とは直行方向になる。検出面か らの深さは約0.9mを 測 り、短軸両壁上半はやや外反する。

底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 6層 に細分され、流入 と思われる黒ボク土と
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SKT 12

C   ´

C H=799m

EH=799m

C―
H=799m

SKT 13
1 lllYR 3/4(暗 褐色)

|>
一】「「】「コＷＷЧ　　一，一

SKT 12
1 10YR 3/4(暗褐色)

締り極めて有、粘性無、砂質、地山プロック少量

lσFR 3/4(暗褐色)

締り有、粘性無、砂質

10YR 4/4(褐色)

締り・粘性やや有、地山ブロック少量

2

A B

D

D

C

C一 H=799m

4 25YR 6/4(に ぶい黄)

締り。粘性無、砂質

5 10YR 3/3(暗褐色)

縮り無、粘性有、地山土微量

6 10YR 5/6(黄 褐色)

締り・粘性有

7 10YR 2/3(黒褐色)締 り無、粘性有

8 10YR 4/6(褐色)締 り無、粘性やや有

9 10YR 4/3(にぶい黄褐色)

締り有、粘性無、砂質

B

D

D

締 り極めて有、粘性有、地山土少量

10YR 4/6(褐色)

締 り 。粘性有、下位に砂混 じり、地山土

10YR 2/3(黒褐色)

締 り 。粘性有

SKT 14・ 15

E

A

A

F

B F

D

第12図 SKT 12～ 15陥 し穴

SKT 15
1 10YR 3/4(暗 褐色 )

締 り ,粘性有

2 10YR 2/3(黒 褐色)

締 り無、粘性有、地山ブロック少量

3 10YR 4/4(褐 色 )

締 り無、粘性有、地山土に黒ボク土混 じり

4 10YR 4/4(暗 褐色 )

締 り ,粘性有、地山土に黒ボク土混 じり

5 10YR 5/6(黄 褐色)

締 り有、粘性無、砂質

6 10YR 3/3(暗 褐色)締 り 粘性有

SKT 14
7 10YR 3/4(暗 褐色)

締 り 。粘性有、地山土・黒ボク上の混 じり

8 10YR 4/6(褐 色 )

締 り・粘性有、地山土

9 10YR 3/4(暗 褐色 )

縮 り・粘性有、地山土・黒ポク土の混じり

10 10YR4/6(褐 色 )

締 り 。粘性有、地山土

11 10YR 3/3(暗褐色 )

締 り・粘性有

12 10YR5/4(に ぶい黄褐色)

締 り有、粘性無、砂質、地山土

o                   2m
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壁崩落と思われる褐色系土が堆積する。遺物は地文のみの縄文土器の小破片 1点が出土した。

SKT 16陥 し穴 (第 13図、写真図版 4)

調査区南側の低地に下る緩斜面、ⅢE-6gグ リッドに位置し、Ⅳ層上面で検出した。平面形・規模は、

開口部で長軸長約 1.45m、 幅約 50cm、 底部では幅約20cmの幅の狭い楕円形を呈する。長軸方向はおよそ北

―南にあり、南側微高地縁辺とは直行方向になる。検出面からの深さは約0.65mを 測 り、壁は全体的にやや

外傾して立ち上が り、短軸両壁上位はやや外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。

埋土は 3層に分層され、上半と最下層は流入と思われる黒ボク土、中位には壁崩落と思われる褐色系土が堆

積する。遺物は出土 しなかった。

SKT 17陥 し穴 (第 13図、写真図版 4)

微高地中央部のID-9fグ リッドに位置し、S102精査時に床面で確認した。本遺構が切られる。残存

部での平面形・規模は、開口部で長軸長約 1.45m、 幅約 1 8cm、 底部では長軸長約 1,75m、 幅約 7 cmの 短い溝

状を呈し、長軸両端下部は末広が りとなっている。長軸方向は東―西にあり、東側微高地縁辺とは直行方向

になる。検出面からの深さは約0.9mを測 り、短軸両壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木

等の杭痕跡は認められない。埋土は流入と思われる黒ボク系± 4層 に分層される。

遺物は出土しなかった。

SKT 18陥 し穴 (第 13図、写真図版 4)

微高地中央部のⅢD-7・ 81グ リッドに位置し、調査区中央の畦道下の III層 上面で検出した。 S104と

重複し、これと柱穴に切 られる。残存部での平面形・規模は、開田部で長軸長約2.45m、 幅50～ 70cm、 底部

では長軸長約 3m、 幅約1 8cmの溝状を呈する。長軸両端下部は未広が りとなっているが、西端では崩落によ

るものか壁中位が快れていた。長軸方向はおよそ北東―南西にあり、東側微高地縁辺 とは直行気味の方向に

なる。検出面からの深さは約 1.lmを 測 り、短軸中央の両側上位の壁は外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木

等の杭痕跡は認められない。埋土は12層 に細分され、流入と壁崩落の繰 り返 しと思われる黒ボク土と褐色系

土が互層となって堆積する。遺物は出土 しなかった。

SKT 19陥 し穴 (第 13図、写真図版 4)

微高地中央部のID-8jグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。 S104と重複し、これと柱

穴に切 られる。残存部での平面形・規模は、開口部で長軸長約2.2m、 幅約20cm、 底部では長軸長約2.55m、

幅約 1 0cmの溝状を呈し、長軸両端下部は末広がりとなっている。北側には近接 して S K T20が並行 してい

る。長軸方向はおよそ北東―南西にあり、東側微高地縁辺とは直行気味の方向になる。検出面か らの深さは

約0.9mを測 り、短軸両壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。

埋土は 3層に分層されるが、ほとんど褐色系上の人為的堆積である。遺物は出土 しなかった。

SKT 20陥 し穴 (第 14図、写真図版 4)

微高地中央部のⅢD-7,8iグ リッドに位置し、調査区中央の畦道下のⅢ層上面で検出した。 S104と

重複 し、これと柱穴に切 られる。残存部での平面形・規模は、開口部で長軸長約 2m、 幅30～ 50cm、 底部で

は長軸長約2.lm、 幅約10cmの 溝状を呈 し、長軸両端下部が末広がりとなっている。南北に近接して並行す

る S KT18,19の ほぼ中間に位置して長軸方向は北東―南西にあり、東側微高地縁辺 とは直行気味の方向に

なる。検出面からの深さは約0.8mを測 り、短軸両壁の上位はやや外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の

杭痕跡は認められない。埋土は 5層 に細分されるが、基本的には流入と思われる黒ボク土が主体をなす。

遺物は出土しなかった。
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SKT 16

SKT 17

|ロ

A H=793m

SKT 19

C H=799m
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C D

B      D
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C
―――H=800m

SKT 18

C― H=801m

A

C D

第13図 SKT 16～ 19陥 し穴

A B D

SKT 16
1 10YR 2/3(黒 褐色土)締 り・粘性有、地山粒微量

2 10YR4/3(に ぶい責褐色土)締 り・粘性有、地山粒混じり、砂質

3 10YR3/3(暗褐色土)締 り・粘性有、地山粒少量

C   ′_

SKT 19
1 10YR4/6(褐 色)締り極めて有、粘性有、地山

2 10YR5/4(に ぶい黄褐色)締 り有、粘性無、砂質、地山土

3 10YR3/4(暗 褐色)締 り。粘性有

SKT 17
1 5YR3/6(暗 赤褐色)

2 10YR 3/3(暗褐色)

3 10YR 2/3(黒褐色)

4 10YR 3/4(暗褐色)

焼土 (SI弦カマ ド焼土)

締 り極めて有、粘性有

地山粒・ブロック少量

締 り・粘性有、地山粒微量

締 り 。粘性有、地山土少量

SKT 18
1 10YR 4/6(褐 色 )

締 り極めて有、粘性有、地山土

2 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 り・粘性有、地山粒微量

3 10YR 3/3(暗 褐色 )

締 り・粘性有、地山土・黒色土の混じり

4 10YR 2/2(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有、地山土微量

5 10YR 4/4(褐 色)締 り・粘性有

6 10YR 3/4(暗 褐色 )

締 り・粘性有、地山土・黒色土の混 じり

7 10YR 2/2(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有、地山土微量

8 10YR 3/4(暗 褐色 )

締 り 。粘性有、地山土・黒色上の混じり

9 10YR 4/6(褐 色)

締 り極めて有、粘性有、地山土

10 10YR3/3(暗 褐色 )

締 り ,粘性有、地山土・黒色土の混 じり

n 10YR 4/6(褐 色 )

締 り極めて有、粘性有、地山土

12 10YR2/3(黒 褐色 )

締 り無、粘性有、砂質土少量

o                   2m
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SKT 2]陥 し穴 (第 14図、写真図版 5)

微高地中央部のⅢD-8hグ リッドに位置 し、S104の 精査時に床面で確認 した。 S K24と も重複し、い

ずれにも本遺構が切 られる。残存部での平面形・規模は、開口部で長軸長約 1.55m、 幅約 30clll、 底部では長

軸長約 1.55m、 幅約1 0cmの 短い溝状を呈する。長軸方向は北西―南東にあ り、東側微高地縁辺とは直行気味

の方向になる。検出面か らの深さは約1.lmを 測 り、壁は全体的にほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦

で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 2層に分層されるが、ほとんど褐色土の人為的堆積と思われ

る。遺物は出土しなかった。

SKT 22陥 し穴 (第 14図、写真図版 5)

微高地中央部のⅢD-9iグ リッドに位置 し、S104の 床面で確認 した。本遺構が切 られる。残存部での

平面形・規模は、開口部で長軸長約2.4m、 幅約 15cm、 底部では長軸長約2.75m、 幅約 8 cmの溝状を呈し、

長軸両端下部は末広が りとなっている。長軸方向は概ね東―西にあり、東側微高地縁辺とおよそ直行方向に

なる。検出面からの深さは約0.55mを 測 り、短軸両壁は垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の

杭痕跡は認められない。埋土は流入と思われる黒ボク系± 3層 に分層される。遺物は出土しなかった。

SKT 23陥 し穴 (第 14図、写真図版 5)

微高地中央部のⅢD-9jグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。 S104と 重複 し、これと柱

穴に切 られる。残存部での平面形・規模は、開口部で長軸長約2.2m、 幅約20cm、 底部では長軸長約2.45m、

幅約1 0cmの 溝状を呈し、長軸両端下部は末広が りとなっている。南北に近接 して並行する S KTll・ 25の

ほぼ中間に位置 して長軸方向はおよそ北西―南東にあり、東側微高地縁辺とは直行気味の方向になる。検出

面からの深さは約0.55mを狽1り 、短軸両壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡

は認められない。埋土は 5層 に細分され、上位 と最下層には流入と思われる黒ボク土、下位には壁崩落と思

われる褐色系土が堆積する。遺物は出土 しなかった。

SKT 24陥 し穴 (第 15図、写真図版 5)

微高地南端のIE-8dグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。 S D04と柱穴 と重複し、本遺

構が切 られる。平面形・規模は、開口部で長軸長約 1.4m、 幅約50cm、 底部では幅約 15cmの短い溝状を呈す

る。長軸方向はおよそ北西―南東にあり、南側低地 とはやや平行的方向になる。検出面か らの深さは約0.8

mを測 り、壁は全体的にほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋

土は 3層 に分層され、上半と最下層は流入と思われる黒ボク土、中位には壁崩落と思われる褐色系土が堆積

する。遺物は出土しなかった。

SKT 25陥 し穴 (第 15図、写真図版 5)

微高地中央部のⅢD-9jグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。 S104と 重複 し、これと柱

穴に切 られる。残存部での平面形・規模は、開口部で長軸長約 1.6m、 幅約20cm、 底部では長軸長約 1.75m、

幅約 1 0cmの短い溝状を呈 し、長軸両端下郡は未広が りとなっている。南側には S K T23が隣接並行し、長

軸方向はおよそ北西―南東にあり、東側微高地縁辺とは直行気味の方向になる。検出面か らの深さは約0.5

mを測 り、短軸両壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土

は上位の流入と思われる黒ボク土と下位の壁崩落と思われる 3層 に分層される。遺物は出土 しなかった。

SKT 26陥 し穴 (第 15図、写真図版 5)

微高地北側のⅢD-9bグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部で長

軸長約 1.25m、 幅約85cm、 底部では長軸長約 lm、 幅約45cmの精円形を呈する。長軸方向は北西―南東にあ
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C
―一―H=79 9na

SKT 21

|>

A

(暗褐色)締 り無、粘性有、地山土少量混 じり

(黒褐色)締 り無、粘性有、地山土微量

(黒褐色)締 り無、粘性有

(褐 色)締 り・粘性有、地山土

(黒 褐色)締 り無、粘性有
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SKT 20
1 10YR 3/3
2 10YR3/2
3 10YR2/3
4 10YR4/6
5 10YR2/3

SKT 21
1 10YR4/6(褐 色)締 り・粘性有、地山土

2 10YR2/3(黒 褐色)締 り ,粘性有

SKT 22
1 10YR 4/6(褐色)

締り極めて有、粘性有

地山土に黒色土混じり

2 10YR 3/4(暗褐色)

締り極めて有、粘性有、地山粒少量

3 10YR 3/2(黒褐色)

締り無、粘性有
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C H=799m
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SKT 23
1 10YR 3/3

2 101rR 4/6
3 10YR 5/6
4 10YR 4/6
5 10YR 2/3

(暗褐色)締 り極めて有、粘性有、

地山土混 じり

(褐色)締 り・粘性有、地山土

(黄褐色)締 り ,粘性有、地山土

(褐色)締 り ,粘性有、地山土

(黒褐色)締 り・粘性有
1田

BA

0                    2m

第14図 SKT 20～23陥 し穴

|ロ
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SKT%
1 10YR 3/1
2 10YR4/4
3 10YR3/4
4 10YR4/6
5 10YR4/4
6 10YR3//3
7 10YR5/6
8 10YR4/6
9 10YR4/4

ICIJ

SKT%
1 10YR 3/4(暗 褐色)締 り。粘性有

地山土・黒ボク上の混じり

2 10YR 4/6(褐色)締 り,粘性有、地山土

3 10YR 3/2(黒褐色)締 り・粘性有

SKT 25

|>

|ロ
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SKT 27
1 101FR 2/2(黒 褐色 )

締 り ,粘性有、地山粒微量

2 10YR 3/2(黒 褐色 )

締 り極めて有、粘性有、地山粒微量

3 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 り無、粘性有、地山土混 じり

4 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有、地山土混 じり

5 10YR 4/4(褐 色 )

締 り ,粘性有、黒色土混 じり

6 10YR 5/6(黄 褐色)

締 り ,粘性有、地山土

0                            2m

D

(黒褐色)締 りやや有、粘性有、地山粒少量

(掲 色)締 り極めて有、粘性有、黒色土混じり

(暗褐色)縮 り無、粘性有、地山土多量

(褐 色)締 り無、粘性有、地山崩落土

(褐 色)締 りやや有、粘性有、黒ボク土少量

(暗 褐色)締 り無、粘性有、地山粒少量

(黄褐色)締 りやや有、粘性有、地山土

(褐色)締 り・粘性有、黒ボク土少量、壁の崩落

(褐色)締 りやや有、粘性有C Ｄ

一　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
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B
SKT 25
1 10YR3/4(暗褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒少量

2 10YR4/6(褐色)締 りやや有、粘性有、地山土

3 10YR4/4(褐色)締り。粘性有、地山土に黒ポク土混じり

SKT 27

C H=800m

DC

D

第15図 SKT 24～27陥 し穴
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り、東側微高地縁辺とおよそ平行方向になる。検出面からの深さは約0.6mを測 り、壁はほぼ垂直に立ち上が

り、上位が外反する。底面は平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は 9層に細分され、上位中央

には流入と思われる黒ボク土、中～下位には人為的な褐色系土が堆積する。遺物は出土しなかった。

SKT 27陥 し穴 (第 15図、写真図版 5)

微高地北側のⅢD-8cグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形 。規模は、開口部で長

軸長約 1.5m、 幅約95cm、 底部では長軸長約 1.2m、 幅約55cmの楕円形を呈する。北東側には S K T26が隣接

して並行 し、長軸方向は北西―南東にあり、東側微高地縁辺とはおよそ平行方向になる。検出面か らの深さ

は約 0。75mを測 り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は

6層 に細分され、上～中位には流入 と思われる黒ボク土、下位には人為的と思われる黄褐色系土が堆積する。

遺物は出上しなかった。

SKT 28陥 し穴 (第 16図、写真図版 6)

微高地東側縁辺の低地に至る緩斜面、ⅣD-lbグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面

形・規模は、開口部で長軸長約 1.35m、 幅約 70cm、 底部では長軸長約 1.lm、 幅約30cmの幅の狭い精円形を

呈する。長軸方向は北西―南東にあ り、東側微高地縁辺とはおよそ平行方向になる。検出面か らの深さは約

0.6mを 測 り、壁は鋭角的に外傾 して立ち上がる。底面は平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は

9層 に細分されるが、流入と思われる黒ボク土を主体 とする。遺物は出土 しなかった。

SKT 29陥 し穴 (第 16図、写真図版 6)

微高地東側縁辺のⅣD-lfグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。検出時には歪な楕円形を

呈してお り、壁の崩落と考えたものだが、精査の結果、南西部が S Kllと の重複 と判明した。本遺構が切 ら

れる。残存部での平面形 。規模は、開口部で長軸長約 1.8m、 幅約 80cm、 底部では長軸長約 1.3m、 幅約1 5cm

の短い溝状を呈する。長軸方向は東―西にあり、東側微高地縁辺とは直行方向になる。検出面からの深さは

約0.85mを測 り、壁はほぼ垂直に立ち上が り、上位は外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認

められない。埋土は 8層 に細分され、流入と壁崩落の繰 り返しと思われる黒ボク土と褐色系土が互層となっ

て堆積する。遺物は出土 しなかった。

SKT 30 AB陥 し穴 (第 16図、写真図版 6)

微高地東側縁辺のⅣD-lgグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。検出時には歪な楕円形を

呈 してお り、壁の崩落と考えられたものだが、精査の結果、陥し穴 2基の重複 と判断した。北側にはSKT

29が並行して隣接する。断面観察か らAが新しいと思われるが、一括 して掘 り上げたため詳細は不明である。

残存部から推定されるAの平面形・規模は、開口部で長軸長約 1.4m、 幅約 55cm、 底部では長軸長約 1.lm、

幅約20cm前後の幅の狭い楕円形で、長軸方向はおよそ東―西にあり、東側微高地縁辺とはおよそ直行方向に

なる。検出面からの深さは約0.8mを測 り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕

跡は認められない。

同じくBの推定される平面形・規模は、開口部で長軸長約 1.5m、 幅約60cm、 底部では長軸長約 1.15m、

幅約20cm前後の幅の狭い楕円形で、長軸方向は東―西にあり、東側微高地縁辺とは直行方向になる。検出面

か らの深さは約0.85mを測 り、壁はほぼ垂直に立ち上が り、上位は外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等

の杭痕跡は認められない。埋土はAB一 括して 7層 に細分されるが、上位 と最下層が流入と思われる黒ボク

土、下位は人為的な褐色系土が堆積する。遺物は出土しなかった。
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SKT 28
1 10YR 2/1(黒色)

縮り無、粘性極めて有
2 10YR 3/2(黒褐色)

締り有、粘性極めて有、地山粒少量
3 10YR 2/2(黒褐色)

締り有、粘性極めて有
4 10YR 3/2(黒 褐色)

締り有、粘性極めて有、地山粒少量
5 10YR 2/2(黒褐色)
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締 り有、粘性極めて有、地山ブロック少量

10YR 2/3(黒 褐色 )

締 り ,粘性有、地山粒微量

10YR 5/6(責 褐色 )

締 り・ 粘性有、地山土

10YR 3/1(黒 褐色 )

締 り有、粘性極めて有

10YR 4/6(褐 色 )

綿 り・粘性有、黒色土少量混入

|ロ
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SKT 29

C

C

ヤロ
A H=802m

D

日 D

SKT 29
1 10YR 2/1(黒色)

縮りやや有、粘性有

2 10YR 2/2(黒褐色)

締りやや有、粘性有、地上少量

3 10YR 5/6(黄褐色)

地山土、壁の崩落

4 10YR 2/3(黒褐色)

締りやや有、粘性有、地山粒少景

5 10YR 5/6(黄褐色)

地山土、壁の崩落

6 ЮYR2/3(黒褐色)

締り。粘性有、地山土少量

7 10YR 5/6(黄褐色)

地山土、壁の崩落

8 ЮYR3/1(黒褐色)

締り・粘性有

SKT 30 AB

SKT 30 AB
l 10YR 3/1(黒褐色)

縮り・粘性狛

2 10YR 3/1(黒褐色)

締りやや有、粘性有、地山粒微量

3 10YR 3/3(暗褐色)

締りやや有、粘性有、地山土少量

4 111YR 5/6(黄褐色)

地山ブロック

5 10YR 3/4(暗褐色)

縮りやや有、粘性有、地山土多量

6 10YR 5/6(黄 褐色)

地山ブロック

7 10YR 3/2(黒褐色)

締りやや有、粘性有
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Ｅ
＝
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第16図  SKT 28。 29。 30 AB陥 し穴
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SKT 31陥 し穴 (第 17図、写真図版 6)

微高地中央部のⅢD-10hグ リッドに位置 し、調査区中央の畦道下のⅢ層上面で検出した。 S103と 重

複し、本遺構が切 られる。検出時の円形プランでは土坑と考えたものだが、精査の結果、形態的に陥し穴と

判断したものである。平面形・規模は、開口部径約 1.25m、 底郡径約70cmの 円形を呈し、検出面からの深さ

は約1.lmを 測 り、断面形は壁がやや外傾する円筒状を呈する。底面は平坦で、中央には径 。深さとも約15

cmを測る逆茂木痕と思われる柱穴状ピットが 1基確認された。埋土は 8層 に細分されるが、上～中位には流

入と思われる黒ボク土、下位には人為的と思われる褐色系土が堆積する。遺物は出土しなかった。

SKT 32陥 し穴 (第 17図、写真図版 4・ 6)

微高地南側のⅢE-10bグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部で長

軸長約 1.2m、 幅約65cm、 底部では幅約20cmの短い溝状を呈し、長軸両端下部は幾分袋状となっている。南

側にはほぼ等間隔で平行に並ぶ S KT14。 33が位置し、長軸方向はおよそ北西―南東にあり、東側微高地縁

辺とは直行気味の方向になる。検出面か らの深さは約0.85mを測 り、短軸両壁はほぼ垂直に立ち上がるが、

南側上位は崩落によるものか段状を呈する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕跡は認められない。埋土は

6層 に細分され、上位には流入と思われる黒ボク土、下位には人為的と思われる褐色系土が堆積する。

遺物は出土しなかった。

SKT 33陥 し穴 (第 17図、写真図版 6)

微高地南側のⅢE-9・ 10bグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部

で長軸長約 1.45m、 幅約 70cm、 底部では長軸長約 1.45m、 幅約20cmの幅の短い溝状を呈 し、長軸両端下郡

は末広がりとなっている。南北両側には等間隔で並行する S KT14・ 32が位置し、長軸方向はおよそ北西―

南東にあり、東側微高地縁辺とは直行気味の方向になる。検出面からの深さは約 0。95mを 測 り、短軸両壁は

ほぼ垂直に立ち上がるが、上位は崩落によりかな り外反する。底面は概ね平坦で、逆茂木等の杭痕囲は認め

られない。埋土は 5層 に細分され、上位と最下層には流入と思われる黒ボク上、中～下位には人為的と思わ

れる褐色系土が堆積する。遺物は出土しなかった。

(2)出土遺M(第 18図、写真図版23)

縄文時代の遺物は、土器・石器とも遺跡全体が削平されていることと狩猟場という性格上極めて少なく、

総量でも小コンテナ (35× 45× 1 0cm)半 箱分にも満たない。出土状況 としては、畦道下に残ったⅡ層中出

土のものと古代の遺構に伴うものも含め、基本的にはすべて遺構外か らの出土である。

土器は約50点ほどが出土したが、ほとんどが耕作土中から出土 し、すべて破片資料で摩減 したものが多く、

地文 (単節縄文)のみの体部小破片がほとんどを占め、時期を特定できたものは畦畔下からの掲載した晩期

中葉と思われるもの 4点 (図番 1～ 4)の みである。

また、弥生土器の蓋 と思われる破片が 1点 (図番 5)のみ出土 した。

石器類は不定形のスクレイパー 3点 とフレーク10数点、磨製石斧・凹石が各 1点出土 し、スクレイパーは

成形 。加工されたものではなく、すべて使用による微細な剥離痕が認め られるものである。磨製石斧は半損

してお り、刃部は使用による刃こばれの欠損が認められる。
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SKT 31

A H=801m

SKT 32
1 10YR 2/3(黒 褐色)締 り ,粘性有、地山土微量混入

2 1CIYR2/2(黒 褐色)締 り無、粘性有

3 ЮYR3/3(暗 褐色)締 り無、粘性有、地山土混 じり

4 ЮlrR4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性有、地山土

5 ЮYR4/4(褐 色)締 り・粘性有、地山土に黒色土混 じり

6 10YR5/4(に ぶい黄褐色)締 り有、粘性無、砂質

SKT 33
10YR 2/3(黒褐色 )

締 り ,粘性有、地山粒微量

10YR 3/3(暗褐色)

締 り ,粘性有、地山土少量

10YR 4/6(褐色 )

締 り極めて有、粘性有、地山土

10YR 5/6(黄褐色 )

締 り有、粘性無、砂質、地山土

10YR 3/3(暗褐色)

締 り ,粘性有

SKT 31
1 10YR 2/2(黒 褐色)

2 10YR2/3(黒褐色)

3 10YR2/3(黒褐色)

4 10YR2/2(黒 褐色)

5 10YR3/3(暗褐色)

6 10YR 4/4(褐 色)

7 ЮYR4/6(褐 色)

8 10YR4/6(褐色)

締 り・粘性有

締 り ,粘性有、地山土混 じり

締 り 。粘性有、地山ブロック少量

締 り無、粘性有、地山土少量

締 り無、粘性有、地山土少量

締 り無、粘性有、黒ボク土混 じり

締 り無、粘性有

締 り ,粘性無、砂質
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第17図 SKT 31～ 33陥 し穴
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申学葉韓麟〕
姦伊3＼≧/

1

1    0       丁       10Cm

図 沓 器 種 部 位 又様の特徴 晴  剤

1 SK P 19埋 土 深鉢 口縁部 圧痕の小山形口縁、口縁部無文、地文のみ、 LR、 煤付着 晩期中葉大洞C2
2 SK1 02・ 東埋土 鉢 口縁部 口唇部半浮彫的突起列、口縁部平行沈線、磨消縄文 ?、 LR

□唇部沈線・亥Jみ、□縁部平行沈線、地文磨減不隅

晩期中葉ノ

SK1 02・ 北埋土 鉱 □縁部 晩期中葉ノ 1

4 SKP 19埋土 湧 鉢 □縁部 晩期嘩

SK1 02・ Jヒ埋土 重 ? 国縁部 口唇部より糸圧痕、沈線文、撚 り糸文 弥生中期

1

0       2      5 cm

□―m國
ω

1

0      丁      10cm

第18図 縄文時代の遺物

‰

か

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

豪 採 1足形 367 頁岩・奥羽山脈

7 T4商Ⅲ層 (褐色 ) 不定形 085 177 頁岩・奥羽山脈

T4南Ⅲ層 (掲色 ) 不定形 085 頁岩・奥羽山脈

SK1 01・ 北東埋土 磨製石斧 370 閃緑岩・北上山地

S102・ Sl 凹 石 749
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第 2節 古代の遺構と遺物

古代の遺構としては、竪穴住居跡 4棟、堅穴状遺構 2棟、掘立柱建物跡 2棟、柱穴状土坑約400基、土坑

23基、炉跡・焼土遺構 3基、溝跡 3条などがある。分布状況としては、すべて微高地上に立地し、柱穴群を

除いてはほとんど重複せず、さらに土坑類を除いては微高地上に分散してお り、堅穴住居跡・竪六状遺構や

掘立柱建物跡などは規則性の認められる配置状況となっている。遺物は微高地全体が削平されたこともあっ

て全体量としてはあまり多 くはないが、堅穴住居跡から出土 したものが大コンテナ (35× 45× 30cm)4箱

分以上と約八割強を占め、住居単位では比較的多く出土している。

なお、遺物については各遺構の事実記載において出土状況についてのみ記載し、遺物個々の法量等の詳細

については主に観察表に示すこととし、 (5)出土遺物の頁で一括 して概要等を記述する。

(1)竪穴住居跡・竪穴状遺橋

S10]竪穴住居跡 (第 19・ 20図、写真図版 7・ 24)

調査区北端の微高地上の縁辺、ⅢC-9gグ リッド杭を中心に位置し、掘 り込み面はⅢ層上面である。西

側の大半が調査区外にかか り、また畦道下の北東部以外は開墾により削平され、全容は不明である。平面形

・規模は、確認された東壁長から、一辺 4m前後の隅丸略方形を呈し、床面積は約14∬ ほどと推定される。

主軸方位はおよそ東一西である。遺存する壁は外傾して立ち上が り、畦畔下では掘 り込み面からの深さは約

40cmを測るが、南壁ではわずかに約 5 cmほ どが残存する。埋土は黒ボク系± 8層に細分される流入による自

然堆積 と思われる。床面は概ね平坦で堅締だが、貼床は施されていない。カマ ド前は作業によって踏み固

まったものか幾分窪んでいた。床面施設としてはカマ ド両脇にKl・ 2の土坑 2基を検出した。

Kl土坑の平面形は、円形プランが連結したグルマ形を呈し、北側頭部部分は浅く、南側体部部分は深く

掘 り込まれ、規模は開口部で長軸約75cm、 頭部開口部で幅約40cm、 底部20× 8 cm、 深さ約10cmを 測 り、林

部開口部は幅約60cm、 底部は径約40cmの略円形で、断面形は深さ約20cmの鍋形を呈する。埋土は黒ボク土

3層か らなる自然堆積である。

K2土坑の平面形・規模は、開口部60× 45cmの楕円形を呈し、断面形は深さ約 1 0cmの浅い鍋形を呈する。

またK2土坑東側の住居壁際には柱穴が 1基と、煙道を挟んだ南側にも柱穴が 1基検出され、正対しないも

のの屋外に位置する副柱穴と考えられる。

カマ ドは東壁の南寄 りに付設されているが、本林部は遺存状態が悪く、架構・芯材として石や土器などは認

められないが、袖位置で芯材に石を使用したと考えられる小ピット6基 と燃焼部を検出した。燃焼部は径約

70cmの略円形に浅く掘 り窪められ、底面中央は火熱により広さ40cmほ どの不整形で、厚さ l cm未満と弱く

赤色変化 していた。焼土の煙道側端には支脚の抜き取 り痕と思われる小ピットが 1基 ある。煙道は奥行き約

1.2m、 幅約25cllの掘 り込み式でほぼ水平となってお り、土師器の甕形土器 2個体以上の上半部を土管状に

設置していた。煙出しピットは径約50cmの 円形で、煙道よりも約25cmほど深 く掘 り込まれていた。

遺物は、土器類は土師器の甕形土器がおよそ 3個体分と年形土器の破片少量が中コンテナ (35× 45× 20

cm)およそ 1箱分出土し、形状をおよそ把握できた復元個林はカマ ド煙道に使用された土師器の甕形土器 3

点 (図番12～ 14)と K2土坑出土の郭形土器 1点 (図番11)である。図番 13。 14の甕形土器は同一個体の

可能性も考えられる。 このほか埋土からフレーク 2点が出土した。

-36-



Kl
三H=798m

S101K l
l 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 りIIIめて有、粘性有

径 l cmの 地山ブロック多量

2 10YR 3/2(黒 褐色 )

締 り ,粘性有、地山粒微量

3 10YR 3/4(暗 褐色 )

締 り極めて有、粘性有

焼土粒・炭化物微量

K2
l H=798m

S101K2
1 10YR 2/1(黒 色)

締 りやや有、粘性有

炭化物微量

2 10YR 2/2(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有

炭化物・焼土粒微量

3 10YR 3/4(暗 褐色)

締 り 。粘性有

径 l cmの 焼土粒少量、炭化物微量

0        1m

ｈ

一

o             2m

S101

1 10YR 2/3(黒 褐色)締り・粘性有、土山プロック少量

2 10YR3/2(黒褐色)締り極めて有、粘性有、地山粒少量、焼土粒微量

3 10YR2/2(黒褐色)締り,粘性有、地山粒微量

4 10YR3/1(黒褐色)締 りやや有、粘性有

5 10YR2/3(黒 褐色)Trり 。粘性有、地山粒極めて微量

6 101FR 3/3(暗 褐色)締 り・粘性有、地山粒・焼土粒微量

7 111Yミ 3/2(黒褐色)締 り。粘性有、地山粒少量、壁際にはブロック

8 75YR2/3(極暗褐色)締り・粘性有、焼土粒少量

S101カマ ド

e H=797m          上

0           1m

S101カ マ ド

1 10YR 2/2(黒褐色)締 りやや有、粘性有

2 10YR 2/2(黒褐色)締 り・粘性有、地山粒少量

3 10YR 2/1(黒色)締 りやや有、粘性有、焼土粒微量

4 10YR 2/3(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、径 1～ 3 cmの 焼土ブロック多量

5 10YR 2/2(黒褐色)締 りやや有、粘性有

6 10YR 3/4(1旨褐色)締 り・粘性有、地山土多量

7 10YR 2/3(黒褐色)締 り 。粘性有、径 5 mmの 地山粒微量

8 10YR 3/2(黒褐色)締 り極めて有、粘性有

9 10YR 2/2(黒褐色)締 り極めて有、粘性有、地山ブロック少量

10 10YR3/4(暗 褐色)締 り・粘性有

11 10YR 2/3(黒褐色)締 り極めて有、粘性有、焼土ブロック多量、地山粒微量

12 5YR3/6(暗 赤褐色)締 りやや有、粘性有、焼土粒多量

13 10YR2/2(黒 褐色)締 りやや有、粘性有、支脚のぬきとり穴

14 10Yミ 3/3(暗 褐色)締 り・粘性有、そで石のぬきとり六

第19図 S101竪穴住居跡

H=804m
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1

3 10cm

図香 出土位置 層位 器 種
法量 (cm)

成 形
調整等

備  考
口径 器高 底径 内面 /外面

S10卜 K2埋土 土師器郷 (1570) く50〉 回クロ 雑なミガキ 肉黒/ロクロナテ

S101 カマ ド RP6・ 煙出埋土 (210) (1415〉 非ロクロ ヘラナデ/ヨ コナデーヘラナデ

S101・ カマ ド RP5 9,12・ 煙道埋土 土師器甕 (210) (271〉 ロクロ
ロクロナデ→一部ヘラナデ/ロク
ロナデ→体部下半ヘラナデ

同一個体 ?

S101・ カマ ド RP1 3・ 8・ 煙道埋土 土師器甕 (227) (249〉 ロクロ
ロクロナデ/回 クロナデー体部下
半ヘラナデ

第20図 S101竪穴住居跡出土遺物
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S102竪穴住居跡 (第21～ 25図、写真図版 8・ 9・ 24・ 25。 34)

調査区内の微高地上のほぼ中央、ⅢD-9fグ リッド杭を中心に位置し、削平されたⅣ層中で検出した。

S KT17と 重複 し、本遺構が切る。また埋土中から掘 り込まれた柱穴を確認している。全体的に上位は開墾

による削平のため消失しているが、残存部での平面形。規模は、一辺約 5m前後の隅丸略方形を呈し、床面積

は約21� ほどを測る。主軸方位はおよそ東―西である。壁は鋭角的に外傾して立ち上が り、遺存する壁高

は約30cmを 測る。埋土は15層 に細分され、中央部の埋土上位 (本来は中位 となるが)には 2次堆積 と思わ

れる火山灰 (分析結果 :十和田 a)がブロック状に、またカマ ド構築土上と北西隅の埋上下位及び中央床面

にかけては、廃棄されたと思われる焼土や炭化物が多く認められたが、全体的には流入による自然堆積と思

われる。床面は平坦で堅締、南側中央部分には貼床が施されていた。床面施設としては東壁の両隅と中央に

Kl～ 3の 土坑 3基、床面中央で地床炉 1基と柱穴を 7基検出し、配置・規模からPl～ 4が主柱穴と思わ

れるが、南側の 2基は壁から張 り出すように配置されていた。

Kl土坑の平面形・規模は、開口部径約65cm、 底部径約45cmの 略円形で、断面形は深さ約25cmの鍋形を

呈する。埋土は基本的には黒ボク系± 4層からなる自然堆積であるが、上位には廃棄の焼土が多く混じる。

K2土坑の平面形・規模は、開口部70cm・ lm× lmの台形状を呈 し、断面形は深さ約25cmの 鍋形を呈

する。埋土は 3層に分層されるが、全体的に褐色系土の人為的堆積である。

K3土坑の平面形・規模は、開口部径約50cmの略円形を呈し、断面形は深さ約40cmを 測る東側が内湾す

る袋状を呈し、フラットな底面をもたない。埋土は基本的には褐色土の人為的な単層である。

地床炉は被熱の度合いによるものか、 lm× 25cmほ どと隣接する約30cmほ どの不整な広が りの焼土を確

認したもので、厚さ 3 cm以下の火熱による赤色変化が認められた。

カマ ドは東壁の南寄 りに付設され、本体部の確認時には拳大から人頭大の自然礫が多数散乱した状況を呈

していたことから、自然倒壊ではなく人為的な破壊と見受けられた。本体部の遺存状態は不良で、架構・芯材

として石や土器などは認められないが、袖位置で芯材の抜き取 り痕と考えられる小ピット3基 と黄褐色粘土

で構築された袖を一部検出した。燃焼部は65× 85cmの 楕円形に浅 く掘 り窪められ、底面には火熱により径

約50cmほどの略円形で、厚さ 5 cm以下に赤色変化した焼土が確認された。焼上の煙道側端には支脚の抜き

取 り痕と思われる小ピットが 1基 ある。煙道は奥行き約 1.5m、 幅約25cmの掘 り込み式でほぼ水平となって

お り、煙だしピットは径約45cmの 円形で、煙道よりも約1 5cmほ ど深く掘 り込まれていた。

遺物は、土器類では土師器の甕 (重)形及びFTh形土器が中コンテナおよそ 1箱分、須恵器の甕形及びFTX形

土器破片が各々数点出土し、破片数量はともかく個体数としては土師器のITH形土器が多い傾向にある。出土

状況としてはカマ ド埋土及びカマ ド周辺から床中央にかけての埋土下位か ら床面にかけて破砕 した状態の破

片が多く出土した。形状をおよそ把握できた個体は、倒壊したカマ ド検出面か ら出土した完形品と体部上半

の大部分が欠損 した土師器のITX形土器各 1点 (図番 15。 16)、 復元個体 としては埋土下位から床面とカマ ド

及びKl・ 2・ P6の 各埋土出土などが接合した土師器のJTh形土器 4点 (図番 17～ 20)、 甕形土器 2点 (図

番 22・ 27)、 広口の壺 1点 (図番21)な どである。図番15の土師器郭形土器には欠損のため解読不能な墨書

が認められ、またカマ ド埋土から土師器の羽釜破片が 1点 (図番23)出土している。このほかカマ ド付近の

埋土か ら使用頻度の極めて低い砥石 1点 (図番32)と床面か ら流状鍛冶津 1点 (写番 119)、 埋土中か ら摩

滅 した縄文土器破片が数十点出土した。
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Kl
a H=797m

S102K l
1 76YR 3/4(暗 褐色 )

締 り無、粘性有、焼土多量

2 1σFR 2/3(黒 褐色)

締 り無、粘性有、焼土粒少量

3 10YR 2/2(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有

4 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有

地山粒少量

ｂ
一

0             2m

g H=797m

K2
皇 H=797m

S102K2
1 lllYR 2/3(黒 褐色)

締 り・粘性有、地山粒・

炭化物少量

2 10YR 4/4(褐 色)

締 り極めて有、粘性有、

地山ブロック少量

3 10YR 4/6(褐 色 )

締 りやや有、粘性有

K3

遅上H=800m

0        1m

地床炉

(赤褐色)焼土

0            1m

ｄ
一

日
ｏ
ｏ
∞
＝
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｏ

ｆ
一

S102
1 10YR 2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性無、炭化物・焼土粒・黄褐色土少量

2 75YR 3/2(黒 褐色)締 り ,粘性無、炭化物・黄褐色土小ブロック少量

3 10WR 2/2(黒 褐色)締 りやや有、粘性無、炭化物微量、黄褐色土粒・ 小ブ

ロック中量

4 10YR 3/2(黒 褐色)締 りやや有、粘性無、炭化物・焼土粒・黄褐色土ブ

ロック微量

5 10YR 2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性無、炭化物微量、黄褐色土少量

6 10YR 3/1(黒 褐色)締 りやや欠、粘性無、黄褐色土微量

7 10YR 4/4(褐 色)縮 りやや欠、粘性やや有、黒褐色土・黄褐色土の混合土

8 10YR 3/3(暗 褐色)締 りやや欠、粘性無、炭化物・黄褐色土微量

9 10YR 2/2(黒 褐色)締 りやや有、粘性無、黄褐色土粒微量

10 10YR5/6(黄 褐色)締 り・粘性やや有、黄褐色土ブロック

n ЮYR3/2(黒 褐色)締 り有、粘性無、炭化物微量、黄褐色土少量

12 ЮYR2/2(黒 褐色)締 りやや有、粘性無、炭化物・黄褐色土小ブロック少

量

13 10YR4/4(褐 色)締 りやや欠、粘性やや有、黄褐色プロック・黒褐色土

14 10YR3/1(黒 褐色)44り やや有、粘性無、黄褐色土小ブロック少量

15 5YR4/6(赤 褐色)締 りやや有、粘性無、焼土プロック多量、ハイキ焼土

16 10YR4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性有、地山土に黒色土混 じり、貼床

h

第21図 S102竪穴住居跡(1)
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S102カマド ロ
|

A H=799m

E31

S102カ マ ド

1 10YR 5/8(黄 褐色)締 り極めて有、粘性有、焼土粒微量

2 10YR 2/3(黒 褐色)締 り 。粘性有、地山粒・焼土粒微量

3 ЮYR5/6(黄 褐色)締 り・粘性有、カマ ド構築土の崩落

4 1CIYR 2/3(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒 焼土粒微量

5 10YR 3/4(暗 掲色)締 り極めて有、粘性有、地山土多量

6 10YR 5/6・ 5YR4/6 締 り極めて有、粘性有

カマ ド構築土内壁の崩落

7 10YR 3/4(暗 褐色)締 り極めて有、粘性有

地山土少量混入、本体側に焼土粒少量

8 10YR 2/2(黒 褐色)締 り ,粘性有、焼土粒微量

9 10YR 3/1(黒 褐色)締 り・粘性有

10 10YR3/3(暗 掲色)締 り無、粘性有、地山土少量

H lCIYR 3/3(暗褐色)締 り 。粘性有、地山土少量混入

12 10YR3/2(黒 褐色)締 り無、粘性有

13 10YR3/3(暗 掲色)締 り無、粘性有

14 10YR4/4(褐 色)締 り・粘性有

15 10YR3/4(暗 掲色)絡 り ,粘性有、炭化物・焼土粒少量

16 75YR3/2(黒 褐色)締 り・粘性有、焼土粒少量

17 75YR4/4(褐 色)締 り有、粘性無、焼土粒多量

18 75YR4/4(褐 色)締 り・粘性有、焼土粒少量

19 101FR 5/8(黄褐色)締 り極めて有、粘性有、そで

豹  5YR4/6(赤 褐色)内 壁焼土・燃焼部院土Ｅ
ｏ
ｏ
∞
＝
留
　

′ヽ―
判

0            1m

翻 火山灰
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甍

載
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第22図  S102竪穴住居跡¢)

瑚ヽ〔『
げ
　
　
　
ν

ず
鳴

ｖ
．　

グ
沙

　

鈍

0             2m

-41-



0

―

一３ 10cm

図番 出上位置・層位 器 種
法量 (cm)

成 形
調整吾

備  考
口径 器高 底径 内面/外画

S102・ カマド RP2 土師器郭 (143) 回クロ 雑なミガキ・内黒/ロ クロナデ
墨書 (王 ?)
回転糸切 り

S102・ カマド RPl 土師器好 ロクロ 鮭なミガキ・ 内黒 /ロクロナデ 回転 糸切 り

17 S102・ RPl・ Kl埋土 土師器郭 147 ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロ クロナテ く切り

S102・ RP13・ 26 土師器郭 1395 ロクロ 雑なミガキ す内票/ロ クロナデ・下半棒状工

具の沈線 3条 回転糸切 り

S102 P6・ 埋土 土師器邦 (156) ロクロ
雑なミガキ 内黒/
ロクロナデ→下位棒状工具の沈線 2条→一部

指ナデ

回転糸切 り

S102・ RP10 カマド床面・K2埋土 土師器郷 (]42) ロクロ 回クロナデ/ロ クロナデ

回転糸切 りS102・ RP2-4・ 6・ 8・ 14・ 20

南東床面・カマド煙出埋上
土師器甕 ロクロ

ロクロナデ→口縁部黒色処理・ミガキ/
ロクロナデ→体部下半ヘラケズリ ,ヘラナデ

第23図 S102竪穴住居跡出土遺物(1)
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第24図 S102竪穴住居跡出土遺物鬱)

姦穐
10cm

１

一３

図番 出土位置・層位 器 種
(cm)

成 形
調整等

備 考
口 径 属 径 内面/外面

S102・ RP4 7・ 9 1215]6 上師器甕 (308〉 805 ロクロ
ロクロナデ→一部ヘラナデ/
ロクロナデ→体部下半ヘラケズリ `ヘラナデ

S102・ RP21・ カマ ド埋土 土師器甕 (1■9) 98〉 ロクロ ロクロナデ/ロクロナデ 羽釜

S102 RP12 土師器甕 (1■ 3〉 ロクロ ミガキ/ロクロナデ→体部ヘラケズリ・ヘラナデ

S102・ 南東・埋上 土師器奪 (194) (35〉 回クロ ロクロナデ/ロ クロナデ

S102南ベル ト1層黒・P5埋土 〕Fロ クロ ヘラナデ/ヨ コナテ・一部ヘラナデ

27 S102カ マド・RP5 7・ 8・ Kl埋土 く1025) ロクロ ロクロナデ/ロクロナテ→一部ヘラナテ 回転糸切 り

S102・ カマド・RP4・ 5,煙出埋止 土師器甕 99〉 非ロクロ ミガキ・内黒/ヘラナデ・ヘラケズリ
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ЭθJ Э
cf鬱〇,

1

4

図番 出上位置・層位 器 種
法昌 (cm)

成 形
調整等

備 考
□ 径 器 高 底 径 内面/外面

S102北西・埋土 須恵器甕 回クロ ロクロナデ/ロ クロナデ
S102北東・埋止 須恵器甕 ロクロ ―/ロクロナデー体部タタキ 肩 浬

S102 RPl]・ 百東床 ト 須薫器甕 ロクロ 一部当て具痕→一部ナテ/夕タキ !蚕を

図 替 種  類 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (Cm) 重量 (g) 備 考

S102 S2 砥 石 154 3000 3面イ0用 偶 郎的う

第25図 S102竪穴住居跡出土遺物侶)
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S103竪穴住居跡 (第26～ 32図、写真図版 10。 11・ 26～ 29)

調査区東側の微高地上の縁辺中央、ⅢD-10gグ リッドを中心に位置する。南側が調査区中央畦道下にあ

り、掘 り込み面はⅢ層上面と思われるが、大半は削平されたⅣ層中で検出した。 S KT31と 重複し、本遺構

が切る。また複数の柱穴に切 られ、埋土中でも柱穴を確認している。カマ ド煙道を除く上位の大半が開墾に

よる削平のため消失しているが、残存部での平面形・規模は、およそ一辺約3.5m前後の隅丸略方形を呈し、

カマ ドの両側がやや張 り出した形状となってお り
´
、北側の張 り出しは床面よりも一段高く、30cm四方ほどの

棚状去ラスとなっている。床面積は約10∬ ほどを測る。主軸方位はおよそ東―西である。壁はほぼ垂直に

立ち上がり、遺存する壁高は30～ 40cmを測る。埋土は14層 に細分され、中央の埋土上位 (本来は中位 とな

るが)に は S102同様、 2次堆積と思われる火山灰 (分析結果 :十和田 a)がブロック状に認められ、床直

上の最下層として堅く締まった被熱により弱く赤色変化した褐色粘土が広が り、床面には焼土粒や炭化物が

多量に認められ、カマ ド周辺から南側には拳大から人頭大の自然礫が多数投棄されていたが、全体的には流

入と思われる黒ボク系土の自然堆積を呈する。出土遺物や床上での埋土の状況等から焼失住居の可能性が考

えられる。床面は全体的に貼床が施され、平坦で堅締である。床面施設としては南壁の両隅と中央及びカマ

ドの北側にKl～ 4の上坑 4基、床面中央の北寄 りで地床炉 1基を検出した。

Kl土坑の平面形・規模は、開口部約95× 65cm、 底部約70× 45cmの 略精円形を呈し、底面には長軸方向

で長さ約50cm、 幅約 1 5cm、 深さ約 5 cmほ どの溝状の掘 り込みがあり、断面形は深さ約1 5cmの皿形を呈する。

埋土は基本的には黒ボク系± 4層からなる自然堆積であるが、上位には焼土粒が混 じる。

K2土坑の平面形・規模は、開口部径約40cm、 底部径約30cmの略円形を呈し、断面形は深さ約1 0cmの皿

形を呈する。埋土は 3層に分層される黒ボク系土の流入による自然堆積であるが、全林的に焼土粒・炭化物

が多く混じる。

K3土坑の平面形・規模は、開口部約80× 35cmの 略楕円形を呈し、南側は住居壁を快 りこんで掘 られた

袋状となってお り、フラットな底面をもたない。深さは約10cmを測る。埋土は基本的には褐色土の人為的

な単層である。

K4土坑の平面形・規模は、開口部径約 70cm、 底部径約40cmの略円形を呈し、南側は住居壁を幾分快る

ように掘 り込んでお り、断面形は深さ約20cmの鍋形を呈する。埋土は 4層 に分層され、最下層は黄褐色土の

人為的であるが、上位は焼土粒や炭化物を含む黒ボク系土の自然堆積である。

地床炉はおよそ30× 60cmほ どの歪な楕円形の広がりで、火熱による厚さ 3 cm以下の赤色変化 した焼土を

確認したものである。

カマ ドは東壁の南寄 りに付設され、本体部は天丼が崩落しているものの遺存状態は比較的良好である。両

側の袖部には芯材として15～ 30cm大 の自然礫が数個づつ埋置され、褐色粘土を貼 り付けて構築されてお り、

両袖内面から煙道口にかけては被熱により赤色変化 して焼土化 していた。燃焼部は床面よりも一段約 5 cm

ほど高く、中央には火熱により30cmほ どの歪な円形の広が りで、厚さ約 2 cm以下の赤色変化した焼土が確認

された。燃焼部の煙道側端には長さ約30cmの亜角礫を用いた支脚が埋置され遺存していた。煙道は燃焼部

底面よりも高い位置で壁上位 (本来は中位か ?)力 らゝ掘 り抜かれた奥行き約 1.2m、 径約30cmの割 り貫き式

と推定され、外側に向かい下 り勾配となっている。煙出しピットは径約 50cm、 深さは約50cmを測 り、煙道よ

りも約1 5cmほ ど深く掘 り込まれていた。
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S103

A H=801m

S103
1 10YR 2/3(黒 褐色 )

2 10YR 3/3(暗 掲色)

3 ЮYR2/3(黒 褐色)

4 10YR 2/2(黒 褐色)

10YR 2/2(黒褐色)

ЮYR2/3(黒褐色)

10YR 2/3(黒褐色)

10YR 3/3(暗褐色)

10YR 3/3(暗掲色)

101FR 2/3(黒 褐色)

10YR 3/3(暗掲色)

10YR 2/3(黒褐色)

75YR 4/4(褐 色)

10YR 3/3(暗褐色)

10YR 4/4(褐色)

ｇ

日
ｏ
∞
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１
１
１
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0                  2m

第26図 S103竪穴住居跡(1)

覇 議 了 67

彰 3

044

鬱 39

締 り・粘性有

締 り 粘性有、火山灰 (十

和田 a)ブロック少量

締 り極めて有、粘性有

炭化物・地山粒微量

締 り極めて有、粘性有

焼土粒・地山粒微量

締 り無、粘性有

締 り・粘性有、地山粒少量

締 り ,粘性

地山粒・ブロック中量

締 り ,粘性

地山粒・ブロック微量

締 りやや有、粘性有

地山粒極めて微量

締 り・粘性有

地山粒・焼土粒微量

締 り・粘性有、地山土中量

締 り ,粘性有、地山粒微量

締 り極めて有、粘性有

焼土混 じり

締 り無、粘性有

焼土粒中量、地山粒少量

締 り極めて有、粘性有

黒ボク土混 じり、上面に炭

化物・焼土粒多量、貼床

彰 9

劃 3

¶ 66

J＼ 全舌

~41
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Kl

生 H=798m ｂ
一 S103 K l

l 10YR 3/4(暗褐色)

締り。粘性有、焼土粒微量、地山土少量

2 10YR 3/3(暗褐色)

締り・粘性有、焼土粒微量

3 10YR 3/4(暗褐色)

締り・粘性有、院土粒・炭化物微量

4 10YR 3/4(暗褐色)

締り・粘性有、地山粒微量

K2
生 H=798m

ヤ
3

K4

旦 H=797m
2

ｄ
一 S103K2

1 10YR 3/3(暗 褐色)

締 り極めて有、粘惟有、炭化物・焼土粒少量

2 75YR 3/3(暗 褐色 )

締 り・ 粘性有、炭化物・焼土粒多量

3 10YR 3/4(暗 褐色)

縮 り・粘性有

S103K4
1 101rR 3/4(暗褐色)

締 り ,粘性有

径 l cmの 地山粒多量、炭化物・焼土粒微量

2 10YR 3/3(暗 褐色)

締 り・ 粘性有、地山粒・焼土粒微量

3 10YR 3/3(暗 褐色 )

締 り 。粘性有

4 10YR 5/4(に ぶい黄褐色 )

締 り極めて有、粘性有

地床炉

〕
H=796m J

S103地床 炉

1 51FR4/6(赤 褐色)焼 土

S103カ マ ド

1 10YR 2/3(黒 褐色)締 り。粘性有、地山粒・焼土粒極めて微星

2 ■ⅣR3/4(暗 褐色)締 り 粘性有、焼土粒微量、地山土少量

3 10YR 2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性有、焼土粒微量

4 盈5YR 3/4(暗褐色)締 り・粘性有、炭化物微量

5 КⅣR4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性有、カマド構築上崩落

6 10YR 2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性有、焼土粒微量

7 ■5YR 2/3(極暗褐色)締 り無、粘性有、焼土混じり

8 10YR 3/4(暗 褐色)締 り極めて有、粘性有

地山土・黒上の混じり

9 10YR 2/3(黒 褐色)締 り・粘性有、焼土粒微量

10 75YR4/4(褐色)締 り極めて有、粘性有

焼土混じり天上部崩落土 ?

■ 5YR3/6(暗 赤褐色)締 りやや有、粘性有、焼土ブロック少量

12 7♂FR 4/6(褐色)縮 り無、粘性有、焼土粒少量

13 5YR4/4(に ぶい赤掲色)締 り有、粘性やや有

焼土粒・プロック多量

14 10YR3/3(暗 褐色)締 り,粘性有、焼土粒・炭化物徹量

15 5YR3/6(暗赤褐色)焼 土ブロック

16 7「FR 4/6(褐色)締 り極めて有、粘性無

下位が赤く焼けている、煙道天丼部の崩落

17 75YR4/6(褐色)締 り極めて有、粘性やや有

煙道天丼部の崩落

18 75YR3/4(暗褐色)締 り・粘性有、焼土混じりの土

19 10■/R3/3(暗褐色)締 りやや有、粘性有

郷 76YR 4/4(褐 色)締 り,粘性有、焼土粒少量

21 1びFR 3/4(暗褐色)締 りやや有、粘性有

盟 5 YR4/6(赤 褐色)締 り有、粘性無、焼土

23 10YR4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性有、カマ ドツデ

24 10YR4/4(褐 色)締 り極めて有、粘性有、ソデ石の裏ごめ土

ｆ

一

0        1m

S103カ マ ド

A H=800m

01

0           1m

第27図 S103竪穴住居跡¢)
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遺物は、土器類では土師器の甕形及びlTh形土器が大コンテナ (35× 45× 30cm)約 1箱分及び須恵器の甕

形土器破片が数点 とlTh形土器の口縁部破片 1点 (図番68)が出土し、破片数量はともかく個体数 としては土

師器のITh形土器がかな り多い傾向にある。出土状況 としてはカマ ド及び煙出し埋土やKl土坑周辺から多量

に、南西側か ら中央にかけてはやや多く出土 し、埋土下位か ら床面で破砕した状態で出土した破片が大半を

占め、礫群の分布 とおよそ一致することか らほとんどが同時期に一括 して投棄されたものと思われる。形状

をおよそ把握できた個体 としては、ほぼ完形の土師器の杯形土器がカマ ド埋土とKl周辺の埋土下位及び西

側床面か ら 3点 (図 番33。 41・ 49)、 復元個体では、やはリカマ ド埋土や埋土下位から床面出土が接合した

土師器のITh形土器16点 (図 番34・ 36・ 37・ 39・ 42～ 48・ 50～ 52)と甕形土器 3点 (図番61・ 53・ 54)、

体部下半を欠く甕形土器が煙出しピットか ら2点 (図番55・ 64)などである。図番39・ 40の 土師器郭形土

器には 「人か大 ?」 と「玉か王 ?」 の字林の不明瞭な墨書が認められ、また埋土上位か ら土師器甕形土器の

砂粒の少ない砂底の底部破片 2点 (図番 59・ 60)が出土 している。 このほかカマ ド燃焼部上の二次的な焼土

内か ら破砕 した完形の刀子 1点 (図番70)と埋土から縄文土器破片 1点 とフレーク 7点が出土 した。

磯

1

o               3              10om

l―

図番 出上位置 層位 器 種
法 量 (cm)

成  形
調整等

備 考
口径 器高 底径 内面/外面

S103 RPl 土師器邦 ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロ クロナデ 回転糸切 り

S103 RP61・ 埋土 土師器郷 (1445) 回クロ 維なミガキ 肉黒/ロ クロナテ 回転糸切 り

S103カ マ ド RP17・ カマ ド埋土 土師器郭 (162) 72 ロクロ 雑なミガキ 肉黒/回 クロナテ 回転糸切 り

S103・ カマ ド・RP28 31・ 埋土 土師器郭 ロクロ 雑なミガキ・内黒/回クロナデ 回転糸切 り

S103 RP20。 南西 2層 土師器邪 (1446) ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロ クロナデ 回転糸切 り

S103 RP29・ 南東 1層黒 土師器罫 (1645) ロクロ ミガキ 内黒/ロクロナデ 回転糸切 り

第28図 S103竪穴住居跡出土遺物(1)
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第29図 S103竪穴住居跡出土遺物は)
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図番 出上位置・層位 器 種
法量 (cm〕

成 形
調整等

偏  考
口径 器高 底 径 内面/外面

S103・ RP35。 埋土 土師器邦 (143) (70) ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロ クロナデ
回転糸切 り

墨書 (人 ,大 ?)

S103南東 1層黒 土 BH器堺 (31〉 ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロクロナデ 豊 (玉 )

S103 RP2 埋土 土師器邦 142 回クロ 雑なミガキ・内黒/ロクロナデ→下位

棒状工具の沈線 2条 回転糸切 り

42 S103 RP4 18,埋土 土師器郭 (142) ロクロ 雑なミガキ・内黒/ロクロナデ→棒】犬

工具の多重沈線
回転糸切 り

S103 RP71・ 埋土 北西床上 土師器郭 (151) ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロ クロナデ→下半

俸状工具の移重沈線
回転糸切 り

S103 RP23,Kl埋 土 土師器邦 (136) ロクロ 雑なミガキ・内黒/ロクロナデ→下端
回転ヘラケズリ

回転糸切り後
ヘラケズリ再調整

S103 RP38 埋土 土師器郭 (146) 485 回クロ ミガキ・内黒/ロクロナデ
回転糸切り後
ヘラケズリ再調整

S103 RP58・ 74 カマド埋土 上師器郵 (153) ロクロ 部分的にミガキ・内黒/ロ クロナデ
回転糸切 り後再調整

(磨滅により不明瞭 )

47 S103南西 埋土下位 土師器郭 (49〉 ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロクロナデー下端

一部ヘラナデ ケズリ

回転糸切 り後

一部ヘラケズ リ再調整
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図番 出上位置 層位 器 種 成 形
整等

偏 考
□ 径 底 径 内面 /外面

S103 RP32・ 41・ 82・ カマ ド埋土 土師器邦 1415 回クロ ロクロナデ/回クロナデ 回転糸切 り

S103 RP77・ 埋土 土師器邦 ロクロ ロクロナデ/ロクロナデ 回転糸切 り

S103カ マ ド・ RP29 30 34 36・ 埋土 土師器郷 ロクロ ロクロナデ/ロクロナデ 回転糸切 り

内面煤付着

51 S103 RP28 土師器郭

土師器郭

土師器甕

(149) ロクロ ロクロナデ/ロクロナデ 回転糸切 り

S103 RP82 ロクロ ロクロナデ/ロクロナテ 回転糸切 り

S103カ マド・RP12・ ]526・ 27・ 33‐ 埋土 〈167〉 〕Fロ クロ ヨヨナテ→ヘラナテ//ヨ コナテ→ヘラナテ 49AB同 一個体

S103カ マ ド・RP9 21 23 36 38埋 土 土師器甕 (240〉 〕Fロ クロ ヘラナデ/ヘラナデ

第30図 S103竪穴住居跡出土遺物(0
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図番 出上位置・層位 器 種 成 形
調整等

備 考
口 径 器高 底径 内面/外面

S103カ マド・RP7 18 19・ 40埋土 土師器甕 (213) 〈238〉 非ロクロ ヘラナデ/ヨコナテーヘラナテ

S103 RP8・ 15172325323748
5053 56・ 57596976・ 81・ Kl埋土

土師器甕 (210) く138〉 非ロクロ ヘラナデ/ヨコナデーヘラナデ

S103南西 2層茶色 土師器甕 (143) 非ロクロ 雑なヘラナデ/ヨ コナデ→部分的に雑な
ヘラナデ

S103・ RP39 4ρ 土師器甕 (266) く92) 非ロクロ ヘラナデ/ヨ コナデ・ヘラナデ 詠 ?

S103埋土 (23〉 (100) 非ロクロ ヘラナデ/ヘラナデ 砂 底

S103南東 1層黒 非ロクロ 砂底

S103‐ RP27 2]・ 埋土 土師器鉢 (227) 〈]54〉 (112) ロクロ
ミ万キ・内黒/ロクロナデ→ヘラケズリ
ヘラナデ

第31図 S103竪穴住居跡出土遺物(n
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図番 出上位置・層位 器 種
法量 (cm)

成 形
調整等

備 考
口 径 底径 内面/外面

S03カ マド・RP20・ 32・ 34 土師器甕 く155) 回クロ ロクロナデ/ロ クロナデ→一部ヘラナデ

S03カ マ ド・RP5 煙出し検出面 土師器甕 (190 ロクロ ロクロナテ/ロクロナテ→一部ヘラナテ
S103 RP10 54・ カマド'RP32・ 廃棄焼土内 土師器甕 〈174) ロクロ ロクロナデ/ロクロナデ→一部ヘラナデ
S103 RP36 埋土 土師器甕 (246) く140〉 ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ→下位ヘラナデ
S103 RP14 72・ K2埋土 師器甕 (124) ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ
S103 RP78 110) ロクロ 回クロナデ/ロ クロナデ
S103南北ベル ト・埋土 雰 ロクロ 回クロナデ/ロクロナデ
S103南西 1層黒 須恵器甕 ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ

-52-

図 番 藩 種 残存部位 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量(g) 傭 考

70 S103 カマ ド 焼土内南側 刀 子 完形 903

第32図 S103竪穴住居跡出土遺物(0



S104竪穴住居跡 (第33～ 40図、写真図版 12・ 13・ 30～ 32。 34)

調査区内の微高地上のほぼ中央、ⅢD-8。 9iグ リッドを中心に位置する。北側が調査区中央畦道下に

あり、掘 り込み面は皿層上面と思われるが、大半は削平されたⅣ層中で検出した。 S KT18～ 23・ 25、 S

K21・ 22・ 24。 47・ 48・ 53・ 58、 S D02と重複 し、検出状況及び断面観察等から確認できた新旧関係は

(新)S D02→ S K21・ 22・ 24→本遺構→ S K47・ 48・ 53・ 58→ S KT18～ 23・ 25(古 )である。また

教基の柱穴との新旧も確認している。北西部を除く上位の大半が開墾による削平のため消失しているが、残

存部での平面形・規模は、およそ一辺約6.5mほ どの隅丸略方形を呈 し、床面積は約36だ ほどを測る。主軸方

位はおよそ東―西である。壁は外傾して立ち上がり、遺存する壁高は10～ 30cmを 測る。埋土は12層 に細分

され、北側の中央埋土上位とカマ ドの西側及び北側中央の床上には廃棄されたと思われる焼土が多く認めら

れたが、全体的には黒ボク系土の流入による自然堆積と思われる。床面は概ね平坦で堅締、北東部を除く壁

沿いに、およそ 「コ」の字状に貼床が施されていた。床面施設としては、東壁沿いと床のほぼ中央にKl～

4の土坑 4基、床中央に地床炉 1基、柱穴22基を検出した。規模・配置からPl～ 4が主柱穴と考えられる

が、南側の 2基は壁から張 り出すように配置されていた。またP4～ 7の状況からは古い小型の住居跡ある

いは掘立柱建物跡が存在 した可能性も考えられる。

Kl土坑の平面形・規模は、開口部径約 1.lm、 底部径約70cmほ どの略円形を呈し、断面形は深さ約30cm

の鍋形を呈する。埋土は褐色系土を主体とした人為的ものであったため、当初判然とせず、貼床除去後に確

認し、土坑と判断したものである。

K2土坑の平面形 。規模は、開口部径約 1.2m、 底部径約70cmの略円形を呈し、断面形は深さ約35cmの丸

底鍋形を呈する。埋土は黒ボク系± 7層 に分層されるが、上位は流入による自然堆積、下位は人為的堆積の

様相を呈する。

K3土坑の平面形・規模は、開口部径約 1.2m、 底部径約 lmの略円形を呈 し、壁はほぼ垂直に立ち上がる

が、西側の一部が内湾してお り、本来の断面形は深さ約40cmの袋状を呈 したと思われる。埋土は 5層に細分

され、最下層は褐色土だが、全体的には堅く締まった黒ボク系土で人為的様相を呈する。

K4土坑の平面形・規模は、開口部85× 70cm、 底部60× 45cmの 楕円形を呈し、断面形は深さ約15cmの

平底鍋形を呈する。埋土は 3層 に分層され、状況はK3土坑と類似する。

地床炉はおよそ30× 60cmほ どの歪で不整な広が りで、火熱による厚さ 2 cm以下の赤色変化 した焼土を確

認したものであり、隣接するK2埋土から羽口と鍛冶滓、煙出しピットからは鉄砧石が出土していることか

ら、地床炉は鍛冶炉で、K2土坑は付属する関連施設の可能性が考えれる。ただし、精査の初期段階では鍛

冶炉を想定していなかったため、土壌採集を実施しておらず、精錬・鍛練の工程段階は不明であるが、関連

遺物の出土量や使用状態、地床炉の酸化の度合いからは恒常的なものではなく、一時的な鍛練鍛冶工程の作

業が行われた程度と推測される。

カマ ドは東壁の南寄 りに付設されているが、開墾削平により全体的に遺存状態は不良である。本体天丼部

は崩落し、袖部は架構・芯材として石や土器などは認められないが、袖位置で芯材の抜き取 り痕と考えられる

小ピット5基が検出され、褐色粘土で構築されていた。燃焼部は径約 lm、 深さ約 5 cmほ どに浅く掘 り窪め

られ、底面は火熱により径約70cmほ どの略円形で、厚さ8 cm以下に赤色変化していた。煙道側の焼土端には

支脚と思われる20× 1 5cmほ どの石が遺存した。煙道は状況から掘 り込み式と推定され、奥行き約 1.9m、 幅

約50cmで 、ほぼ水平となっていた。煙出しピットは径約50cm、 深さは約50cmを測 り、煙道よりも約35cm

ほど深く掘 り込まれていた。
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01

S104
1 10YR 2/2
2 75YR 2/3
3 10YR 3/4
4 10YR 2/3
5 10YR 3/3
6 10YR 2/8
7 10YR 3/2
8 10YR 2/1
9 10YR 2/3
10 10YR4/6
■ 10YR 2/2
12 ■51FR 3/4
13 10YR4/4

0             2m
|

(黒 褐色)締 り 。粘性有、地山粒・焼土粒微量

(極黒褐色)締 り・粘性有、地山粒・ブロック多量、ハイキ焼土

(暗褐色)締 り。粘性有、地山ブロック多量、径 l cnの焼土粒少量、ハイキ土

(黒褐色)締 り・粘性有、地山粒少量

(黒 褐色)締 り 。粘性有、地山ブロック多量

(黒 褐色)締 り・粘性有、地山粒微量

(黒褐色)締 り ,粘性有、地山土少量

(黒色)締 り無、粘性有

(黒 褐色)締 り ,粘性有、地山土混 じり

(褐 色)締 り・粘性有、地山土多量

(黒 褐色)締 り ,粘性有、地山粒微量

(暗褐色)締 り・粘性有、焼土多量、炭化物少量、ハイキ土

(褐 色)締 り極めて有、粘性有、地山上に黒ボク土混 じり、貼床

第33図 S104竪穴住居跡(1)
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Kl(6)

ユーH=797m

K4

旦H=799m   上

S104K4
1 lσFR 3/3(暗 褐色 )

締 り極めて有、粘性有

地山粒中量

2 10YR 2/2(黒 褐色 )

締 り ,粘性有

3 10YR 4/4(褐 色 )

締 り極めて有、粘性有

地山土・黒色土の混 じり

地床炉

k H4797m

皇―H=798m

SI∝ K2
1 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 り極めて有、粘性有

炭化物微量、焼土粒中量

2 10YR 3/2(黒 褐色)締 り・粘性有

地山粒少量

3 10YR 4/6(掲 色)地 山ブロック

4 10YR 2/2(黒 褐色)締 り・粘性有

地山粒・炭化物微量

5 10YR 3/3(暗 褐色)締 り・粘性有

6 10YR 2/2(黒 褐色)縮 り 。粘性有

7 10YR 4/3(に ぶい黄褐色 )

締 り極めて有、粘性有

地山土・黒ポク土微量混入

坦LH=798m

S104K3
1 10YR 2/3(黒 褐色)

締 り極めて有、粘性有

炭化物・ 焼土粒微量

2 10YR 3/2(黒 褐色)

縮 り極めて有、粘性有

地山プロック・粒少量

3 111YR 2/2(黒褐色 )

締 り極めて有、粘性有

地山粒微量

4 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 り極めて有、粘性有

地山ブロック・粒中量

5 10YR 4/4(褐 色)

締 り ,粘性有、焼土粒微量

0        1m

敏

ｆ
一

ｄ
一

K3K2

S104地焼炉
1 5YR4/6(赤 褐色)焼土

凱

第34図  S104竪穴住居跡(D
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S104カ マド

AH=798m

Ｅ
⇔
Φ
ヽ
＝
〓

´ヽｌ
Ⅵ

SI Mカ マ ド

1 10YR 3/4
2 10YR 3//3
3 10YR 3/3
4 75YR 3/4
5 75YR 3/4
6 10YR 3/4
7 10YR 2/3
8 10YR 3/2
9 10YR 2/2
10 10YR2/2
11 10YR 3/4
12 10YR2/3
13 75YR3/4
14 10YR3/4
15 5YR3/6
16 10YR3/4
17 10YR4/6
18 75YR5/6
19 101rR4/6
拗 5YR 5/8
21 5YR4/8

0            1m

(暗褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒・焼土粒微量

(暗褐色)締 り極めて有、粘性有、径 l cmの 焼土粒・地山粒多量

(暗褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒少量

(暗掲色)締 り極めて有、粘性有、能土に黒ポク土混 じり

(暗褐色)縮 り極めて有、粘性有、焼土に黒ボク土混 じり

(暗褐色)締 り・粘性有

(黒 褐色)締 り ,粘性有

(黒褐色)締 り・ 粘性有

(黒 褐色)締 り ,粘性有

(黒 褐色)締 り ,粘性有

(暗褐色)締 り・粘性有、地山粒微量

(黒褐色)締 り極めて有、粘性有、焼土粒紅めて微量

(暗褐色)縮 り極めて有、粘性有、焼土に黒ポク上が混入

(暗褐色)締 り 。粘性有、焼土粒微量

(暗赤褐色)縮 り極めて有、粘性有、焼土多量、黄褐色土微量

(暗褐色)締 り極めて有、粘性有、焼土粒微量

(褐 色)締 り極めて有、粘性有、ソデ ?

(褐 色)締 り・ 粘性有

(掲 色)締 り極めて有、粘性有、地山上に黒ポク土混 じり、ツデ

(明 赤褐色)燃 焼土、焼土

(赤 褐色)燃 焼土、焼土

第35図 S104竪穴住居跡●)
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遺物は、土器類では土師器の甕形及びlTh形土器が中コンテナ 1箱分以上、須恵器の甕形土器破片は数点、

郷形土器の破片は約50点 と比較的多 く出土 した。破片数量はともかく個体数 としては土師器の郭形土器が

多い傾向にある。出土状況 としてはカマ ド及びその周辺に偏ってお り、埋土下位か ら床面に破砕状態の破片

として出土 した。形状をおよそ把握できた個体としては、ほぼ完形の土師器の邪形土器がカマ ド埋土から 1

点 (図番81)と カマ ド埋土の破片が接合した甕形土器 1点 (図番 82)、 復元個体では、やはリカマ ド埋土及

びカマ ド周辺の埋土下位出土が接合した土師器の郭形土器 8点 (図番71～ 77)、 体部下位を欠く甕形土器が

K3・ 1埋土接合の 2点 (図番83・ 84)、 埋土下位出土が接合 した須恵器の邪形土器 2点 (図番88・ 89)な

どである。また図番73の 上師器lTh形土器には 「召」、図番89の須恵器不形土器には欠損により不明確なが ら

「西 ?」 の墨書が認められた。土器類以外ではK2土 坑埋土か ら羽口 1点 (図 番 90)、 長頸鉄鏃 1点 (図番

102)、 鍛冶滓類 4点 (写番 122～ 125)、 煙出しピットか ら鉄砧石 2点 (図番103・ 104)、 カマ ド西側の床

面及び北側の下位廃棄焼土内から土錘 12点 (図番91～ 101)と鍛冶津類 2点 (写番 120・ 121)が出土した。

また、配置状況か らT4ト レンチ出土の鍛冶津類 2点 (写番 130・ 131)も 本遺構に伴うものと思われる。 こ

のほか埋土か ら縄文土器破片 2点 とフレーク 3点が出土した。

1

o       丁       10cm
1 ¶ 主

図番 出上位置・層位 器 種
法量 (Cm)

成 形
調整等

備 考
口径 器高 底 径 内面/外面

S104 RPl] 土師器邪 (1376) ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロ クロナデー下端ヘラケズリ
回 転 糸 t/」 り倹
艦 敷 へ 希 オ ブ l亘三間華

S104 RP55 土師器郭 (1365) 575 ロクロ 雑なミガキ ,内黒/ロクロナデー下端ヘラケズリ
回転糸切 り後
IH喜Rへ ■ケプ II亘調基

S104 RP20・ 32・ 46 土師器郭 ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロクロナテ 回転糸切 り 墨書 (召 )

S104K3 1層 南西廃棄焼土内 土師器郭 1425 ロクロ 雑なミガキ 内票/回クEナデ→下端ヘラケズリ
回 町 ぶ 切 ワ 倹

一部ヘラケズリ再調整

S104南西廃棄焼土内 土師器郭 (1425) ロクロ 雑なミガキ 内票/ロクロナデ→下端一部ヘラナデ
回転糸切り後
端部ヘラナデ再調整

S104日 P20・ 22 +8而器抹 ロクロ ミガキ 内黒/ロ クロナデー下端一部ヘラケズリ 回転糸切 り

第36図 S104竪穴住居跡出土遺物(1)
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図番 出上位置 層位 器 種
(cm

成 形
調整等

備  考
回径 器 目 内面 /外面

S104 RP22・ 47 土師器郭 ロクロ 雑なミガキ 内黒/回 クロナデ
磨滅で底部切り離し不明
(ヘラナデ再調整?)

S10牛 K3埋土 北西埋土 土師器第 625 ロクロ 磨滅不明・内黒/ロクロナデ
磨減で底部切り離し不明
(ヘラケズリ再調整)

S104 RP13 土師器雰 (36〉 ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロクロナデ 回転糸切 り

S104 RP9 土師器郭 く32) ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロクロナデーー部ヘラナデ
底部切り離し不明
ヘラケズリ再調整

S104カマド・RPl 土師器郷 ロクロ ロクロナテ/ロクロナテ 回転糸切 り

S104・ RP33 34カ マドRP2
7 9～ 1214～ 1619～ 23・ 28
～29‐ 3卜 35・ 埋土

土師器甕 3136 回クロ
ロクロナデ/ロクロナデ→体部下半ヘラナデ
ヘラケズリ

底部切り離し不明
ヘラナデ再調整 ?

S104K3 1層  K]埋 土 土師器甕 (216) (217〉 ロクロ
ロクロナデ→一部ヘラナデ/ロクロナデー体
部下半ヘラナデ

第37図 S104竪穴住居跡出土遺物確)
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1

0       丁       10Cm

図香 出上位置 層位 器 種
法童 (cm

成 形 備  考
□径 器高 底径 内面/外面

S104K3・ 2層 土師器甕 (159) 〈128〉 回クロ
ロクロナデ→一部ヘラナテ/ロクロナテ→体部

S104カ マド・埋土 上師器甕 (234) ロクロ ロクロナデ→一部ヘラナデ/ロクロナデ

S104 RP49・ 53・ 面房ミ床向 土師器甕 )Fロ クロ 一部ヘラナデ/一部雑なヘラナデ 砂底 (上底 風 )

S104 RP35・ 44 上師器甕 〈645) 1115 非ロクロ? ヘラミガキ→一部ヘラナデ/ヘラケズリ
砂 属 → ヘ ラ ケ ス リ

S104北西・埋土 須憲器郭 46 ロクロ ロクロナデ/ロクロナテ 回転糸切 り

S104 RP41・ 北東 1層 須恵器郭 (132) ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ→一部ナデ様の指圧痕
回 転 糸 切 り・墨 雷

第38図 S104竪穴住居跡出土遺物儡)
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第39図 S104堅穴住居跡出土遺物は)

①

還福名・出土地点 層位 種類 長さ (cm) 外径 (cm) 内径 (cm) 重量 (g) 偏 考

S104・ K2・ RPl ・15 羽 口 〈1875〉 (ア ( 装着角度 35°

S104 RP2 土錘 43 a45
92 S104・ 北側下位廃棄焼土内 錘 045 169

S104・ RPl
94 S104・ RP4 土 i 045 2■5

S104・ RP5 上錘 OJ

下位廃乗焼土内 土錘 045

土鍾 045
S104・ RP3 土鍾 045
Si C14・ RP6 土

S104・ RP7 土 205

土 !
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4

図 番 種 類 長さ (cm, 仰目(cn, 重重 (g, 偏 託

S104・ カマド'S3 鉄砧石 安山岩・奥羽山脈 表裏敲打痕 一部焼け ,錆付着

S104 カマド・S4 鉄砧石 2■ 3 9500

第40図 S104竪穴住居跡出土遺物

“

)
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SK1 01竪 穴状遺構 (第41・ 42図、写真図版 14・ 33・ 34)

調査区内の微高地南側縁辺、ⅢE-9dグ リッドを中心に位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形

は精円形が連結した歪なダルマ形を呈する。主に規模的ことから一応竪穴状遺構として捉えることとした。

規模は、長軸方向が微高地南側縁辺と平行する北東―南西にあり、長軸約4.lm、 短軸は連結部で約 2m、 両

側では約2.5m、 床面積は約6.5∬ を測る。壁は外傾して立ち上が り、遺存する壁高は約25cmを測る。埋土は

堅く締まった12層 に細分される黒ボク系土を主体 として褐色土が混在する人為的堆積の様相を呈する。床

面は概ね平坦で堅締だが、南東側の膨 らむ部分では約 5 cmほ ど高い狭いテラス状となってお り、また床面施

設としてKl～ 4の上坑 4基が存在するため、実際の平坦部はかなり狭い範囲となっている。

Kl土坑の平面形・規模は、開口部 1.1× 1.4m、 底部90cm× 1.lmを測る略楕円形を呈し、断面形は深さ

約1 0cmの皿形を呈する。埋土は堅く締まった黒ボク系± 2層 からなる人為的様相を呈する。

K2土坑の平面形・規模は、開口部90cm× 1.lm、 底部75× 95cmの略精円形を呈し、断面形は深さ約20

cmの鍋形を呈する。埋土は 4層 に分層されるが、全体的に堅く締まった褐色系土の人為的様相を呈する。

K3土坑の平面形・規模は、開口部で長軸約 1.2m、 短軸約70cmの略楕円形を呈する。壁は外傾して立ち

上が り、底面は南側が約 5釧 ほど高い三段構造になってお り、北側で深さ約 18cm、 南側では約13cmを 測る。

埋土は 6層 に細分されるが、上位は黒ボク系土、下位は褐色系土に大別され、全体的に堅く締まった人為的

様相を呈する。

K4土坑の平面形・規模は、開口郡90cm× 1.2m、 底部70cm X l mの 略楕円形を呈し、断面形は深さ約10

cmの皿形を呈する。埋土は堅く締まった黒ボク系± 2層からなる人為的様相を呈する。

遺物は、土器類では土師器の甕形及び邦形土器の破片が中袋で一袋と、須恵器の甕形及び郷形土器の破片

が数点埋土中から出上し、形状をおよそ把握できた復元個体は、埋土接合の口縁端部を欠く土師器の不形土

器 1点 (図番105)のみである。土器類以外では埋土から土錘 2点 (図番 110。 111)と 鍛冶津類 2点 (写番

126。 127)、 それと縄文土器破片が数点出上した。

SK1 02竪穴状遺構 (第41。 42図、写真図版 14・ 33・ 34)

調査区内の微高地南端部緩斜面、ⅢE-7eグ リッドを中心に位置し、盛土整地下のⅢ層上面で検出した。

S D03・ 04と 重複し、本遺構が切る。また数基の柱穴との新旧も確認している。主に規模的ことから一応竪

穴状遺構として捉えることとした。平面形・規模は、長軸方向が微高地南側縁辺とおよそ直行する北西―南

東にあり、長軸約2.9m、 短軸約2.3mの 略楕円形を呈し、床面積はおよそ3.8∬ を測る。壁は外傾して立ち上

がり、壁高は北西側の最大約40cmか ら南東側約20cmと斜面下方に向かい低くなる。埋土は 8層 に細分され

る黒ボク系土を主体とした流入による自然堆積である。床面は概ね平坦で堅締、施設としては柱穴 2基のみ

検出された。

遺物は、土器類では土師器の甕形及び郭形土器の破片が小袋で一袋と、須恵器の甕形土器の破片が数点埋

土中から出土 したが、形状をおよそ把握できた復元個体はない。土器類以外では埋土から鍛冶津類 2点 (写

番 128。 129)、 それと縄文土器破片が数点出土した。
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SK1 01

A_H=799m

SK1 01

1 10YR 2/3(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、焼土粒・炭化物微量

2 10YR 3/2(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、焼土粒 炭化物微量

3 10YR 2/3(黒 褐色)締 り 。粘性有、地山粒微量

4 10YR 3/3(暗 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山土 黒色土のrFLじ り

5 10YR 2/2(黒 褐色)締 り 。粘性有

6 10YR 4/4(褐 色)締 り極めて有、粘性有、黒色土微量

7 10YR 4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性有、地山土

8 10YR 3/1(黒 褐色)縮 り・粘性有

9 10YR 2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性有、地山ブロック少量

10 10YR 3/4(暗褐色)締 り極めて有、粘性有、焼土ブロック少量、炭化物微量、

地山土に黒色土混 じり、南東側に3∝m前後焼土塊

11 10YR 3/4(暗褐色)締 り極めて有、粘性有、地山土に黒色土混 じり

12 10YR3/4(暗 褐色)締 り極めて有、粘性有、焼土粒微量

二全―H=797m

0            2m

第41図  SK1 01,02竪穴状遺構

ユ H=796m  l     二

SK1 01・ Kl
l lllYR 2/2(黒 褐色)

締 り極めて有、粘性有、炭化物微量

2 10YR 3/4(暗 褐色)

締 り極めて有、粘性有、焼土粒微量、

黒色土混じり

聖―H=796m

SK1 01・ K2
1 10YR 4/4(褐 色)締 り極めて有、粘性有
2 10YR 2/3(黒 褐色)縮 り・粘性有、地山粒微量

3 10YR 4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性無、やや

砂質

4 10YR 5/4(に ぶい黄褐色)締 り極めて有、粘性

無、砂質

K3
皇H=796m

5

日

ω
ω
卜
＝
〓

―
十
１

０

ｄ
一

日
卜
ω
卜
＝
田

Ｉ
Ｃう１
「

SK1 01・ K3
1 10YR 3/3(暗 褐色)締 り極めて有、粘性有

地山土・黒ボク上の混じり
2 10YR 2/3(黒褐色)締 り・粘性有、地山粒微量
3 10YR 3/4(明褐色)締 り,粘性有
4 10YR 4/4(褐色)締り極めて有、粘性有
5 10YR 5/6(黄褐色)締 り極めて有、粘性無、砂質
6 ЮYR5/4(にぶい黄褐色)締 り極めて有、粘性無、砂質

K4
二 H=797m      上

SK1 01・ K4
1 10YR 2/2(黒 褐色 )

絡 り極めて有、粘性有、炭化物微量

2 10YR 3/4(暗 褐色 )

締 り・粘性有、焼土粒微量、黒色土混 じり

0         1m

SK1 02

1 10YR 2/3(黒 褐色)締 り・粘性有、焼土粒微量

2 ЮYR4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性有、焼土粒・炭化

物微量

3 10YR 3/2(黒 褐色)締 り・粘性有、地山粒微量、焼土粒

極めて微量

4 10YR 2/2(黒 褐色)締 り・粘性有、地山粒微量

5 10YR 3/3(暗 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒・焼

土粒・炭化物極めて微量

6 10YR 2/2(黒 褐色)締 り無、粘性有、地山粒微量

7 10YR 3/3(暗 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山土・黒

色土の混 じり

8 10YR 3/4(暗 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山土多量

@[1の
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図 番 出上位置・層位 器 種
法量 (cr

成 形
調整等

備 考
□径 器 高 底径 内面/外面

SK10卜 北東 1層黒 土師器郭 (136) ロクロ 雑なミガキ 内黒/ロ クロナデ→下端ヘラケズリ
回転糸切 り後

部分的ヘラケズリ再調整

SK10卜 北東 ]層黒 土師器甕 (161) (1085〉 ロクロ
ロクロナデ・口縁部煤付着/ロ クロナデ→一部ヘ

ラナデ・煤付着

SK10卜 南東 層黒 土師器甕 (91) 非ロクロ ヘラナデ/ヘラケズリ

108 SK10]‐ 北東・埋土 須恵器郭 (60) ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ 回転糸切 り

109 SK10卜 南画・埋土 須恵器甕

土師器甕

土師器甕

当て具痕/タタキ

SK1 02‐」ヒベリレト・埋土 (151) (43〉 国クロ ロクロナデ/ロ クロナデーー部ヘラナデ

SK1 02東ベルト 埋土 (45〉 (140) 非ロクロ ヘラナデ/ヘラケズリ・ヘラナデ

4 須恵器甕 当て旦痛 /タタキ

図 番 種 類 外径 (cm) 内径 (cm) 重量 (g) 偏考

SK1 01・ 東ベル ト埋土 土錘 695 065

SK1 01 南西埋土 十領 225

第42図  SK1 01・ 02竪穴】犬遺構出土遺物
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(2)掘立柱建物跡・柱穴群

SB 01掘立柱建物跡 (第43図 )

調査区内の微高地南西部、ⅢE-7・ 8a～ dグリッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。検出状

況としては、直径40～ 50cmと他の柱穴群よリー回り大きい柱穴が、ほぼ等間隔の平行配置で並び、S101・

02・ 04の 3棟 と軸方向が一致して南北にほぼ一直線で並ぶことから、同時期の掘立柱建物跡と判断した。平

面形は、桁行四間、梁行二間の長方形プランを呈し、長軸方向はおよそ北―南にある。規模は、桁行が約12

m、 梁行が約 5m、 柱間は桁行で北側から約2.5m、 3m、 3m、 3.5mと南側に向かい広くなり、梁行では

約2.5mを 測る。南側から一間目のP6・ 9の 中間にも対応する柱穴が検出された。柱穴配置と柱間の間隔か

ら、北側の一×二問、中央の二×二間、南側の一×二間と空間の分割使用が考えられ、南側は増築である可

能性も考えられる。各柱穴の埋土は基本的には黒ボク土の単層で、一部下位には裏込めか崩落の褐色系土が

堆積するものもあったが、いずれも精査過程では柱痕跡は確認されなかった。

各柱穴から遺物は出土しなかった。

SB 02掘立柱建物跡 (第43図 )

調査区内の微高地南西端、ⅢE-7・ 8dグリッドに位置し、ほとんどの柱穴は削平されたⅣ層中で検出

した。 S B01と 重複し、各柱穴の直径は約30cmと S B01を構成するものよリー回り小さく、配置がS B01

の南側空間を構成する柱穴 6基 と対応し、一回り小さいプランであることから、増築前の別棟の一棟であつ

たと思われる。平面形は、桁行二間、梁行一間の長方形プランを呈し、長軸方向はおよそ東―西にある。規

模は、桁行が約4.8m、 梁行が約2.7m、 柱間は桁行の東側は約2.5m、 西側は約2.3mを測る。各柱穴の埋土

は基本的には黒ボク土の単層で、いずれも精査過程では柱痕跡は確認されなかった。

各柱穴から遺物は出土しなかった。

柱穴群 (第44～48・ 54図、写真図版33)

掘立柱建物跡に帰属すると判断したものを除き、総数で約400基を検出した。時期を特定できる遺物の出

土した柱穴はほとんどないが、他の遺構との配置分布状況と竪穴住居跡の埋土途中からの掘り込みが確認さ

れた柱穴が存在することと中近世の遺物が皆無に近いなどのことから一応、すべて古代に属するものと判断

した。分布状況としては、東側の低地では掘立柱建物跡等の立地条件としては不適であったものか存在せず、

南側低地でも微高地からの緩斜面上の幾分高い部分でのみ検出されたに止まる。また調査区北部の水路より

北側では、深く削平されているためか柱穴は検出されず、微高地の北半部 S102か ら北側では希薄であり、

ほとんどがS104か ら南側の微高地上に位置する。微高地が全体的に削平されていることもあって、規格的

な柱間の並びを見出しえず、積極的に建物跡を想定するには至らなかったが、多数の柱穴の存在と存続期間

があまり長くないと思われる他の遺構の状況からは、住居跡や土坑類などが存在せず、建物内部と思われる

空間で柱穴群のやや希薄な部分が認められるS104及び S B01の 東側の微高地縁辺部に、 2乃至 3棟前後

の掘立柱建物跡が存在していたと推定される。また、分布状況から微高地南端の緩斜面にも 1棟存在した可

能性が窺える。掘立柱建物跡等を想定しえなかった残りの柱穴については以下に一覧表として掲載する。な

お、表中の分類は検出面での注記区分であり、A類は10YR2/2(黒 褐色)、 B類は10YR2/3(黒褐色)、 C

類は10YR3/3(H音 褐色)、 D類は10YR3/4(暗褐色)を主体とするもので、A・ B類が大半を占める。

遺物はS KP196・ 197出土が接合した土師器の皿形土器 1点 (図番115)が目に付いた程度だが、 この柱

穴にしても竪穴住居跡に伴うものであった可能性の考えられるものである。

-65-



tu,                   0

-99-

Ⅷ聡翌摯軍野30。と0日S 国8,箋

8!子|°

lt10 08=H―
下
一

とd

０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
＝
∞
ｏ
も
Ｂ

一ョ
・‐

・ヨ

一Ｆ

に
Ｐ

ｌ
■
＝
∞
ｏ
ｏ
日

ゆ

Ｆ

ｍ

Ｆ

ｍ

∞

０

日
ｍ
樹
α

Ｅ

Ｆ
ヨ自

ｍ

磨

ｍ

嘗
ｍ
∞
ω

日
ｍ

奇

∃

甲
う

コ
Ｏ
∞

ヽ
ω
ヽ

ω
∞
〇

的
Φ
Φ

飛
引

剖
ω
閾
剖患

祀
Ш

]

ｍ
透韓己

∞
商瑠倒





マk=主 主i」

燃
臓

猿０
醐

◎
Ｐ・８

⑤
Ｐ・９

鞘◇

Й

P2

峯
曲

③

Ｐ・６

◎
醐

品 民
０
跡

③

Ｐｌｏ
昆OP13£i

③
◎     P12
P15       P27

◎
鵡

〇
剛

◇
Ｐ７

◇
甥

９
躍

（）‐‐十四岬】。ａ

粋
章

ｅ
醐

針
言 ８

硼

０
幽

（）」！‐一引Ｐ。

P37  0
鴎

味『磯醐ｏ⑫四

Ｐ．　
。
理
跡
杓
Ⅷ

許
下

ギ
〓

Ｑ
瑚

Ｏ
珈

蜘鱒騨柳◎一

聰　　　◎
朋総

軸
手
巴ｍ

マ

１

　

　

４

1第45図 柱穴群2(北部・北東部)

Ｐ３◇
聰
許

夢

０
閉

-69・ 70-



◎
聰

③
鴎

。

３５Ｐ

⑤
P郷

◎
P躍

BP 3

③
P84

③
P盟

⑬
P138

BP4

MΩ

◎
P321

BP l

③

推
9b

調

◎  ③
P348  P349

懇)P盟
P399

23 BP5 ③
閣盛

界

ぽ
7

BP6

P131

P334

BP 9

1叫◎
Ｐ・３

⑨
P155

⑥
P156

SK1 01

③
Ｐ・５７

③

鴫

47e

◎
班

◎
硯
Ｐ‐

Ｐ
BP 7

P149

0                     4m

83 6考

希
:ie

第46図 柱穴群 3(南部 1)

BP16       _争 2ど
為 P15     P

P127   sB 02     Pll

-71-



SK1 02

P443

◎
・９．Ｐ

◎
瑯

ビ範

衣
◎
醐

０

馳◎
聰

∂
恥

◎
聰◎亜

③
P182

Pld妊
〃
【:を7

~~1瓦

ふこ8g

0                               4m

◎
鍋

∪^融　　Ｐ

第47図 柱穴群 4(南部 2)

ぎ詩豹
P388P382

-72-



①
聰

S104
日

」権テP332

旨 P335

星が16

Pl15

P313::ト

P3140o‰
1

①
P80

♯

◎
P338

＠
閉③

醐
◎
聰

◎
Ｐ・．．

◎
P271

P3271::;甘

i紬
P77

0
P94

解
①
Ｐ３９

③
甥

◎
Ｐ３３

⑥

Ｐ３３

れ脚蜘晰　　⑤醐

Ｗ
　
　
（∪
凶

◎
醐

⑥

Ｐ７０

０

Ｐ７．

堺

◎
貶

⑥
Ｐ７３

⑤
酔

ぴ
閉
黒

♂
島

Ｏ

Ｐ９９

◎
Ｐ７５
　
　
①
賜

Ｐｌｏｏ
⑥

◎
Ｐｌｏ．
　
　
”い
ｒ

聰◎
‐
十

一脚
脚

楡
判剛

々

　

　

　

　

　

　

Ｐ

Ｏ

Ｐ・０３
　

　

　

わ

ェ　
　
閉
①
９
Ｐ２３．

⑮
瑯
◎対
瑚
ο
醐
載

切
　
　
凱

期ａ鍮誓知辱
　
　
　
③
班
　
⑥
Ⅷ

Λ
）
ツ

醐
ｇ
Ｐ
　
　
　
　
　
⑤
聰

◎
Ｐ３２

Ｐ・・７
団ヽェ
日‐嗣
Ｓσ　　∩）囲

＋
ぎ

『躙　閉鎚

③明　』く　⑤Ｐ２８５◎抑澱

路

レ２９５

（⑭

Ｐ・０９
Ｐ２路

◎

Ｐ２９５

⑥

Ｐ・０９

Ｐ２

◎
Ｐ・．ｏ

◎
Pl18

キ
・

①
剛

Ｐ２２９
⑧
∪
躍

⑬
凶

０
四③

躍

Ｏ
粥
賜
。

◎

Ｐ２５３

　

　

Ｐ２５

ぶ

③
P316

o                    4m

駐 Pず二ぎ
PttΩl ⑤

P300

P312
0
◎

P310

P49

鰈

P76◎

 靴 0

巳 0  
恐

恐 ⑤ P217

P218

Ｔ
Ｐ２２７

◎
囲

①
躍

ｏ
許
〓

比
５．

Ｐ

　

　

　

　

　

　

５

Ｐ
　
　
　
　
　
　
（
Ｖ
Ｐ５

叶げ醜・的］

鵠
醐

醐嚇
Ｐ３０７　

　
　
　
　
◎
Ｐ３０８

⑬
恥

◎
翻

Ｏ
醐

Ｇ
Ｐ３０
◎

２９３Ｐ

的
３Ｐ．．３⑤
瑚

詐
評

‐‐‐一
一‐「コげ中０

⑥
陽

晰
①

許
〓

贈
Pl∞

P107
◎
閣鴎④
Ｑ
吻　
◎
賜

③
制

剛◎
勒

Ｐ２３７募抑牌］醐

◎
賜◎
閉

P432@
⑬P2∞

①

③
閉
　
③
閉

◎
聰

7

‐
‐
一

引
判
叩

ф
す

第48図 柱穴群 5(南東部)

-73・ 74-



柱穴一覧表 (北部)

番号 位 置 概形 口  径 底 径 深さ 標高 (m) 分類 重 複

ⅢD8b Ⅲ各楕 円 220× 150 120× 100 203 7961 A類

212 ⅢD8b 略 円 206 7962 A類

ⅢD8b 略精円 340× 230 240× 170 94 7972 A類

ⅢD8b 略楕円 180〉く160 110× 95 241 7951 A類

215 ⅢD8b 略 円 345 217 7958 A類

皿D8d 田各円 465 132 7970 A類

ⅢD8d 略 円 225 275 7956 A類

ⅢD8d 略楕円 230× 180 120× 100 A類

ⅢD8d 略楕円 470× 360 220× 210 7972

1 ⅢD9a 略精円 420× 370 290× 240 257 7960 A類 P2

2 Ⅲ D9a 略精円 (340)× 330 320× 210 157 7980 B類 Pl

3 ⅢD9a 略方形 250 367 7947 B類

4 ⅢD9a 田各円 275 79.56 B類

ⅢD9a 略 円 7974 A類

ⅢD9a 略精円 390× 340 280× 240 143 7971 A類

5 ⅢD9b 略楕円 410× 250 485 7934 A類

7 ⅢD9b 略精円 300× 2■ 0 200× 130 274 7949 △類

8 ⅢD9b 田各円 228 7954 A類

ⅢD9b 略 円 7957 A類

40 ⅡD9b 田各円 205 247 7956 A類

ⅢD9b 略 円 205 422 7939 A類

ⅢD9b 略楕円 370× 290 520 7930 A類

皿D9b 略精円 290× 240 200× 140 463 7936 A類

ⅢD9b 略精円 220× 180 170× 120 204 7962 A類

ⅢD9b 略 円 235 70× 60 260 7931 B類

448 ШD9b 略楕円 265× 235 110× 80 219 7940 A類

449 ⅢD9b 略精円 24_5× 220 110× 75 234 7944

ⅢD9c 略 円 250 200× 140 459 79,36 A類

11 ⅢD9c If6円 170 135 77 7974 A類

ⅢD9c 略精円 290× 260 229 7961 A類

ⅢD9c 略精円 160× 140 90× 70 7961 A類

ⅢD9d 略楕円 350× 300 230× 210 7952 A類

ⅢD9d 略精円 240× 190 150× 130 7951 A類

14 ⅢD9d 略 円 30× 110 487 7933 A類

ШD9d 略 円 195 60× 130 7967 A類

ⅢD9d 略精円 360× 230 30× 120 7940 A類

ⅢD9d 略楕円 320× 250 240× 100 329 7950 A類

ⅢD9d 略楕円 180× 140 110 7948 A類

柱穴一覧表 (北東部)

番号 位 置 概形 口 径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 複

ⅢD9f 略楕円 250× 200 150× 120 7955 A類

Ⅲ D 田各円 125 7945 A類

Ⅲ D 略 円 303 7949 A類

Ⅲ D 略 円 237 7955 A類

Ⅲ D 略 円 240 300 7949 A類

Ⅲ D 略楕円 280× 240 7948 A類

Ⅲ D H各 円 210 7953 A類

194 Ⅲ D 田各円 24.0 180× 80 7938
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番号 位 置 概形 口 径 底  径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 複

ⅢD10f 略 円 320 140× 120 426 794ユ A類 P38

203 ⅢD10f 略 円 135 7946 B類

ⅢD10f 略楕円 370× 26.0 28.0× 160 7972 A類

206 ⅢD10f 略 円 140 79,36 B類 P203

208 ⅢD10f 略精円 410× 300 110× 90 7942

411 ⅢD10f 略精円 290× 275 150× 155 542 D類 SK14

373 ⅢD10g 略 円 7941 B類

ⅣDld 略 円 215 7962 △類

200 ⅣDld 略橋円 200× 170 16.0× 上10 7950 A類

ⅣDle 略楕円 290× 270 170× 130 7960 A類

202 ⅣDle 田各円 7984 A類

257 ⅣDlf 田各円 140 527 7942 B類

258 ⅣDlF 略楕円 380× 260 210× 160 7976 A類

259 ⅣDlf 略楕円 390× 270 293 7954 B類

ⅣDlg 略楕円 240× 170 190× 130 7988 B類

ⅣDlg 略楕円 260× 200 100× 90 286 7970 B類 SK12

262 ⅣDlg 略楕円 250× 22_0 19.0× 17.0 7968 A類

263 ⅣDlg 略楕円 380× 28,0 200× 100 394 7950 B類

ⅣDlg 略楕円 220× 190 145 624 7934 A類

265 ⅣDlg 略 円 180× 140 530 7947 B類

266 Ⅳ D g 略精円 380× 260 240× 140 174 7983 A類 SKT03
412 Ⅳ D g 略楕円 502× 315 308

413 Ⅳ D g 略楕円 339 7954 SK12

414 Ⅳ D g 略精円 175× 160 70× 55 177 7979 B類 P232

232 ⅣD2g 略楕円 250× 18,0 7980 B類 P414

柱穴一覧表 (中央部)

番号 位 置 概形 口 径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 複

ⅢD7h 略楕円 235× 200 50× 40 294 7950 B類 SK22

392 ⅢD7i 略精円 370× 280 240× 220 135 7960 B類

ⅢD71 略楕円 270× 200 241 7963

ⅢD7i 略 円 265 7946

ⅢD7i 略精円 300× 200 170× 130 7969 P397

397 肛D7i 略楕円 340× 295 240× 200 7965 S104・ P396

275 ⅢD7j 略 円 7965 C類

393 皿D7j 略 円 455 7949

446 ШD8f 略精円 310× 275 22.0× 210 7923 B類

416 ⅢD8h 略楕円 490× 480 310× 240 425 7940 S104・ SK24

ⅢD8j 略 円 215 132 7958 B類

273 ⅢD8j 略楕円 340× 21,0 180× 120 212 7951 B類

274 ⅢD8j 略楕円 360× 270 28,0× 190 7960 B類

ⅢD9g 略精円 280× 210 424 7941 B類

41 ⅢD9h 略 円 225 10.0× 70 19,0 79_54 A類

374 ⅢD9h 略楕円 79.54 SKT07

柱穴一覧表 (南東部)

番号 位 置 概形 口 径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 複

ⅢD9i 略 円 150× 120 157 7957 B類 P229

229 ⅢD9i 略 円 215 115 479 7925 B類 P42
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番号 位 置 概形 口 径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重  複

ⅢD91 略楕円 410× 225 140× 120 7950 A類 S104

ШD9 略楕円 160× 130 397 7933 A類 SK30

ⅢD9 略楕 円 300× 250 180× 170 7930

ⅡD9j 田各円 210 7943 B類 P327

ⅢD9 略楕円 300× 240 200× 170 7951

327 ⅢD9j 略 円 205 150× 380 7934 B類 P79

皿D9j 略精円 280× 200 190× 130 7953

390 ⅢDO 略精 円 270× 250 210× 7964 B類

406 ⅢDC 略精円 540× 390 490× 280 7953 SKT23

9 ⅢD9j 略楕円 115× 70 7962 S104

6 Ⅲ D Oh 略 円 190 7964 A類 S104

7 Ⅲ D Oh 略 円 200× 150 7980 A類

2 8 Ⅲ D Oh 略 円 150× 130 7930 A類

2 9 Ⅲ D Oh 略精円 210× 190 110× 80 7963 完掘

226 ШD10h 略 円 225 140× 110 7933 A類

Ⅲ D Oh 略精円 300× 270 155 7955 A類

Ⅱ D Oh 田各円 208 7951 A類

Ⅲ D 略楕円 200× 170 90× 75 7962 B類

Ⅲ D 0, 略精円 280× 260 190× 110 436 7931 B類

Ⅲ D 略 円 330 110× 90 311 7943

Ⅲ D 略精円 320× 250 130× 100 7953 B類

Ⅲ D 略精円 240× 220 110× 95 421 793上 B類

皿 D 略精円 390× 230 140 447 B類 P420

51 Ⅲ D 略精円 290× 250 170× 150 7955 B類

Ⅲ D 略 円 7954

Ⅲ D 略 円 250 7953 B類

Ⅲ D Ⅲ各円 195 7953 D類

284 Ⅲ D 略精円 310× 260 165× 120 477 7926 B類

420 Ⅲ D 略精円 210× 200 130× 125 7928 B類 P50

Ⅲ D 略精円 280× 260 140× 130 7955

Ⅲ D 略 円 235 173 7956 B類

Ⅲ D 略 円 7964 B類

Ⅲ D 略楕円 205× 165 120 C類

Ⅲ D 略 円 215 125 280 7944 A類

Ⅲ D 略 円 255 135 7939

Ⅲ D 略精円 340× 250 220× 150 73 7965 C類

Ⅲ D 略 円 237 7947 B類

94 Ⅲ D 略楕円 370× 280 210× 160 221 7951 B類

Ⅲ D 田各円 上40 7944 B類

Ⅲ D 略 円 7949 B類

Ⅲ D 略 円 225 7954 B類

228 Ⅲ D 略 円 195 450 7927 A類

Ⅲ D 略精円 200× 190 160× 120 7955

269 Ⅲ D 田各円 235 75 7948 B類

皿 D 略精円 385× 290 155× 120 377 B類

277 皿 D 略 円 7954 B類

ⅢE10a 略精円 570× 380 450× 210 202 7950 A類

233 Ⅳ D h 略楕円 320× 260 170× 140 614 7936 B類

234 Ⅳ D h 略精円 290× 240 388 7958 B類

Ⅳ D れ 略 円 7990 B類 P237

237 Ⅳ D h 略 円 190× 上30 7989 B類 P236
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番号 位 置 概形 口 径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 復

ⅣDlh 略 円 240 140× 85 7974 B類

ⅣDlh 精 円 240 145 527 7921 B類

ⅣDli 略 円 7951 C類

Ⅳ D 略楕円 270× 240 200× 160 7955 C類

Ⅳ D 略 円 270 135 7924 C類

Ⅳ D 略楕円 260× 2■ 0 150× 7947 B類

ⅣDtti 略精円 265× 200 180× 60 7948 A類

Ⅳ D 略精円 220× 190 150× 130 420 7933 C類

Ⅳ D 略 円 230 180× 120 C類 P421

222 Ⅳ D 略楕円 230× 210 と上0× 90 7957 C類

223 ⅣDli 略 円 205 140 7967 C類

225 Ⅳ D 略楕円 170× 150 130× 90 7973 B類

Ⅳ D 田各円 397 7958 B類

253 Ⅳ D 略 円 235 7951 B類

421 ⅣDli 略精円 125 7967 P63

ⅣDl, 略 円 275 180× 140 23.8 7949

ⅣDlJ 略 円 210 105 7963

Ⅳ D 略 円 240 180× 130 241 7950 B類

Ⅳ D 略精円 200× 170 80× 60 7946
ⅣDlj 略 円 256 7947 B類

Ⅳ D Jfg楕 円 150× 130 227 7951 B姿膏

101 Ⅳ D 略楕円 230× 210 140 7957 B類

224 Ⅳ D 略 円 7968 B類

ⅣDlj 略 円 160 7965 C類

ⅣD2h 略精円 320× 260 150× 120 7969 B類

ⅣD2h H各 円 270 孔40× 105 365 B類

244 ⅣD2 略精円 270× 240 70× 140 171 7977 B類

245 ⅣD2 略楕円 340× 230 40× 110 615 7932 B類

246 ⅣD2, 略精円 230× 180 7966 B類

ⅣD2 m各 円 230 155 7965 B類

248 ⅣD2 略精円 230× 210 と75 7978 A類

249 ⅣD2 略精円 230× 200 90× 75 512 7947 A類

IVD2 円各円 340 110 B類 P422

255 ⅣD2i 略 円 7964 B類 P256

256 ⅣD2i 略楕円 160× 140 100× 80 7967 B類 P255

422 ⅣD2i 略楕円 310× 290 160× 155 7976 B類 P251

ⅣD2j 略 円 310 145 429 7947 B類 P424

252 ⅣD2j 略楕円 300× 250 272 7963 B類

424 ⅣD2j 略楕円 7938 B類 P104

ⅢE9a 略精円 210× 190 120× 60 7960 C類

ⅢE9a 略 円 235 180× 150 116 7957 C類

Ⅲ E9a 醒各円 255 214 7949 B類

Ⅲ E9a 略 円 215 110 7927 B類

ⅢE9a 略精円 230× 180 7958 C類

325 Ⅲ E9a 略楕円 310× 260 205 7959 B類

ⅢE9a 瞬各円 B類

ⅢE9a 略楕円 230× 180 120× 70 146 7957 B類

425 ⅢE9a 略精円 325× 220 195× 115 7943 A類 SK35。 P426
426 Ⅲ E9a 略精円 400× 340 245× 175 354 7936 B類 SK35。 P425
427 Ⅲ E9a 略 円 155 149 7946 B類 SK37
428 ШE9a 略精円 225× 190 70× 50 7940 A類 SK37
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番号 位 置 概形 口 径 底 径 深 さ 標高 (m) 分類 重 複

ЩE9a 略楕円 220× 195 140× 135 7928 SK37

445 ⅢE9a 略精円 635× 605 385× 270 7943 SK33

117 ⅢE9b 略楕円 310× 270 125 480 7925 B類

Ⅲ E9b 略精円 240× 220 180× 170 154 7956 B類

ⅢE9b Ⅲ各円 120 7956 B類 SKT15

ⅢE9b 田各円 210 291 7943 B類

332 ⅢE9b 略精円 290× 250 190× 170 7932 B類

335 ⅢE9c 田各円 7950 B類

338 ⅢE9c 田各円 175 130× 110 111 7959 B類

ⅢE9d 略 円 230 367 7934 B類

ⅢE9d 略 円 7934 B類

175 ⅢE9d 略 円 285 110 7939 A類

322 ⅢE9d 略精円 320× 240 120× 100 223 7935 A類

Ⅲ E9d 略精円 270× 230 100× 80 7938 A類

ⅢE9d 略楕円 240× 200 90× 60 173 7930 B類

ⅢE9d 風各円 100× 60 7940 B類

340 ⅢE9d 略精円 200 75 7942 B類

ⅢE9e 略 円 265 80× 50 7923 B類

ⅢE9e 略精円 260× 240 98 7986 B類

342 Ⅲ E9e 略精円 260× 240 180× 110 7923 B類

Ⅲ E 略楕円 290× 270 180× 130 7944 A類

Ⅲ E 略精円 240× 220 279 7945 B類

Ⅲ E 略精円 200× 180 l15× 110 177 7954 C類 SKT09

Ⅲ E Ob 略楕円 260× 200 212 7951 8類

Ⅲ E 略 円 260 140 7964 B類

0 Ⅲ E Ob 略 円 355 7950 B類

4 Ⅲ E Ob 略精円 295× 260 200× 160 7945 B類

Ⅲ E Ob 田各円 230 145 7943 A類

6 肛 E Ob 田各円 240 170× 120 7932 B類

Ⅲ E Ob 略精円 230× 180 130× 110 144 7957 B類

279 Ⅲ E 略楕円 310× 270 270× 250 209 B類

Ⅲ E Ob 略精円 230× 210 160× 150 7917 B類

Ⅲ E Ob 田各円 250× 180 150× 120 7958 B類

295 Ⅲ E 田各円 7963 B類

Ⅲ E Ob 略精円 220× 170 130× 120 B類

304 Ⅲ E Ob 略 円 200 7943 A類 P305

Ⅲ E Ob 略 円 230 133 7958 B類 P304

Ⅲ E Ob 略楕円 225 7957 B類

Ⅲ E 略 円 435 335 7963 B類

皿 E Oc 略精円 200× 180 7959

ⅢE10c 田各円 235 326 7939 B類

Ⅲ E 田各円 210 135 252 7947 B類

Ⅲ E 略精円 270× 230 195 316 7939 B類

ⅢE10c 280× 220 170× 140 204 7951 B類

294 Ⅲ E 略楕円 孔90× 150 140× 110 111 7961 B類

Ⅲ E 略 円 215 125 7943 A類

Ⅲ E 田各円 195 160× 130 P307

Ⅱ E 略 円 310 7962 P306

Ⅲ E 略楕円 260× 240 220× 210 7963 B類

312 Ⅲ E 略精円 130× 110 110× 90 7966 A類

ⅢE10c 略 円 220 7961 B類 SK27
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番号 位 置 概形 口 径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 複

435 Ⅲ E 略楕円 310× 285 155× 170 242 7947 B類 SK32
144 ⅢE10d 田各円 255 141 7956 A類

肛E10d 略 円 210 7898 A類

肛 E 略 円 270 245 7941 A類

Ⅳ E 略楕円 230× 190 140 7961 B類

Ⅳ E 略 円 185 110 7962 B類

]rE 略精円 330× 250 293 7940 C類

A/E 略楕円 270× 230 05 225 7944 C類

A/E b 略 円 225

IVE b 略 円 240 272 7945 B類

Ⅳ E b 略 円 7950 A類

fVE b Ⅲ各円 95 と30× 110 147 7957 A類

Ⅳ E b 略 円 175 150 7956 C類

293 Ⅳ E b 田各円 130× 120 7964 B類

Ⅳ E b 側各円 7965 B類

302 ⅣElb 田各円 150× 130 7969 B類

Ⅳ E b 略 円 170 143 7957 B類

308 3/E 略 円 270 150 224 7949 A類

IVE 略楕円 370× 310 235 264 794] A類

い/Elc 略楕円 310× 220 135 7945 C類 SK32
IVE2a 略 円 250 120 232 B類

IVE2a 略 円 250 7982 D類 P431

IVE2a 略 円 215 と35 7977 A類

IVE2a 略楕円 300× 260 240× 180 7968 B類

288 ]′ E2a 略精円 370× 305 230× 22_0 7968 B類

ⅣE2a 略楕円 210× 180 上71 7948 A類

3/E2a 略 円 240 136 7965 B類 P432

IVE2a 略精円 310× 240 160× 100 177 7952 B類

3/E2a 略楕円 220× 190 100× 90 201 7972 D類 P242
ⅣE2a 略楕円 235 145 7965 B類 P290
ⅣE2b 略 円 235 175 170 B類

柱穴一覧表 (南部)

番号 位 置 概形 口 径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 複

157 ⅢE6d 略精円 260× 230 160× 140 7950 B類

ⅢE6d 略精円 370× 290 260× 160 7941 B類

402 ⅢE6d 略楕円 460× 420 245 172 7941
ⅢE6e H各 円 310× 260 180× 160 462 B類

48 ⅢE6e 略精円 580× 520 240× 150 257 B類

ШE6e 略 円 275 145 227 7932 B類

Ⅲ E6c 略精円 510× 420 290× 250 187 7931 B類

ⅢE6e 略楕円 480× 400 270× 240 7932 B類

ⅢE6e 略楕円 290× 230 7891 B類

Ⅲ E6e 略精円 320× 290 7946 A類

364 ⅢE6e 略 円 335 260× 230 243 7930
ⅢE6e 略楕円 480× 360 260× 190 7915 SD03・ P440

ⅢE6e 略 円 210 120× 140 407 7901 SD03
409 ⅢE6e 略精円 350× 220 230× 100 65 SD03・ P441

439 ⅢE6e 略楕円 230× 195 105× 90 7919 SD03
Ⅲ E6e 略精円 350 155 273 7924 SD03・ P407
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番号 位 置 概形 口 径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 複

441 ⅢE6c 略精円 465 265× 215 17 7927 B類 SD03

366 Ⅲ E6f 略 円 240 170× 覧50 127 7929 B類

372 ⅢE6f 隅各円 285 275 7922 B類 P185

185 Ш E6g 田各円 7891 A類 P368

368 ⅢE6g 略楕円 270× 210 140× 125 7988 A類

ⅢE6g 田各円 290 195 7898 B類

ⅢE6g 略精円 300× 270 195 7894 A類

ⅢE6g 略精円 280× 190 170× 120 7890 A類

375 ⅢE6g 略精円 240× 220 170× 150 349 7886 B類

376 ⅢE6g 略 円 7892 A類

377 ⅢE6g 略 円 240 170 B類

ⅢE6g 略精円 250× 210 170× 150 7884 A類

384 ⅢE6g 略 円 210 150× 130 7897 B類

ⅢE6h 略精円 220× 190 170× 150 78_85 B類

382 ⅢE6h 略 円 7880 B類

ⅢE6h 略楕円 210× 190 180× 160 13 7887 B類

ⅢE6h 略精円 250× 230 7886 B類

386 ⅢE6h 略 円 225 175 46 7889 B類

皿E7a 田各円 160× 140 7938 B類

344 ⅢE7a 略方形 22_0 215× 150 110 7958 B類

ⅢE7a 略 円 235 150× 85 173 7953 B類

359 ⅢE7a 略楕円 260× 240 195× 160 222 7948 B類

ⅢE7b 略 円 340 240 331 7938 B類

ⅢE7b 略 円 285 645 7908 B類

137 ⅢE7b 田各円 340 210 386 7931 B類

ⅢE7b 田各円 260 7912 B類

346 ⅢE7b 略方形 280 207 7949 B類

347 ⅢE7b 略方形 7919 B類 P399

348 ⅢE7b 略 円 240 152 7950 B類

349 肛E7b 略 円 250 180× 160 B類

ⅢE7b 略楕円 220× 200 7953 B類

360 ⅢE7b 略 円 220 7938 B類

399 ⅢE7b 略方形 240× 160 7927 P347

ШE7c 田各円 220 120× 80 7946 B類

ⅢE7c 略楕円 200× 180 7935 B類

34 ⅢE7c 略 円 115 7958 B類

ⅢE7c 田各円 225 7958 B類

353 ⅢE7c 略 円 225 155 7947 B類

355 ⅢE7c 略楕円 260× 240 140× 130 419 7928 B類

401 ШE7c 略楕円 450× 340 210 7950

433 ⅢE7c 略楕円 110× 100 7942 B類 BP6

ⅢE7d 略精円 240× 220 105 259 7942 B類

131 ⅢE7d 略精円 220× 200 140× 110 7948 B類

Ⅲ E7d 略 円 140× 120 7940 B類

49 ШE7d 略 円 380 245 7950

153 ⅢE7d 略精円 300× 200 200× 170 7940 B類

154 ⅢE7d 田各円 330× 300 537 7906 B類 P155

ⅢE7d 略 円 4■0 250 B類 P154

ⅢE7d 略精円 260× 200 210× 180 7947 B類

Ⅲ E7d 略精円 240× 200 170× 130 7942 B類

ⅢE7d 略楕円 190× 160 150× 120 7949 B類
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番号 位 置 概形 口  径 底 径 深さ (cm) 標高 (m) 分類 重 複

162 Ⅲ E7d 略 円 300 7942 B類

362 ⅢE7d 略 円 195 7946 B類

ⅢE7d 略楕円 260× 220 140× 100 276 7932 B類

388 Ⅲ E7d 田各円 200× 170 7937 BP17
404 ⅢE7d 略 円 141 7944 SN07
405 ⅢE7d 略方形 140× 60 ±75 7939

ⅢE7e 略 円 350 220 266 7931 B類

Ⅲ E7e 略楕円 280× 220 170× 130 7938 B類

Ⅲ E7e 略 円 225 227 7935 B類

442 ⅢE7e 略楕円 295× 225 155× 140 121 7936 SK102
443 ⅢE7e 略精円 270× 215 120× 95 7919 SK102・ P444
444 ⅢE7e 略楕円 420× 270 260× 220 361 7910 SK102

Ⅲ E7f 略 円 230 195 12.4 7936 B類

ⅢE7f 田各円 350 230 7919 B類

184 ⅢE7f 略楕円 360× 320 260× 220 182 7904 A類
192 Ⅲ E7f 略 円 200× 160 7918 B類

356 皿 E7f 略精 円 270× 230 190× 160 7932 B類

365 ⅢE7f 略 円 24_0 150 119 7915 B類

367 ⅢE7f 略楕円 270× 240 250 7895 B類

Ⅲ E7f 略 円 270 7930 SK102
ⅢE8a 略 円 270 170 364 B類 SKTll
lllE8a 略楕円 330× 270 190× 150 17_2 7951 A類
Ⅲ E8a 略楕円 19,0× 150 7963 B類

ⅢE8a 略 円 165 15,1 7953 B類

358 ⅢE8a 略楕円 210× 180 130× 90 137 7955 B類

ⅡE8b 略 円 253 7943 B類

ⅢE8b 略楕円 240× 220 195× 140 216 7949 B類

ⅢE8b 略 円 100× 60 10_8 7961 B類

Ⅲ E8b 略精円 180× 140 80× 95 143 79.50 B類

ⅢE8c 略楕円 250× 230 140 392 7931 B類

皿E8c 田各円 120 7952 B類

ⅢE8c 略楕円 450× 400 340× 250 7947 B類 P334
ⅢE8c 略楕円 270× 230 200× 170 79_41 B類

ⅢE8c 略楕円 160× 120 79途9 BP12
ⅢE8c 略楕円 240× 220 120 461 7923 B類

ⅢE8c 略楕円 220× 200 160× 140 303 7938 B類

ⅡE8c 略 円 200 80× 60 206 7945 B類

ⅢE8c 略円 160× 120 7930 B類 P87
354 ШE8c 略 円 105 7946

ⅢE8c 略楕円 470× 430 350× 3■0 230 7948
ⅢE8d 略精円 540× 360 360× 180 187 7946 B類

ⅢE8d 略 円 367 7933 B類

ⅢE8d 略 円 330 247 7943 B類 STK24
ⅢE8d 略楕円 350× 210 80× 50 238 7945 B類

ⅢE8d 略楕円 370× 260 160× 110 7949
ⅢE8d 略楕円 330× 260 160× 120 309 7936
ⅢE8e 略 円 7917 B類
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(3)土坑

SK 03土坑 (第49図、写真図版 15)

微高地北側の土坑や柱穴が比較的集中するⅢD-8。 9bグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出し

た。 S D01・ 柱穴に切 られ、 S K55を切る。平面形・規模は、北北西―南南東を長軸方向とする開口部約 1.4

× lm、 底部約 lm× 65cmの略楕円形を呈する。壁は比較的緩やかに外傾して立ち上が り、上位でやや内湾

気味となる◇深さは約30cmを 測る。埋土は黒ボク系土の 7層 に細分され、基本的には流入による自然堆積

と思われるが、最下層には土器や炭化物と焼土が廃棄された状況を呈した。底面は概ね平坦である。

遺物は底面付近から土師器の甕形土器片がやや多くとlTh形土器片数点出土したが、形状を把握できた個体

はない。このほかフレーク 1点が出土した。

SK 04土坑 (第49。 54図、写真図版 15。 33)

微高地北側の土坑や柱穴が比較的集中するⅢD-8bグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。

S D01に 切 られる。平面形・規模は、開口部径約90cm、 底部約70× 55cmの 略円形を呈する。壁は丸みのある

底面か ら明瞭な稜をもたず緩やかに外傾 して立ち上が り、深さは約20cmを 測る。埋土は黒ボク系± 2層 に

分層される流入による自然堆積と思われる。底面は中央が浅く窪む丸底気味になっている。

遺物は埋土から土師器の甕形土器片数点が出土したが、形状を把握できた個体はない。

SK 13。 14土坑 (第49図、写真図版 15)

微高地中央部東側のⅣD-lfグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。検出プランは歪な楕円

形であつたが、精査の結果 2基の土坑の重複と判明し、 S K14が S K13を 切 り、いずれも柱穴に切 られる。

SK 14の平面形・規模は、開口部径約65cm、 底部約50cmの略円形を呈する。断面形は鍋形を呈し、深さは

約20cmを 測る。埋土は黒ボク系± 2層 に分層される流入による自然堆積と思われる。底面はやや丸味を帯

びている。遺物は出土 しなかった。

SK 13は 南側が S K14に破壊されてお り、全容は不明である。残存部での平面形・規模は、開口部約70×

50cm、 底部約65× 25cmの略精円状で、壁は外傾して立ち上が り、深さ約20cmを測る。底面は概ね平坦だが、

北側は径約45cmの 略円形、深さ約1 0cmの鍋形に一段掘 り下げ られている。埋土は黒ボク系± 3層に分層さ

れる流入による自然堆積と思われる。遺物は出土しなかった。

SK16土坑 (第49。 54図、写真図版15。 33)

微高地北側の土坑や柱穴が比較的集中するⅢD-8b・ cグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出し

たが、当初は隣接する S K17と S N01を含め、黒ボク土混 じりの褐色系土のおよそ 3m四方の不整な鞄囲と

して確認したものであり、 このプランを精査する過程でこれ らの遺構や柱穴を数基検出したものである。 S

KT27と重複 し、本遺構が新しいが、検出プランでは新旧の判断ができなかったため、共通のベル トを設定

して掘 り下げを行い南側の一部を消失してしまった。残存部での平面形は、短い溝状プランの中央に円形の

ピットが張 り出して並列するもので、規模は、長軸推定約 1.2m、 幅約50cm、 深さ約 15cm、 Plは径約45cm、

深さ約25cm、 P2は径約35cm、 深さ約25cmを 測 り、いずれも壁は緩やかに外傾して立ち上がる。埋土は黒

ボク系±10層 に分層される流入による自然堆積 と思われる。下位には焼土粒が混 じる。底面はやや丸味を

帯びている。

ちなみに、この不整プランについて掘 り下げを行ったところ深さは 3 cm以下で、明瞭な壁も立たず、底面

はやや凸凹してお り、調査時点では遺構 との判断は付けかねたものだが、 S101・ 02・ 04住居跡と等間隔

で並列する位置関係から、住居跡の大半が開墾により削平されて消失したものであって、貼床の痕跡である
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SK 03

A
―一―一H=800m

SK 14・ 13

A

A
一――H=800m

SK14
1 10YR 3/3(黒 褐色)

2 1oYR 3/4(黒褐色)

SK13
3 10YR 3/4(黒褐色)

4 10YR 2/3(黒褐色)

5 10YR 3/2(黒褐色)

SK 03

1 10YR 2/1(黒 色)

締り・粘性有

2 10YR 3/1(黒 褐色)

締りやや有、粘性有、地山粒微量

3 10YR 4/4(褐 色)

締り極めて有、粘性有

4 10YR 2/3(黒褐色)

締 りやや有、粘性有、地山粒少量

10YR 3/3(暗褐色 )

縮 り 。粘性有、地山土少量

10YR 2/2(黒褐色 )

締 りやや有、粘性有、土器片多量

10YR 3/1(黒褐色)

締 り ,粘性有、炭化物・焼土粒～

ブロック多量

SK 04

半

二A

AH=800m B

7

SK 22

B

B    A  、

SK 16

A
―

H=800m

SK16
1 10YR 2/1(黒 色)締 り・粘性有

2 10YR 2/3(黒 褐色)

締 り極めて有、粘性有、地山粒微量

3 75YR 3/4(黒 褐色)締 り極めて有

粘性有、焼土粒・地山粒多量

4 10YR 3/3(黒 褐色)締 り無、粘性有

地山粒微量、焼土粒微量

5 10YR 2/2(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有、地山粒少量

6 10YR 5/6(黄 褐色)地 山ブロック

7 10YR 3/3(黒 褐色)締 り極めて有

粘性有、地山粒微量、焼土粒微量

8 111YR 4/6(黒 褐色)締 り極めて有

粘性有、地山上多量、焼土粒微量

9 10YR 3/1(黒 褐色)縮 りやや有、粘性有

10 75YR3/3(黒 褐色)

締 り 。粘性有、焼土粒少量

SK 22
1 10YR 2/2(黒 褐色 )

締 り無、粘性有、地山粒微量

2 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有、地山粒少量

3 10YR 2/3(黒 褐色)

締 り無、粘性有、地山ブロック少量

4 10YR 3/4(暗 褐色 )

締 り無、粘性有、地山ブロック多量

5 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 り無、粘性有

0                    2m

SK 04
1 10YR 2/3(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒・焼土粒微量

2 10YR 3/4(暗褐色)縮 り・粘性有、地山土多量、焼土粒微量

SK 17

A_H=800m

A

B

B

締 り ,粘性有、地山粒少量

締 り 。粘性有、地山多量

締 り極めて有、粘性有、地

山粒少量

締 りやや有、粘性有

縮 り 。粘性有、地山粒少量

SK17
1 10YR 2/3(黒 褐色)

縮り,粘性有、地山粒少最

2 10YR 3/1(黒褐色)

締りやや有、粘性有

SK 21

代、F
i! B|  キi二

 ヽ      ガ

A

A

、コノ
A H=801m        生

A
―

H=800輌

SK 21

1 10YR 2/2(黒 褐色)締 り無、粘性有

ヨ雷49図  SK 03・ 04・ 13・ 14・ 16・ 17・ 21・ 22」L均電

SK14
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可能性も考えられ、また、これ らの北側に位置する S K55の 有様も土坑というよりは貼床の掘 り方的もので

あり、本遺構や S K04。 17・ S N01な どはこれに伴ったものかもしれず、他の堅穴住居跡の形態 と比較す

るとS N01はカマ ド燃焼部焼土の残存かもしれない。

遺物は土師器の甕形土器片が少量と杯形土器片 1点が出土 したが、全体形状を把握できた個簿はない。

SK 17土坑 (第49図、写真図版 15)

微高地北側の土坑や柱穴が比較的集中するID-9b・ cグ リッドに位置する。削平されたⅣ層中で検出

したが、その状況と経過は S K16と 同様である。平面形・規模は、北側が柱穴に切 られ、全容は不明だが、

残存部か ら開口部径約50cぃ、底部径約30cmの 円形を呈すると推定され、断面形は鍋形を呈し、深さは約 18

cmを測る。埋土は黒ボク系± 2層 に分層される人為的堆積 と思われる。底面は概ね平坦である。

遺物は土師器の甕形土器片と邪形土器片が数点のみ出土 した。

SK2]土坑 (第49図、写真図版 15)

微高地中央部のⅢD-9hグ リッドに位置し、調査区中央の畦道下のⅢ層上面で検出した。 S K T07・ S

104・ S D02と 重複するが、検出プランでは新旧関係が把握できなかったため共通のベル トを設定 して精査

を行ったところ、断面観察か らS D02に 切 られ、 S K T07・ S104を切ることが判明した。しかし、同時

に掘 り下げを行ったため本遺構の大半を消失し、全容は不明である。残存部か らの平面形・規模は、開田部

長軸約 1.5m、 短軸約 80cm、 底部では1.4m× 50cm程度の略精円形を呈すると推定され、横断面形は鍋形を呈

し、深さは約1 5cmを測る。埋土は黒ボク土の単層で、底面は概ね平坦である。

遺物は土師器の年形土器片が 2点のみ出土した。

SK 22土坑 (第49図、写真図版 16)

微高地中央郡調査区西端のⅢD-7iグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。 S104を切 り、

柱穴に切 られる。平面形 。規模は、開口部では約 1.8m× 70cmの 略楕円形を呈するが、底部は明瞭な平坦面

をもたず、東側の深さ約10cmか ら西側では深さ約50cmと 全体的に傾斜面となっている。壁は底面か らあま

り明瞭な稜をもたずに外傾 して立ち上がる。埋土は黒ボク系± 5層に分層される流入による自然堆積 と思わ

れる。底面はややフラットとなる西側でも丸みを帯びている。

遺物は縄文土器片が 1点のみ出土した。

SK 24土坑 (第 50図、写真図版 16)

微高地中央部、ШD-8hグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。 S104を切 り、柱穴に切 ら

れる。平面形・規模は、開口部約1.2m× 95cm、 底部約90× 50cmの歪な略楕円形を呈し、壁は北側は鋭角的

に、南側は緩やかに外傾して立ち上が り、深さは約25cmを測る。埋土は黒ボク系± 4層 に分層される流入に

よる自然堆積と思われる。底面はやや丸みを帯びている。

遺物は土師器の甕形土器片 1点と縄文土器片が 2点のみ出土 した。

SK 26土坑 (第 50図、写真図版 16)

微高地南東部縁辺の緩斜面、ⅣE-lcグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面形・規模は、

開口部で長軸約 1.7m、 短軸約 1.lmの 半円状を呈 し、底部は一回り小さく、壁は緩やかに外傾し、南東側斜

面下方は壁が存在せず、テラス状の掘 り込みとなっている。深さは約 10cmを測る。埋土は黒ボク系土の 2

層に分層される人為的堆積 と思われる。底面は概ね平坦だが、西側は径約 lm、 深さ約 5 cmほ どの略円形に

掘 り窪められている。

遺物は埋土から土師器の甕形土器片が少量と郭形土器片が 1点出土 した。
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SK 24

A_H=800m

SK 24
1 19YR 2/3(黒 褐色)締 り 。粘性有、地山粒少量

2 10YR 2/1(黒 色)締 り無、粘性有

3 10YR 2/3(黒 褐色)締 りやや有、粘性有、地山粒微量

4 10YR 3/8(暗 褐色)締 り・ 粘性有、地山土少量混入

SK 26

A_H=799m

SK 47

A H=799m

9                   2m

SK 26

1 10YR 2/3(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒微量
2 10YR 2/3(黒褐色)締り極めて有、粘性有、地山粒少量

SK 33

A
――― H=799m

B

B

SK 30。 31

A H=799m

A

A

BA

日

八

Ｂ

一

A

SK 31

1 10YR 2//3
2 10YR 3/4
3 10YR 2/2
4 10YR 4/4
5 10YR 4//6
6 10YR 2/3
7 10YR 4/4

SK 30
8 10YR 2/3(黒褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒微量

9 10YR 3/1(黒褐色)締 り。粘性有、地山粒微量

Ю 10YR 3/3(暗褐色)締り極めて有、粘性有、地山土多量

SK 47
1 10YR 2/3(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒微量

2 10YR 2/3(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒・焼土粒微量

3 10YR 3/1(黒 褐色)絡 りやや有、粘性有

4 ЮYR2/3(黒 褐色)締 り極めて有、粘性有、地山粒微量

5 10YR 4/6(褐 色)締 り極めて有、粘性有、地山土多量、人為堆積

第50図 SK 24。 26・ 30・ 31・ 33・ 47土坑

1 10YR 2/2(黒 褐色)締 り・粘性有、焼土粒・炭化物・地山プロック微量

2 10YR 2/3(黒 褐色)締 り・粘性有、焼土粒・炭化物・地山粒微量

ユi !経毒:ケ : 1畳梱雹1 線号管基控著「地言愁み量 }SKP皓9

(黒褐色)締 り・粘性有、地山粒微量

(暗褐色)締 り 。粘性有、地山土に黒褐土混 じり

(黒褐色)締 り・粘性有

(褐色)締 極めて有、粘性有、地山土に黒褐土混 じり

(褐色)締 り極めて有、粘性有、地山土

(黒褐色)締 り無、粘性有、地山粒微量

(褐色)締 り・粘性有、地山上に黒褐土混 じり

SK30
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SK 30。 31上坑 (第 50図 、写真図版16)

微高地南側の土坑が比較的集中するⅢD-9・ 10j oⅢ E-9。 10aグ リッ ドに位置し、削平されたⅣ層

中で検出した。検出プランは円形が連結 したグルマ形を呈してお り、 2基の土坑の重複 と考えられたが、重

複する部分が撹乱されていたことと埋土が類似 したことから新旧の判断がつかなかったため一括 して掘り下

げを行い断面の観察で判断することとした。精査の結果東側の S K31が西側の S K30を 切 り、いずれも柱

穴に切 られることが判明した。

SK 30の 平面形・規模は、東端が S K31に 破壊されているが、残存部か ら開口部約 1,4× lm、 底部約1.2m

×85cmの 楕円形と推定され、壁は鋭角的に外傾 して立ち上がり、深さは約20cmを 測る。埋土は黒ボク系土

3層 に分層される人為的堆積 と思われる。底面は概ね平坦である。

遺物は埋土か ら土師器の甕形土器片が少量とITh形土器片が数点出土 した。

SK 31は 西端が攪乱により不明だが、残存部での平面形・規模は、開口部約 1.2× lm、 底部約 l m x70cm

の略楕円形と推定され、壁は外傾 して立ち上が り、深さ約30cmを測る。埋土は黒ボク系土と褐色系土が互層

となった 7層に細分される流入による自然堆積と思われる。底面は西方向に緩やかに傾斜してお り、西側は

径約60cmの略円形で、深さ約1 0cmの 鍋形に掘 り窪められている。

遺物は土師器の甕形土器片とlTh形土器片が数点出上した。

SK 33土坑 (第 50図、写真図版16)

微高地南側の土坑が比較的集中するⅢE-9aグ リッドを中心に位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。

検出時には大小複数の円形プランが連結した様相を呈してお り、適宜ベル トを設定して精査を行つたところ、

比較的大き目の柱穴との重複 と判明し、また S KTllを 切る。平面形・規模は、残存郡か ら開口部約2.3×

1.6m、 底部約2.1× 1.4mの 楕円形と推定され、壁は緩やかに外傾 して立ち上が り、深さは約25cmを測る。埋

土は基本的には黒ボク土の単層で、下位に崩落と思われる褐色土が混 じる。底面はやや凹凸がある。

遺物は埋土か ら土師器の甕形土器片 と杯形土器片が数点出土した。

SK 37・ 56・ 57土坑 (第 51図、写真図版 16)

微高地南側の上坑が比較的集中するⅢE-9・ 10aグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。当

初はSKT9。 10の間に重複する不整形の黒ボク土のプランを検出したものだが、両陥し穴も含め平面での

重複関係が不明瞭であつたことか ら、適宜ベル トを設定して精査を行ったところ、土坑 3基 (4基の可能性

有)と柱穴の重複と判明したもので、主に断面の観察か ら新旧関係は (新)柱穴→ S K37→ S K56・ 57→

SKT9。 10(古)である。すべて一括 して掘 り下げを行つたため各々の詳細が不明な部分もある。

SK 37の 平面形は、残存部から円形基調のプランの連結した歪なダルマ形を呈 し、開口部長軸約 1.7m、 短軸

の西側では約 1.2m、 東側では約 1.5mと 推定され、底部は一回り小さいぐらいである。壁は外傾 して立ち上

が り、深さは約 15cmを 測る。埋土は黒ボク系± 7層 に分層され、堆積状況か ら東側が新 しい土坑の可能性も

ある。底面はやや凹凸がある。

遺物は埋土から土師器の甕形土器片 と邦形土器片が各々数点出土 した。

SK 56は S K37の 底面で確認 したものであり、推定される平面形・規模は、径約 1.lmの 略円形で、フラッ

トな底面をもたない丸底鍋形を呈 し、本来の深さは約35cmと思われる。埋土は黒ボク系± 2層 に分層され

る。遺物は出土しなかった。

SK 57は S KT10の 精査段階で確認 したものであり、推定される平面形・規模は、開口部径約60cmの略円

形で、フラットな底面をもたない丸底鍋形を呈し、深さは約30cmを測る。埋土は基本的には黒ボク系土の単
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SK 37・ 56・ 57
Ｅ
一

H=799m

SK V
l 10YR 3/1(黒褐色)

2 10YR 3/4(暗褐色)

3 ЮYR2/3(黒褐色)

4 10YR 4/4(暗褐色)

5 10YR 3/4(暗褐色)

6 10YR 2/2(黒褐色)

SK 56
7 10YR 2/3
8 ЮYR2/2

SK 51

締 り 。粘性有

締 り・粘性有、地山ブロック多量

締 り 。粘性有、焼土粒極めて微量

締 り極めて有、粘性有

締 りやや有、粘性有、地山土少量

締 り無、粘性有

F

B

//SK56 ｆ

ド

付
／

／
０

(黒褐色)締 り ,粘性有、地山粒少量

(黒褐色)締 り無、粘性有、炭化物微量

0/

A
―

H=799m
3

B

A B

B

SK 48
1 10YR 3/4(暗褐色)

締り極めて有、粘性有

焼土ブロック微量、地山プロック多量

2 10YR 3/4(暗褐色)

締り,粘性有、地山粒微量

SK 5Cl

l 10YR 2/D(黒 褐色 )

締 り・粘性有

2 10YR 3/3(暗 褐色 )

締 り ,粘性有、地山土混 じり

3 10YR 4/6(褐 色 )

締 り・粘性有、地山土

4.10YR 3/3(暗 褐色)

締 り 。粘性有

5 10YR 4/6(褐 色 )

締 り・粘性有、地山土

6 10YR 2/3(黒 褐色 )

締 りやや有、粘性有

SK 51

1 10YR 2/3(黒褐色)締 り極めて有、粘性有

地山粒少量、床上

2 10YR 2/2(黒褐色)締 り・粘性有、地山粒微量

3 10YR 3/3(暗褐色)絡 り極めて有、粘性有

地山土と黒ボク上の混じり

SK 53

SK 53
1 10YR 4/4(褐色)

締り極めて有、粘性有、地山土に黒ボク土混じり

0                   2m

BA

B

第51図  SK 37・ 56・ 57。 48・ 50・ 51・ 53土坑

SK 48

A
一

H=799m

SK 50

A
―――H=799m

調 査 区 外

調 査 区 外
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層である。遺物は出上しなかった。

SK 47土坑 (第 50図、写真図版 17)

微高地中央部のⅢD-8hグ リッドに位置 し、調査区中央の畦道下のⅢ層上面で検出した。当初、平面プ

ランでは S104の壁崩落郡あるいは土坑なのかの判別が適わなかったため、共通するベル トを設定して掘 り

下げを行った。精査の結果、断面の観察か らS104に切 られ、 S K58を切ることが判明した。南側が SI

04に 破壊され、また一括 して掘 り下げを行ったため一部詳細の不明な部分もある。残存部か ら平面形・規模

は、開口部約 1.2× lm、 底部約70× 60cmの 略楕円形と推定され、断面形は深さ約35cmの 鍋形を呈し、北

西には緩い上 り勾配の張 り出しが認められた。埋土は上半に黒ボク系土、下半に褐色土の 5層 に分層され、

堅く締まった人為的様相を呈する。底面はやや丸みを帯びている。遺物は出土しなかった。

SK 48土坑 (第 51図、写真図版 17)

微高地中央部のⅢD-8・ 9jグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。 S K48同 様、平面プラ

ンでは S104の壁崩落部あるいは土坑なのかの判別が適わなかったため、共通するベル トを設定して掘 り下

げを行った。精査の結果、断面の観察か らS104に切 られることが判明した。北側が S104に破壊され、詳

細の不明な部分もある。残存部か ら平面形 。規模は、開口部約95× 50cmの楕円形を呈 し、壁は南側が潜 り

込むような袋状となってお り、フラットな底面をもたない。深さは約40cmを測る。埋土は基本的には堅く

締まった黒ボク上の人為的な単層である。

遺物は土師器の甕形土器片 と郭形土器片が数点出土した。

SK 50土坑 (第 51図、写真図版 17)

微高地南側の調査区西端、ⅢE-6・ 7bグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。西端が一部

調査区外にかかるが、およそ平面形・規模は、開口部径約 1.2m、 底郡径約70cmの円形を呈 し、検出面から

の深さは約90cmを 測 り、断面形はバケツ形を呈する。埋土は流入と崩落による黒ボク系土 と褐色土がおよ

そ互層となる自然堆積である。形態的には陥し穴に類似するが、底面は概ね平坦で、逆茂木痕は検出されず、

古代の遺物が出土したことから古代の上坑と考えられる。

遺物は土師器の甕形土器片と郭形土器片が各々 1点出土した。

SK 51土坑 (第 51図、写真図版 17)

微高地南側の調査区西端、ⅢE-6c・ dグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。西側の大半

が調査区外にかかり全容は不明である。検出部分からは、およそ平面形・規模は、開日郡径約2.3m、 底部径

約1.7mほ どの円形を呈すると推定され、壁は外傾して立ち上がり、検出面からの深さは約30cmを測る。埋

土は黒ボク系± 3層に分層される人為的堆積と思われる。底面は概ね平坦である。

遺物は土師器の甕形土器片と邦形土器片が各々 2点出土した。

SK 53土坑 (第 51図、写真図版17)

微高地中央部のⅢD-9jグ リッドに位置し、S104の 精査過程で検出した。本遺構が古い。検出状況と

しては当初判然とせず、S104貼床除去後にKl土坑とともに確認し、完掘形態から土坑と判断したもので

ある。平面形・規模は、残存部では開日部約1.7× lm、 底部約1.4m× 70cmの 略楕円形を呈し、壁は緩やかに

外傾して立ち上がる。本来の深さは約40cm以 上と思われる。埋土は人為的な褐色土の単層である。

遺物は埋土から土師器の甕形土器片と郭形土器片が少量出土した。

SK 55土坑 (第 52図、写真図版 17)

微高地北側の土坑や柱穴が比較的集中するⅢD-8a・ bグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出し
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た。当初は隣接するS K03を 含め、黒ボク土混じりの褐色系土のおよそ 2m四方の不整なプランを確認した

ものだが、新旧の判断ができなかったため、共通のベル トを設定して掘り下げを行ったもので、断面の観察

から本遺構が古い。平面形。規模は、開口部長軸約2.lm、 短軸60cm～ 1.3mの 歪な瓢箪形を呈し、底部一回り

小さい。壁は緩やかに外傾して立ち上がり、深さは約10cmを 測る。埋土は基本的には堅く締まった褐色土

混じりの黒ボク系土の人為的な単層である。底面はやや凹凸があり、北側には浅い円形と不整な掘 り込みが

ある。 S K16で前述したとおり、竪穴住居跡の貼床痕跡の可能性が高い。

遺物は埋土から土師器の甕形土器片と郊形土器片が数点出土した。

SK 58土坑 (第 52図、写真図版18)

微高地中央部のⅢD-8hoiグ リッドに位置し、 S104の床面で検出した。当初はS1041こ 伴う土坑と

も考えられたが、 S K47と も共通するベル ト断面の観察からS104と S K481こ切られる単独遺構と判断し

た。上位はS104に、北側は S K47に 破壊され、全容は不明である。残存部での平面形・規模は、開口部約

1.8× 1.5m、 底部約1.4× 1.lmの 略楕円形を呈し、壁は緩やかに外傾して立ち上がり、本来の深さは約40cm

ほどと推定される。埋土は黒ボク系± 5層 に分層されるが、全体的に堅く締まった人為的様相を呈する。底

面は概ね平坦である。遺物は出土しなかった。

(4)その他の遺構 (炉跡 。焼土遺構・溝跡)

SN 01焼土遺構 (第 52図、写真図版18)

微高地北側の土坑や柱穴が比較的集中するⅢD-9bグ リッドに位置する。前述の隣接するS K16・ 17を

含め、Ⅳ層中で確認した黒ボク土混じりの褐色系土のおよそ 3m四方の不整な範囲の上面で検出した。平面

形は30～40calほ どの不整な広がりで、火熱により厚さ約5cm以下に赤色変化した焼土を確認したものであ

る。前述のとおリカマ ド燃焼部焼上の可能性が考えられる。遺物は出土しなかった。

SN 04炉跡 (第 52図、写真図版 18)

微高地中央部、焼土遺構が集中するⅢD-8hグ リッドに位置し、調査区中央の畦道下のⅢ層上面で検出

した。平面形・規模は、開口部約70× 50cm、 底部50× 40cmの 略楕円形を呈し、壁はやや丸みのある底面か ら

明瞭な稜をもたず、緩やかに外傾して立ち上がり、深さは約 5 cmを 測る。埋土は炭化物と黒色系土の混 じる

堅く締まった廃棄焼土である。底面から南側の壁面にかけて火熱により厚さ約5cm以下に赤色変化していた。

周辺の削平されたⅣ層中で検出した他の焼土遺構も本遺構に形態及び性格が類似したものである可能性力`考

えられる。

遺物は埋土から土師器の必形土器片が 2点出土した。

SN 07焼土遺構 (第 52図、写真図版18)

微高地南端のⅢE-7dグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。柱穴に切られる。平面形は長

軸約1.lm、 短軸約90cmの隅丸長方形基調の広がりで、火熱により厚さ約 3 cm以下に赤色変化した焼土を確

認したもので、中央に向かいやや窪んでいる。位置的にはS B01等に関連する可能性も考えられる。

遺物は窪みの部分から土師器の甕形土器片と杯形土器片が数点出土した。

SD 01清跡 (第 53図、写真図版18)

微高地北側のⅢD-8～ 10a・ bグ リッドに位置し、水路と並行して東側微高地縁辺から北東―南西に走

行し、西側の調査区外に続く。東端の畦道下はI層上面で検出したが、西側の大半は削平されたⅣ層中で検

出したものであり、一部削平により途切れる部分もあるが、形態と走行方向から一連のものと判断した。 S
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K03・ 04と 柱穴と重複し、すべてを切る。検出した部分では総長約11.5m、 幅約50cmを 測る。横断面形は

浅い鍋形を呈し、深さは10～ 1 5cmほ どを測る。底面は東側から西側に向いかなり緩い傾斜となっている。

埋土は黒ボク土の単層である。

遺物は土師器の甕形土器片が少量と邪形土器片が数点、棒状の不明鉄製品と縄文土器片 。フレークが各々

1点出土した。

SD 03・ 04溝跡 (第 53図、写真図版18)   ‐

微高地南西部縁辺のⅢE-6～ 8d・ eグリッドに位置し、盛土整地下のⅣ層上面で検出した。いずれも

S K 102に切られており、走行方向の違いで一応溝跡 2条 としたが、状況から二股に分かれる一連のもので

ある可能性が高い。また柱穴にも切られる。 SK 102を 跨ぎ東西に走行するものをS D03、 北西方向に走

行する部分をS D04と した。

SD 03は東西方向に走行し、西側の調査区外に続く。検出した部分では推定総長約6m、 幅約40～ 30cm

を測る。横断面形はV字状を呈し、深さは最大約25cmほ どを測る。底面は西側から東側に向い緩い傾斜と

なっている。埋土は黒ボク上の単層である。

遺物は土師器の甕形土器片 1点と須恵器の甕形土器片 2点が出土した。

SD 04は 北東―南西方向で弓なりに走行し、検出した部分では推定総長約8.5m、 幅約50～ 20cmを測る。

横断面形は鍋形を呈し、深さは最大約20cmほ どを測る。底面は西側から東側に向い緩い傾斜となっている。

埋土は黒ボク上の単層である。

遺物は土師器の甕形土器片 2点 と郷形土器片 1点が出土した。

0

1

3

第54図 SK 04。 16土坑、SKP 196・ 197柱穴出土遺物

図番 出上位置・層位 器 種
な量 (Cm)

成  形
調整等

備 考
口径 器高 底径 内面/外面

5 SKP198・ 197・ 埋土 土師器皿 1305 ロクロ ロクロナデ/ロクロナデ

SK04・ 埋土 土師器甕 非回クロ ヘラナデ/ヘラナデ→ヨコナデ

7 SK16・ 埋土 土師器甕 (52〉 ロクロ ロクロナデ/ロ クロナデ

SK16・ 埋土 土師器甕 (23〉 ロクロ ミガキ/ミガキ 回転糸切 り後

回転ヘラケズリ再調整
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(5)出土遺物

古代の遺物は、総量で大コンテナ約 5箱分が出土したが、鉄砧石 2点を除くとおよそ4箱分となる。この

うち土器類が大コンテナおよそ 3箱半と大半を占める。ところで、古代の上器類のうち酸化焔焼成の土器に

はロクロ成形で内面無調整の非内黒の杯類や甕類の所謂 「赤焼き土器」と呼称されるものも多く存在するが、

用語としては一応、酸化焔焼成=土師器、還元焔焼成=須恵器として扱うこととする。土師器は破片数量は

ともかくとして、個体数では甕形土器に比べ、
~杯

形土器がかなり多い傾向にあり、須恵器については甕形土

器及び必形土器のいずれも破片数は無論のこと個体数も数個体分と極めて少ない。上器類以外の遺物では、

土製品として羽日2点、土錘14点、鉄製品として刀子と鉄鏃各 1点、棒状不明品 3点 と板状不明品 1点、石

器類として鉄砧石 2点、砥石 1点、鉄滓が13点 と種別・数量とも須恵器同様極めて少ない。出土状況として

は、ほとんどが4棟の竪六住居跡から出土したもので、一棟あたりの出土量としては比較的多いものといえ

る。以下、各々について記述する。

①土器類

土器類は、器種としては大きく邪類 (郭・皿)と甕類 (甕・鉢)等があり、数量的には土師器の必は卓越

しているが、甕類は全体形状を把握できる復元個体もほとんどなく、皿・鉢などについては須恵器と同様に

出土量は極めて少ない。ここでは主として竪穴住居跡から出土したもので形状をある程度把握できるもの、

特に土師器の杯形土器 (34個体)及び甕形土器 (23個体)を対象として検討するが、調査区内での遺構や遺

物の在り様からはあまり時期幅があるものとは考え難いため、あえて分類のための分類に陥らぬように傾向

を概観するに止める。なお、掲載した点数は個体数はともかく量比的には出土総量の約半分ほどであり、こ

こで抽出した点数はさらに少ないものだが、遺跡 (調査区内)の大まかな傾向は窺えるものと思われる。

まず、土師器の郷類であるが、成形はすべてロクロ成形によるもので、底郡切り離しは回転糸切り、器形

は体部が緩やかにカーブを描いて立ち上がり、日縁部は短くやや外反するものがほとんどを占め、端部の外

反が顕著でないものもわずかにある。器形上は画一的である。法量的には口径13,6～約1 5cm以 下のものと

口径16cm以上のやや大形のもの (図番35。 38・ 52)があり、底径は5。 3～ 7 cmの 範疇にはとんど収まるが、

口径の大きいものでは 7 cmを わずかながら超えるものもある。ただし量比的にはやや大形のものは一割にも満

たない。器高については顕著な対応性は認められず、法量的にはあまり特徴的なまとまりは認められない。

調整、特に内面については、内黒でミガキ (丁寧なミガキはほとんどなく、部分的であったり、ナデのよ

うな雑なものが大半を占める。)処理の施されたものと無調整のもの (所謂あかやき土器)があり、量比的に

は無調整のものが約 2割強とあまり多くはない。前者では底部及び体部下端を部分的に再調整しているもの

がおよそ半数ほど認められたが、後者では認められない。また、無調整のものに口径に対して器高が低く開

いた皿形のものが 1点 (図番115)のみある。

次に、土師器の甕類であるが、成形はロクロ未使用と使用のいずれもあり、量比的には後者が七割強とか

なり多い。完形個体はロクロ使用のもの 1点 (図番82)のみで全体形状、特に体部下半から底部の状態につ

いてはほとんど不明に近いが、ロクロ未使用のものにあまり明瞭ではないものの、砂粒が付着した所謂砂底

風の (図番59・ 60・ 86・ 87)ものがわずかに認められた。法量的には口径の大きさから1lcm以上～12.5cm

以下の小型、14.3cm以 上～16cm以下の中型、19cm以上～25cm以下の大型と大きく3分される。

ロクロ未使用の器形は画一的で、すべて口縁部が短くやや強く外反し、体部は比較的直線的で最大径は日

縁部にあるが、体部がやや丸みを帯びているものでは口縁部と胴部で最大径が等しいものもある。調整はロ

縁部ヨコナデ、体部内外面はヘラナデが施される。法量的には中型の 1点 (図番48)を除き、大型の長胴甕
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が主体となっている。また、日径が最大の 1点 (図番58)は鉢形を呈するものと思われる。

ロクロ使用の器形は、日縁部の詳細な形状はともかく、口縁部が外反し、体部は比較的直線的で最大径が

口縁部にあるものがほとんどを占めるが、体部が比較的丸みを帯びているもので最大径が胴部にあるものも

わずかにある。日縁部の形状は、単に外反するもの、折り曲げによる稜線が不明瞭な 「ノ」字状に外反する

もの、外反させ口唇部を上方につまみあげるように挽きだしたものの大別 3タイプがある。つまみあげとし

ては口唇部のつまみあげが顕著な先端が細るものと軽くつまんだだけの厚めのものがあり、またつまみあげ

により出現した端部の面が垂直なものとやや内傾するものがある。口縁部の形状と全体的なプロポーション

の組み合わせとしては最大径が胴部にあるもの (図番21,24)は 日縁部が単に外反するものに限られる以外、

特にまとまりは認められない。法量的には小型から大型まで平均的な量比となっており、調整は中 。大型の

長胴甕の外面体部下半にのみケズリ・ナデが施されているものが多く、このケズリとナデは明瞭な意図的区

別ではなく、製作者の癖的ものか、こそぐ程度の調整の結果としてナデ様やケズリ様となっているものと思

われる。

このほか体部の大半がないため詳細は不明だが、鍔付きの甕、所謂羽釜 (図番23)が 1点あり、日縁部は

やや内傾するが直線的に立ち上がり、最大径は胴部にある。残存部での調整は認められない。また須恵器な

らば広口壺に分類されるような胴張形のもの (図番21)と 口径に対して器高の低い鉢形 (図番61)力 例`外的

に各々 1点のみあり、これら機能 。用途的には甕と区別されるであろう器形では内面内黒処理とミガキ調整

が施されている。

以上、おおよその傾向を示したが、住居毎における出土遺物の共伴関係を概観してみると、郷類では削平

により遺存状況が劣悪で出土遺物の少ないS101以外の 3棟では、出土個体数はともかく、傾向的には土師

器・所謂あかやき土器の量比的にも差異はない。甕類ではS101と S103で非ロクロ及びロクロ成形のいず

れも同タイプが出土し、S102と S104では大小という法量的な相違はあるが、ロクロ成形のものの回縁部

形状の類似性が認められる。S102には広口壺的ものと羽釜、S103には鉢、 S104に は底部切り離しが

回転糸切りで、体部が緩やかにカーブを描いて立ち上がり、日縁部は内湾気味の須恵器郵がある。

最後に年代的位置づけであるが、八木光則氏他による本地域における該期の古代の土器編年試案をか考と

して本遺跡出土土器の様相をみると、上記とおりの年及び甕の形態、その器形の画一性、羽釜を含む器種 (器

形)の多様化の兆し、非ロクロ成形の甕、ロクロ成形で内面調整の有無のあるITh類及び甕類、言い換えると

土師器及び所謂あかやき土器と須恵器の量比などから、八木氏編年(八木1992)の G・ H期 (9世紀後半～10

世紀前半)に相当するものと思われ、遺構との在り様も加味してみると時期幅はこれほど広くはなく、 9世

紀後葉～10世紀初頭に位置づけられるものと想定され、住居単位の出土遺物の比較からは、この幅の中で時

期差というよりも時間差的程度の推移としてS104出上のものがやや古く、 S102出土のものがやや新し

いものと思われる。

②土製品

土製品としては羽日と土錘が出土したが、 SK 101出土の土錘 2点 (図番110。 111)を除き、ほとんど

がS104か らの出上である。羽口は掲載した 1個体分 (図番90)のみで、成形は胎上の状況が比較的均質で

あることから、木製の棒に小さな単位の板状粘土を貼り付けたものと思われ、胎土はスサを含む粘土である。

表面は雑な指ナデによる調整が一部分的に施されている。形態的には、破片資料のため全体的な形状、特に

全長を想定することは困難であるが、およそ円筒形を呈し、輪切りした横断面形の内側はほぼ円形を呈する

が、外面は調整によるものか面取りしたような縦方向の稜が認められる。見ようによっては一部外面に平坦
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部を有するかのようにも見受けられる。使用による先端部の浸食は少ない。土錘は14点が出土し、破砕した

1点を除く13点 (図番91～ 111)を掲載 した。すべて中央部から両端に向かい細くなる形態で、長軸方向に

細い棒状工具により穿孔されている。 S104出土の11点 (図番91～ 101)は長さ 4～ 5 cm未満、孔径 4～

5 mm未満、 SK 101出土の 2点 (図番 110。 lH)は 長さ 5 cm以 上、孔径 5 mm以 上と大きさで二大別され

る規格性が認められた。

③鉄製品               ´

鉄製品としては掲載した刀子と鉄鏃の各 1点 (図番70・ 102)の他、棒状の不明品 3点 と板状の不明品 1

点が出土した。図番70の刀子は、刀身の形状がおよそ長三角形状を呈し、刃部は緩やかに湾曲し、関部は背

側では鈍角をなすが刃側では撫関状となり、茎部は刀身とほぼ同様の長さをもち、形状も茎尻にむけて細く

狭まっている。図番102の鉄鏃は、盤箭式の長頸鏃で、細根、小型の鏃身部、長い頸部を有し、刃部は両側

縁につく。頸部関は台状関である。

④石器類

石器類としてはS104出土の鉄砧石 2点 (図番103・ 104)と S102出土の砥石 1点 (図番32)のみであ

る。鉄砧石は鍛練鍛冶工程における製品鍛打のための台石である。用途上大きく重量を必要とするもので、

出土したいずれも 9 kg以 上の重量があり、石質は安山岩である。使用状態としては片面と表裏2面に鍛打の

痕跡が確認されたもので、後者は片側の凹凸が比較的顕著で一次使用面が作業工程上適さなくなったために

裏面を再利用して使ったものと思われる。また、使用面は部分的に被熱による赤褐色の弱い色調変化が見ら

れ、スス状の炭化物や滓が若干付着している。砥石は鉄製の刃物類の刃部を作出するための研磨道具で、石

質は流紋岩である。形状的には使用による結果ではなく、流紋岩の柱状結晶という石材の特徴から方形基調

のものとなっている。3面に使用の痕跡が認められたが、極めて微弱な痕跡であり、頻繁に使用したもので

はなく、一時的な研磨利用と思われる。

⑤鉄滓類

鉄津類としては、状況から鍛冶滓類と考えられる13点が出土し、半数以上が他の鍛冶関連遺物も出土して

いるS104か らの出土であるが、調査時点では鍛冶炉を想定しておらなかったため、鍛造剥片や粒状津を採

集するための土壌収集を実施しておらず、精錬 。鍛練の工程については不明である。主に外貌観察と磁着の

有無及びメタル反応等により分類でき、外貌的には流状鍛冶津 。鍛冶滓・椀形鍛冶津に大別される。

流状鍛冶津は、製錬工程における流動滓に類似しており、色調は赤みがかった青黒色を呈し、表面が比較

的滑らかな流動状態が認められるもので、磁着しない 2点 (写番119・ 122)と メタル反応はないが弱く磁

着する 1点 (写番130)が出土した。鍛冶炉の操業中に流下あるいは滴下して形成されたものと思われる。

鍛冶津は、色調は極暗赤褐色～茶褐色を呈し、錆に覆われたものが多く、全体的に錆化し、ザラザラ感に

強弱はあるが凹凸している。木炭のⅡ歯み込みや痕跡を留めるものもある。磁着の有無とメタル反応等により

細分され、磁着しない鍛冶津は 2点 (写番120・ 126)、 メタル反応はないが弱く磁着する鍛冶津 (含鉄少)

は 5点 (写番123～ 125。 128。 131)、 磁着し、部分的にメタル反応の強い鍛冶滓 (含鉄多)が 2点 (写番

121・ 127)ある。

椀形鍛冶津は、炉底で形成されるものであることから、底部が椀形の半円形を呈するもので、精錬・鍛練

両工程で形成されうるものである。径約10cmほ どの 1点 (写番129)の み出土し、底部には土や砂礫がわず

かながら付着しており、部分的に磁着し、一部メタル反応の強い含鉄多のものである。
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上台Ⅱ鍛冶滓集計表

写番 出土地点 種 類 重量 (g) 備  考

S1 02・ 床面 流状鍛冶洋 表面赤味多く、比較的滑らか、磁着無

S104・ 南東焼土 鍛冶津 290 表面錆化著しく赤茶色、凸凹、磁着無

S104・ 南東埋土 鍛治津 (含鉄多) 表面錆化著しく赤茶色、ザラザラ、部分的にメタル反応特L

122 S1 04・ K2・ 埋土 流状鍛冶津 350 表面赤味帯びた青黒、比較的滑らか、磁着無

S1 04・ K2・ 埋土 鍛冶津 (含鉄少) 740 表面部分的に錆化青黒～赤茶、一部滑らか、弱く磁着

S104,K2・ 埋土 鍛冶津 (含鉄少) 表面錆化著しく赤茶色、ザラザラ、木炭かみこむ、弱く磁着

S104・ K2・ 埋土 鍛冶津 (含鉄少) 表面錆化赤茶、ザラザラ、弱く磁着

SK1 01・ 東ベル ト埋土 鍛冶津 表面部分的に錆化青黒～赤茶、凸凹、磁着無

127 SK1 01。 南東埋土 鍛冶津 (含鉄多) 表面錆化著しく赤茶色、ザラザラ、部分的にメタル反応特L

SK1 02・ 封ヒベル ト埋土 鍛冶津 (含鉄少) 220 表面錆化著しく赤茶色、ザラザラ、弱く磁着

SKI 02・ 埋 土 椀形鍛冶滓 (含鉄多)

表面錆化著しく赤茶色、底面ザラザラ、表やや滑らか一部メタ

ル反応特 L、 径約10cm

T4・ 南・Ⅲ層 (褐色) 流状鍛冶滓 (含鉄少) 表面赤味多く、比較的滑らか、一部弱く磁着

T4・ 北・耕作土 鍛冶洋 (含鉄少) 表面錆化著しく赤茶色、ザラザラ、木炭かみこむ、弱く磁着

第 3節 時期不明の遺橋

時期不明とした遺構は、遺物が出土せず、時期を判断できる直接的な重複や形態的な特徴が見出せなかっ

たもので、土坑22基、焼土遺構 4基、溝跡 1条などがある。分布状況としては、多くが微高地上に立地 して

いるが、土坑のおよそ三分の一は南側低地に位置する。溝跡は東西に走行する畦道に並行するか ら比較的新

しく、削平されたⅣ層中検出の焼土遺構は状況か ら、本来土坑状の炉跡の可能性が高い。

(1)土坑

SK 05土坑 (第 57図、写真図版 19)

微高地のほぼ中央、ⅢD-9fグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部

約85× 70cm、 底部約45× 35cmの略精円形を呈する。断面形は丸底鍋形を呈し、深さは約40cmを測る。埋土

は黒ボク系土の単層である。遺物は出土しなかった。

SK 07土坑 (第57図、写真図版 19)

微高地北束部縁辺、ⅢD-10aグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面形・規模は、開口部

径約70cm、 底部径約50cmの歪な略円形を呈し、底面には径約40cm、 深さ約 5 cmの 略円形の浅い窪みがある。

断面形は浅い皿形を呈し、壁高は約10cmを測る。埋土は黒ボク系±3層 に分層される流入による自然堆積 と

思われるが、中央窪み部分には廃棄と思われる焼土ブロックが混じる。遺物は出土しなかった。

SK 08土坑 (第 57図、写真図版 19)

微高地東側縁辺のⅣD-leグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面形・規模は、開口部

で長軸長約 1.4m、 幅約45釧、底部では長軸長約 1,3m、 幅約30cmの短い溝状を呈する。長軸方向はおよそ東

―西にある。横断面形は鍋形を呈し、深さ約15cmを狽1る 。埋土は黒ボク上の単層である。形態的には短い

溝状陥し穴と類似してお り、陥し穴の掘 りかけかもしれない。遺物は出土 しなかった。

-99-



SK 09土坑 (第 57図、写真図版 19)

微高地北東郡縁辺、ⅣD-ldグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面形・規模は、開口部

径約 lm、 底部径約85cmの 略円形を呈する。断面形は皿形を呈し、深さは約10cmを測る。埋土は黒ボク土

の単層である◇底面は概ね平坦でややグライ化 していた。遺物は出土 しなかった。

SK ll土坑 (第 57図、写真図版 6)

微高地東側縁辺のⅣD-lfグ リッドに位置し、検出面は畦道下のⅢ層上面である。当初は S K T29の崩

落部と捉えていたものだが、その精査過程において土坑を確認したものであり、重複する北側部分の詳細は

不明となってしまった。本遺構が新しい。残存部からの平面形・規模は、開口部径約 70cm、 底部径約60cmの

略円形を呈する。断面形は平底鍋形を呈し、深さは約35cmを 測る。埋土は黒ボク系上の流入による自然堆

積 と思われる。遺物は出土 しなかった。

SK 19土坑 (第 57図、写真図版 19)

微高地中央都、ⅢD-9hグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面形・規模は、開口郡径約

85cm、 底部径約70cmの 略円形を呈する。断面形は皿形を呈し、深さは約1 5cmを浪1る 。埋土は黒ボク土の単

層である。底面は概ね平坦である。遺物は出土しなかった。

SK 20土坑 (第 57図、写真図版 19)

微高地南東部の柱穴以外には遺構の希薄なⅣE-laグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。

平面形・規模は、開口部約70× 55cm、 底部約50× 35cmの略楕円形を呈する。断面形は鍋形を呈し、深さは約

25cmを測る。底面はやや丸みを帯びている。埋土は黒ボク上の単層である。遺物は出土しなかった。

SK 23土坑 (第 57図、写真図版 19)

微高地中央部、ⅢD-8hグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。上面には S N02が 存在する。

平面形。規模は、開口部で一辺約 lm、 底部では南西部が盛 り上がっているが、およそ一辺約70cmの略方形

を呈し、断面形は深さ約1 5cmほ どの箱状を呈する。埋土は 6層 に細分され、上位は S N02の焼上、以下は黒

ボク系土の人為的堆積である。底面はやや凹凸が認められた。遺物は出土 しなかった。

SK 25土坑 (第 58図、写真図版20)

微高地南束部縁辺、Ⅳ E-lbグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部

で長軸約 1.4m、 短軸約 lm、 底部では長軸約 1.3m、 短軸約90cmの 隅丸長方形を呈 し、断面形は深さ約35cm

の箱形を呈する。埋土は上半が黒ボク土、下半が褐色土の堅く締まった 2層 に分層される人為的堆積である。

底面は概ね平坦である。遺物は出土しなかった。

SK 27土坑 (第 58図、写真図版20)

微高地南東部縁辺、ⅢE-10c・ ⅣE-lcグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。柱穴を切

る。平面形・規模は、開口部で長軸約 1.6m、 短軸約80cm、 底部では長軸約 1.5m、 短軸約70cmの 隅丸長方形

を呈し、断面形は深さ約1 0cmの箱形を呈する。埋土は堅く締まった黒ボク土の単層で、人為的堆積 と思われ

る。底面は概ね平坦である。遺物は出土しなかった。

SK 28土坑 (第 58図、写真図版20)

微高地南東部縁辺、ⅢE-10c・ ⅣE-lcグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。柱穴を切

る。平面形・規模は、開回部で長軸約 1.55m、 短軸約80cm、 底部では長軸約 1.45m、 短軸約70cmの隅丸長方

形を呈し、断面形は深さ約 10cmの箱形を呈する。埋土は堅く締まった黒ボク土の単層で、人為的堆積と思わ

れる。底面は概ね平坦である。遺物は出土 しなかった。
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SK 32土坑 (第 58図、写真図版20)

微高地南東部縁辺、ⅢE-10c・ ⅣE-lcグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面形・

規模は、開口部約 lm× 75cm、 底部約85× 60cmの略楕円形を呈する。断面形は鍋形を呈し、深さ約20cmを

測る。埋土は黒ボク系± 4層 に分層される自然堆積で、底面は概ね平坦である。遺物は出土しなかった。

SK 34土坑 (第58図、写真図版20)

調査区南端の低地、ⅢF-4・ 5cグ リッドに位置し、耕作土直下のグライ化したⅣ層中で検出した。平

面形・規模は、開口郡約2.4× 1.6m、 底部約2.1× 1.45mの歪な略楕円形を呈する。壁はおよそ外傾して立ち

上が り、深さ約25cmを測る。埋土は基本的には黒ボク土の単層である。底面は概ね平坦である。

遺物は20～ 30cm大 の自然礫が数個出土した。

SK 38土坑 (第 58図、写真図版20)

調査区南郡低地のⅢE-7g・ hグ リッドに位置し、耕作土直下のグライ化 したⅣ層中で検出した。平面

形・規模は、開口部約1.4m× 80cm、 底部約 1.1× 55cmの歪な略楕円形を呈する。壁は底面から明瞭な稜をも

たず緩やかに外傾 して立ち上が り、深さは約 1 0cmを測る。埋土は酸化鉄を含む黒ボク土の単層である。底

面はやや丸みを帯びている。遺物は出土しなかった。

SK 39土坑 (第 58図、写真図版20)

調査区南部低地のⅢE-6。 7hグ リッドに位置し、耕作土直下のグライ化したⅣ層中で検出した。平面

形・規模は、開口部径約65cm、 底部径約30cmの略円形で、断面形は丸底鍋形を呈し、深さは約 10cmを 測る。

東壁際には径・深さともに約1 0cmほ どの柱穴状ピットをもつ。埋土は基本的には酸化鉄を含む黒ボク土の単

層である。遺物は出土しなかった。

SK 40土坑 (第 59図、写真図版21)

調査区南部低地のⅢE-8fグ リッドに位置し、耕作土直下のⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部

約 1.4× lm、 底部約 lm× 50cmの 歪な略精円形を呈 し、断面形は丸みのある底面から明瞭な稜をもたない

皿形を呈し、深さ約10cmを 測る。埋土は酸化鉄を含む黒ボク上の単層である。遺物は出土しなかった。

SK 41土坑 (第 59図、写真図版21)

調査区南部低地のⅢE-9fグ リッドに位置し、耕作土直下のグライ化したⅣ層中で検出した。平面形・

規模は、開口部約80× 65cm、 底部約70× 50cmの精円形を呈し、断面形は深さ約25cmの鍋形を呈する。埋

土は酸化鉄を含む黒ボク上の単層である。遺物は出土しなかった。

SK 42土坑 (第 59図、写真図版21)

調査区南部低地のⅢE-9eグ リッドに位置し、耕作土直下のグライ化 したⅣ層中で検出した。平面形・

規模は、開口部では径約75cmの 略円形を呈するが、東側では径約60cmの 円形の二段に掘 り込まれてお り、壁

は丸みのある底面から緩やかに外傾して立ち上が り、深さは約 15cmを測る。埋土は酸化鉄を含む黒ボク土

の単層である。遺物は出土しなかった。

SK 43土坑 (第 59図、写真図版21)

調査区南部低地のⅢE-7gグ リッドに位置し、耕作土直下のグライ化したⅣ層中で検出した。北側上位

が削平時の影響によるものかやや開いているが、およそ平面形。規模は、径約50側 の略円形を呈し、断面形

は深さ約 17cmの 丸底鍋形を呈する。埋土は黒ボク系± 2層の自然堆積と思われる。遺物は出土しなかった。

SK 45土坑 (第 59図、写真図版21)

微高地南側のⅢE-9cグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部径約
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SK 27
1 10YR 2/3(黒褐色)

締り極めて有、粘性有

地山粒・ブロック多量、人為的堆積

SK 32

A H=799m

SK諺
1 10YR 2/3(黒 褐色)

締 り 。粘性有、地山粒微量

2 10YR 3/2(黒 褐色)

締 り極めて有、粘性有、地山粒混入

3 10YR 3/3(暗 褐色 )

締 り・粘性有、地山粒多量

4 10YR 2/3(黒 褐色 )

縮 り 。粘性有、地山粒微量

SK 39
1 10YR 2/2(黒 褐色)締り極めて有、粘性有、地山粒微量

2 10YR 2/2(黒褐色)締り,粘性有、地山粒・焼土微量

B B

SK 25

1 10YR 3/3(暗 褐色)

締 り極めて有、粘性有

地山プロック・粒多量、人為的堆積
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締 り極めて有、粘性有、人為的堆積

SK 34

A H=786m

SK 28
1 101rR 2/3(黒 褐色)

締り極めて有、粘性有
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SK 34
1 10YR 2/2(黒褐色)

締り,粘性極めて有、地山ブロック微量

2 10YR 4/6(黄褐色)

締り有、粘性極めて有、赤サピ混入

3 25GY 5/1(オ リーブ灰)

締り有、粘性極めて有、赤サピ混入、グ

ライ化傾向

ゝ

二
A

0                    2m
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SK 38
1 10YR 2/2(黒褐色)

締り極めて有、粘性やや有

地山粒微量、赤サビ混入

SK 39

A
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60cm、 底部径約45cmの 略円形を呈 し、断面形は深さ約 15側 の鍋形を呈する。埋土は堅 く締まった黒ボク土

の単層である。遺物は出土しなかった。

SK 52土坑 (第 59図、写真図版21)

微高地南西端のⅢE-7d・ eグ リッドに位置 し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形・規模は、開口部

約1.lm× 90cm、 底部約85× 65cmの楕円形を呈 し、断面形は深さ約10cmの 皿形を呈する。埋土は基本的に

は黒ボク系± 3層か らなる自然堆積 と思われる。底面は概ね平坦である。遺物は出土 しなかった。

SK 54土坑 (第 59図、写真図版21)

微高地南東側縁辺のⅣD-2jグ リッドに位置 し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面形・規模は、開口

部で長軸長約 1.3m、 幅約 50cm、 底部では長軸長約 85cm、 幅約1 5cmの短い溝状を呈する。長軸方向はおよそ

東―西にある。横断面形は逆さ台形状を呈 し、深さ約30cmを 測る。埋土は基本的には黒ボク系土となる 3

層に分層される自然堆積と思われる。形態的には短い溝状陥し六と類似 してお り、陥し穴の掘 りかけかもし

れない。遺物は出土 しなかった。

(2)その他 (焼土遺構・溝跡 )

SN 02焼土遺構 (第 60図、写真図版22)

微高地中央部、焼土遺構が集中するⅢD-8hグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。下位に

は S K23が 存在する。本遺構が新しい。平面形は80× 65～ 30cmの不整な広が りで、火熱により厚さ約 8 cm

以下に赤色変化 した焼土を確認したものである。遺物は出上しなかった。

SN 03焼土遺橋 (第60図、写真図版22)

微高地中央部、焼土遺構が集中するⅢD-8hグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平面形

は径約45cmほ どの略円形の広が りで、火熱により厚さ約 5 cm以下に赤色変化 した焼土を確認 したものであ

る。遺物は出上しなかった。

SN 05焼土遺構 (第60図、写真図版22)

微高地中央部、焼土遺構が集中するⅢD-7・ 8hグ リッドに位置し、削平されたⅣ層中で検出した。平

面形は45× 30～ 15cmの不整な広が りで、火熱により厚さ約 5 cm以下に赤色変化 した焼土を確認したもので

ある。遺物は出土しなかった。

SN 06焼土遺構 (第60区、写真図版22)

微高地南東部縁辺のⅢE-10dグ リッドに位置し、畦道下のⅢ層上面で検出した。平面形は80× 60cmほ

どの不整な広が りで、火熱により厚さ約 10cm以下に赤色変化 した焼土を確認 したものである。

遺物は出土しなかった。

SD 02清跡 (第60図、写真図版22)

調査区中央のⅢD-7～ 10h・ iグ リッドに位置する。畦道と並行して北東―南西に走行し、西側は調査

区外に続 くが、東端は延長方向の微高地東側縁辺の畦道下では検出されなかったことか ら検出した部分まで

と思われる。畦道下のⅢ層上面で検出したが、 S104と重複する部分は平面での識別が困難であつたため、

共通するベル トを設定して一括 して掘 り下げを行い、断面の観察から判断した部分が多 くなってしまった。

S104、 S K21、 S K T07と 重複し、すべてを切る。検出した部分では総長約 12.5m、 幅約50cmを測る。横

断面形は浅い鍋形を呈し、深さは15～ 20cmほ どを測る。底面は東側から西側に向いかなり緩い傾斜となっ

ている。埋土は黒ボク土の単層である。遺物は出土しなかった。
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1 10YR 2/2(黒 褐色)

締り・粘性有、地山粒微量
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3 10YR3/4(暗褐色)締り無、粘性有、地山土少量
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第 5章 まとめ

今回の上台Ⅱ遺跡の調査によって得 られた資料は、主な遺構 としては縄文時代と考えられる陥し穴31基、

古代 (平安時代)では堅穴住居跡 4棟、竪穴状遺構 2棟、掘立柱建物跡 2棟、柱穴約400基、土坑23基、炉

跡・焼土遺構 3基、溝跡 3条、時期不明の土坑22基、焼土遺構 4基、清跡 1条などがある。これらは時代を

問わずほとんどが浮島状となっている微高地上に立地してお り、現況で提えられる微高地約6,000� ほどが

遺跡範囲と考えられ、今回の調査はおよそ三割ほどの範囲について実施 したことになる。

遺物としては縄文時代晩期の土器 (実際にはほとんどが磨滅 しているため詳細は不明だが)約50点ほどと

石器類 (不定形・磨製石斧・凹石・フレークなど)が約20点、弥生時代 と思われる土器 1点、古代 (平安時

代)では土師器 (所謂あかやき土器含む)が大コンテナおよそ 3箱半、須恵器は破片としては約50点だが数

個体分、土製品として羽口 2点と土錘 14点、鉄製品として鉄鏃 と刀子が各 1点 と不明品 3点、石器類として

鉄砧石 2点 と砥石 1点、鉄滓が 13点、それと近世の陶磁器が数点出土 している。全体的な出土状況としては、

包含層が消失していることもあって遺構内出土がほとんどを占めるが、縄文時代の遺物は基本的にはすべて

遺構外か らの出土であり、狩猟場 という性格上極めて少ない。古代の遺物は大半が竪穴住居跡 4棟からの出

土であり、住居単位では比較的多 く出土している。

ここでは、調査によって得 られた遺構・遺物とも決 して多いとは言えないが、縄文時代・平安時代各々に

ついて若子のまとめを行い、本報告を終了することとしたい。

(1)縄文時代の陥 し穴について

縄文時代の遺構 としては陥し穴のみが検出され、性格的には狩猟場 としての土地使用が確認された。全体

的な分布状況としてはほとんどが微高地上に占地 し、北及び南部と東側の微高地縁辺部には少なく、中央部

に集中的に位置する傾向にある。出土遺物がないため各々の時期の特定は適わないが、一応形態分類と配置

状況を検討してみる。

形態的には溝状 (I)。 楕円形状 (Ⅱ )・ 円筒形 (Ⅲ )の 3タ イプに大別される。規模的には I・ Ⅱタイプ

では長軸長が1.2m～ 1.8m(A)、  2m～ 2.6m(B)、  3m以 上 (C)の 3サイズ、幅は使用等の理由による

崩落などの影響の少ないと思われる底部における法量としては20cm以下 (a)、 25cm～ 30cm(b)、 45cm

以上 (c)の 3サイズでまとまりがあり、 BoCでは aサイズ、特に20cm未満に限られる I型 となり、 cは

Aサイズに 2基のみあって Ⅱ型となる。 bは Aサイズに限られ、また、Aの aサイズも開口部プランでは類

似 してⅡ型的であり、 これ らは I型とⅡ型の中間的ではあるが、一応タイプⅡとしておく。Ⅲタイプは直径

1.2mの 1基のみで、逆茂木痕 と思われるピット1基 を有する。

以上の形態及び規模か ら以下の 6タイプに細分類される。

IBa類  11基 (S K T09～ 13・ 15。 18～ 20・ 22・ 23)

ICa類  1基 (S K T07)

ⅡAa類  10基 (S KT01・ 16。 17・ 24。 25・ 29・ 30A・ 30B・ 32・ 33)

ⅡAb類  6基 (S K T03・ 04,08。 14・ 21・ 28)

ⅡAc類  2基 (S K T26。 27)

Ⅲ類 1基 (S KT31)
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次に配置状況等としては、 I類は調査区微高地上の中央部に集中してお り、長軸方向が北西―南東と南西

―北東のものがあるが、およそ東西方向にあり、 3乃至 4基単位で近接した並行配置 となっている。 Ⅱ類は

明らかな精円形のⅡAc類 は微高地北側のやや内側に位置 しているが、ほかは微高地縁辺付近に多く、長軸

方向はおよそ東西方向のものと南北方向のものがあり、南北方向のものは単独配置が多く、東西方向のもの

は 2基単位での並行配置のものがほとんどである。

配置状況には意図的な様相が窺えることか ら、 I型とⅡ型では時期差があるものと思われ、 S KT14・ 15

の重複関係からみてⅡ型が古 く I型が新 しいタイプと考えられるが、単独のⅢ型については言及できない。

(2)古代 (平安時代)の集落構造と変遷について

古代の集落を構成する主たる遺構としては、堅穴住居跡、掘立柱建物跡、堅穴状遺構、土坑類などがある。

すべて微高地上に立地し、柱穴群を除いてはほとんど重複せず、さらに土坑類を除いては微高地上に分散し

ており、竪穴住居跡・竪穴状遺構や掘立柱建物跡などは規則性の窺える配置状況となっている。いずれも数

量的には多くはないが、形態及び分布状況と出土遺物等から集落の構造と変遷について若干検討してみる。

まず竪穴住居跡であるが、検出した 4棟は規模的には一辺3.5～ 6.5mと 大小があり規格性はないが、形態

的な類似性と配置的にも規則性がかなり認められる。形態としては西側の大半が調査区外にかかるため詳細

が不明なS101を除いては、平面形は隅丸略方形を呈し、貼床が施され、地床炉を有する。 S102・ 04は

主柱穴を4基有し、どちらも南側の 2基は竪穴の壁から張り出す。カマ ドは4棟 とも東壁の南よりに付設さ

れ、主軸方位はおよそ東西方向にあり、カマ ド構造は本体部は石を芯材として褐色粘土で構築され、支脚に

は亜角礫を用いている。煙道は最小のS103は奢」り貫き式だが、他の 3棟は掘り込み式である。

埋上の状況としては4棟とも基本的には流入による自然堆積であるが、遺物や焼土などが一時的に廃棄さ

れており、調査区内での遺構間 (竪穴住居同士とは限らない)の時間差も考えられるが、未調査区には廃棄

行為を行った比較的新しい時期 (時期差というよりは時間差的程度)の遺構が存在する可能性も否定できな

い。また上位が開墾により削平されてお り、不明な部分もあるが、 S102・ 03で は埋土上位 (本来は中位

か)にブロック状に火山灰 (分析結果 :十和田 a降下火山灰)が堆積していた。

分布状況としては4棟 とも壁は東西南北方向と一致し、S103を除く3棟は南北方向で一直線に並び、S

N01をカマ ドとする竪穴住居跡を想定するとほぼ等間隔の並列配置といえる。

出土遺物、特に土器類については前述のとおり、時期幅は 9世紀後棄～10世紀初頭とあまり広くないもの

と考えられる。また量的にはかなり少ないが、 S102・ 04では鍛冶関連遺物が出土している。

次に竪穴状遺構であるが、検出した 2棟では形態的な類似性は認められず、共通項としては配置的に微高

地南側縁辺に位置することと出土遺物に鍛冶関連遺物が含まれる程度である。

最後に掘立柱建物跡 (柱穴群)であるが、想定されたものは 2棟に過ぎないものの、約400基に上る柱穴

の存在からは想定し得なかった掘立柱建物跡がある可能性は高い。形態 (間尺等)的な類似性は棟数のこと

もあって見出し得ないが、分布状況としては想定された掘立柱建物跡を含め、堅穴住居跡が位置しない微高

地南部から南東部に大半が位置し、一部柱穴においては竪穴住居跡の埋土途中から掘 り込まれたものも散見

された。想定された掘立柱建物跡に限ると配置的には、調査区微高地南部に位置し、 4棟の竪穴住居跡壁辺

と一致するもので、 S101・ 02・ 04の 3棟とは南北方向でほぼ直線状となる並列配置である。

以上のことから推定される集落の構造と変遷は、一応調査区内に限つたことながら主に遺物からは 9世紀

後棄から10世紀初頭の時期で、重複状況からは同時存在の時期もあるが、相対的に竪穴住居跡がやや古く、
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掘立柱建物跡がやや新しいと思われ、この重複関係に火山灰の堆積状況を加味すると十和田a降下火山灰の

年代では集落は終焉段階にあったと推測される。つまり、集落の発生から前半期では一部掘立柱建物跡を含

む竪穴住居跡を主体とし、後半期には掘立柱建物跡を主体とする集落の構造変遷が想定される。

最後に、今回の調査によって上台Ⅱ遺跡の時代・性格としては縄文時代の狩猟場と平安時代の集落という

複合遺跡であることが判明した。報告は推定される遺跡範囲の三割ほどの調査結果ではあるが、遺跡自体の

規模もあまり大きくはなく、さらに調査区内での遺構 。遺物の在り様としては各時代とも密度は決して濃い

ものではなく、古代では時期幅も狭いという二極的な存続時期の様相を呈することが窺い知れた。今後、国

道 4号花巻東バイパスの開通によって遺跡残存部に対する開発行為、これに伴う調査が実施される可能性も

高く、その結果によって本遺跡の全容が解明されることに期待したい。
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付章

上台 Ⅱ遺跡出土火山灰の分析鑑定報告

自然科学的分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

岩手県花巻市に所在する上台Ⅱ遺跡は、ゴヒ上川中流域の左岸に形成された低位の段丘上に位置している。

本遺跡の発掘調査の結果、縄文時代 とされる陥穴や古代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡などの遺構や、縄文土

器および古代の土師器・須恵器などの遺物が確認されている。

本報告では、古代の竪穴住居跡検出面に認められた火山灰 (テ フラ)と考えられる堆積物について、その

性状について検証を行う。また、 これ ら堆積物がテフラであつた場合、噴出年代の明らかな指標テフラと対

比し、これ ら遺構の年代について評価を行う。

1.試料

試料は、古代の竪穴住居跡 2軒 (S102。 S103)か ら採取された火山灰と考えられる堆積物2点 (S102竪 穴

住居火山灰サンプル (以下、S102)、 S103竪穴住居火山灰サンプル (以下、S103))である。いずれの試料も、

遺構検出面直下の 2層上面より、ブロック状に堆積する状況が確認されている。

これ ら試料の肉眼観察の結果、いずれも灰黄褐色を呈するシル ト質砂であり、軽石と考えられる白色細粒

の砂粒が確認される。

2,分析方法

試料約20gを蒸発皿に取 り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置によ り粒子を分散し、上澄みを流

し去る。 この操作を繰 り返す ことにより得 られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、

テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。

実体鏡観察をした後に、試料を箭別 し、得 られた粒径 1/4mm 1/8mmの砂分をポ リタングステン酸ナ トリウ

ム (比重約2.96に調整)によ り重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて250粒 に達するまで同定する。重鉱物

同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを 「不透明鉱

物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。火山ガ

ラス比分析は、重液分離によって得 られた軽鉱物分中の火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは、その形

態によリバブル型 。中間型・軽石型の 3タ イプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手平板状、中間型

は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は小気泡を非常に多く

持った塊状および気泡の長 く伸びた繊維東状のものとする。

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とする。

屈折率の測定は、古澤 (1995)の MAIOTを使用した温度変化法を用いた。

3.結果

重鉱物・火山ガラス比分析結果を表 1、 図

1、 火山ガラスの屈折率を図2に 示す。

分析の結果、2点の試料はほぼ同様の特

性が確認される。実体鏡観察では、砂分の

主体が細粒の軽石であることが確認された。

軽石は、粒径 0。 7～ 1.Ommが主体であり、淘

表1重鉱物・火山ガラス比分析結果

試
料
名

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角

閃

石

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

合
計

バ
ブ

ル
型

火

山
ガ

ラ

ス

中
間
型
火
山
ガ
ラ
ス

軽
石
型
火

山
ガ

ラ

ス

そ
の
他

合
計

S102 1 4 250 250

S103 ]11 3 250 1 250

-110-



汰も非常に良好である。色調は白～黄白色

を呈し、スポンジ状によく発泡したものが

多い。また、この他に斜長石または斜方輝

石の斑晶を包有する軽石が微量認められる。

重鉱物組成は、ともに斜方輝石が多く、

少量の単斜輝石と不透明鉱物を伴う組成で

あり、角閃石も極めて微量であるが認めら

れる。なお、単斜輝石の量比を見るとS103

が若干高い。

一方、火山ガラス比は、ともに軽石型火

山ガラスがほとんどであり、バブル型も極

めて微量であるが認められる。また、火山

ガラスの屈折率は、ともにnl.503～ 1.507

(モ ー ドnl.504～ 1.505)を示す。

4.考察

東北地方におけるテフラの産状 (町田ほ

か (1981;1984)、  Arai et al.(1986)、

町田・新井 (2003)な ど)と本分析結果と

の比較、さらに、上台Ⅱ遺跡の地理的位置

や前述の発掘調査時の所見を考慮すると、

2試料 とも十和田aテ フラ (To一a)の降下

図 1 重鉱物組成および火山ガラス比

銀
豹

1,510 屈折率    1500  150S

S103

図 2 火山ガラスの屈折率

厖吻斜方輝石

遺遇単斜輝石

匡雲角閃石

■■不透明鉱物

肛田その他

ロ バブル型火山ガラス

豊当 中間型火山ガラス

IE軽石型火山ガラス

Ш団 その他

個
数

S102

1,510 屈折率

堆積物に由来すると考えられる。To aは、平安時代に十和田カルデラか ら噴出したテフラであり、噴出年代

については、早川・小山 (1998)イこよれば、西暦915年 とされている。なお、To aは、給源周辺では火砕流

堆積物と降下軽石からなるテフラとして、火砕流の及ばなかった地域では軽石質テフラとして、さらに給源

から離れた地域では細粒の火山ガラス質テフラとして、東北地方のほぼ全域で確認されている (町田ほか ,

1981)。

S102や S103に おけるTo aは、その検出状況から判断すると住居跡がある程度埋没した後に降下堆積し、整

地 。開墾等の撹乱を受けたため、検出時の状況に至ったと判断される。 したがって、遺構覆土中よりTo aが

確認されたことを考慮すると、これ ら遺構は西暦915年 より以前に使用・廃棄されたと考えられる。なお、

2試料の重鉱物組成を比較すると、試料間で単斜輝石の量比が異な り、また、微量の角閃石を含むことから、

To a本来の重鉱物組成を示しているとは考えられず、境乱の過程で周囲の上壌に由来する重鉱物が混入した

可能性がある。

東北地方では、To一aと ほぼ同時期 (上述の早川・小山 (1998)1こ よれば西暦947年 )に中国と北朝鮮の国

境にある白頭山から噴出した白頭山苫小牧テフラ (BTm)の 堆積も広域に認められている。このテフラは

細粒のバブル型の多い火山ガラスを主体とすることや、その屈折率が高い (nl.5H～ 1.522)こ とか ら、To―

aと 区別することができる。本分析試料中の火山ガラスの屈折率はnl.503～ 1.507を 示し、前述 した屈折率

とは異なることから、BTmに 由来する火山ガラスはほとんど含まれていないと考えられる。

火山ガラス比
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図版1軽石・重鉱物・火山ガラス

寺 恙色 Γ

氏

ユニ11'Ⅲ,||

1.軽石 S102竪穴住居火山灰サンプル

3.重鉱物 S102竪穴住居火山灰サンプル

IT泌韓 静
2.軽石 S103堅穴住居火山灰サンプル

4.重鉱物 S103堅穴住居火山灰サンプル

輪Bぜv 
。

,

5.火 山ガラス S102竪穴住居火山灰サンプル 6.火 山ガラス S103竪穴住居火山灰サンプル

Opx:斜方輝石 .Cp� 単斜輝石.Vg火山ガラス.Qz:石 英 .PI:斜長石 .   2mm     O.5mm
l,_2            3-6
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調査終了全景

写真図版 ]航 空写真 (遺跡全景)

-117-



調査前近景

調査終了近景

写真図版 2 調査区近景
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SKT 03陥 し穴 完掘

写真図版 3 縄文時代の遺構 1(陥 し穴 ])
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-119-



鯵ｆ
一
ｒ

，

||■ |―

|■|

lil ll― |

||■|

二 i

SKT 12・ 32陥 し穴 完掘 SKT 14・ 15陥 し穴 完掘
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写真図版 4 縄文時代の遺構 2(陥 し穴 2)
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SKT 22陥 し穴 完掘 SKT 23陥 し穴 完掘

SKT 26陥 し穴

SKT 27陥 し穴 完掘

写真図版 5 縄文時代の遺構 3(陥 し穴 3)

完掘

SKT 25陥 し穴 完掘
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SKT 28陥 し穴 完掘 SKT 29陥 し穴 。SK ll土 坑 完掘

SKT 30 A・ B陥し穴 完掘 SKT 31陥 し穴 完掘

義■
=|●

■イ摯
SKT 32陥 し穴 完掘

写真図版 6 縄文時代の遺構 4(陥 し穴 4)、

SKT 33陥 し穴 完掘

古代の遺構 1(土坑 1)
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工lill‐■tキ■■ _`

S101竪穴住居跡 完掘

S101カマド・Kl・ K2 完掘

S101カ マド 遺物出土状況

写真図版 7 古代の遺構 2、 (S101竪穴住居跡)
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S102竪穴住居跡 遺物出土状況

写真図版 8 古代の遺構 3(S102竪穴住居跡 ])
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S102カ マド 検出状況

.― !|:i革

S102カ マド 完掘

騨

甘

写真図版 9 古代の遺橋 4 (S102竪穴住居跡 2)
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S103竪穴住居跡 完掘

潮

義
中
■
一■

鞠
譲1釜

=義

写真図版10 古代の遺構 5(S103竪穴住居跡 1)

S103竪穴住居跡 遺物出土】犬況
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S103カ マ ド・Kl 完掘 S103・ K2 完掘

S103カ マド 遺物出土状況

S103カ マド 検出状況 S103・ K4 完掘

写真図版]]古代の遺構 6(S103竪穴住居跡 2)
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S104竪穴住居跡 完掘

S104竪穴住居跡

写真図版12 古代の遺構 7(S104竪穴住居跡 1)

遺物出土状況
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汁

筆

S104・ K3 完掘

S104カ マ ド 検出状況

写真図版13 古代の遺構 8(S104竪穴住居閉 2)
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SK101竪穴状遺橋 完掘 SK1 01・ K3 完掘

SK1 01・ Kl 完掘 SK1 01・ K4 完掘

SK1 01・ K2 完掘 SK102 完掘

写真図版14 古代の遺構 9(SK1 01・ 02竪穴状遺橋)
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SK 03土 坑 完掘 SK 04土坑 完掘

SK 16土 坑 完掘

写真図版]5 古代の遺構10(土坑 2)
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SK 21土坑 完掘



SK 30・ 31土坑 完掘

飴

SK 24土 坑 完掘

SK 26土 坑 完掘

■|―  ||■―  ■|―   II■―■■il lll■■ i江
SK 37・ 56土坑 完掘

写真図版16 古代の遺構]](土坑 3)
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SK 47土坑 完掘 SK 48土坑 完掘

SK 51土 坑 完掘

SK 53土 坑 完掘 SK 55土 坑 完掘

写真図版17 古代の遺構12(土坑 4)
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SK 58土坑 完掘 SN 01焼土遺構 検出状況

SN 04炉跡 完掘 SN 07焼土遺構 検出状況

SD 01溝跡 完掘 (西側) SD 03溝跡 完掘

SD 01溝跡 完掘 (東側)

SD 04溝跡 完掘

写真図版18 古代の遺構13(土坑 5。 炉跡・焼土遺構 。溝跡)
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■:i

SK 05土 坑 完掘

≒

SK 07土 坑 完掘

SK 20土坑 完掘

| ■  「|― il■
SK 19土 坑 完掘

■●■|・●■|■● II SK 23土坑 完掘

写真図版]9 時期不明の遺構 ](土坑 ])

1瑚 |
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軸
=!|

1竜|ゞ騨韓窺
SK 25土 坑 完掘

丁

儀
ＳＫ２８

土坑 完掘

'T―軋

SK 39土坑 完掘

写真図版20 時期不明の遺構 2(土坑 2)
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謬

裁

SK 40土坑 完掘

SK 45土 坑 完掘

i― |■ユ|■

SK 43土 坑 完掘

|■ |■学華||

SK 52土坑 完掘

SK 54土坑 完掘

写真図版2]時期不明の遺構 3(土坑 3)
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SN 02焼土遺構 検出状況 SN 03焼土遺構 検出状況

SN 05焼土遺構 検出状況 SN 06焼土遺構 検出状況

SD 02浦跡 完掘 現地説明会風景

写真図版22 時期不明の遺構 4(焼土遺構・溝跡)、 現地説明会風景
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悦

飴∈けに該誓5

写真図版23 縄文時代の遺物
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写真図版24 古代の遺物 1(S101・ 02竪穴住居跡 1)
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写真図版25 古代の遺物 2(S102竪穴住居跡 2)
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写真図版26 古代の遺物 3(S103竪穴住居跡 1)
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鶏け‖u矮 47

写真図版27 古代の遺物 4(S103竪穴住居跡 2)
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写真図版28 古代の遺物 5(S103竪穴住居跡 3)
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鴛露鷺鷺鸞魯建藍穣議鰻轟68 け 9

0

写真図版29 古代の遺物 6(S103竪穴住居跡 4)
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増露鷺鷺騒轟轟患鷺轟轟轟感轟穣轟藝騒鷺叡綴露80

写真図版30 古代の遺物 7(S104竪穴住居跡 1)
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87

写真図版31

88

古代の遺物 8(S104竪穴住居跡 2)
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8

写真図版33 古代の遺物10(SK1 01・ 02竪穴状遺構、SK 04・ 16土坑、SKP 196。 197柱穴)

者
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ  り が  な

所  在  地

】ヒ糸華 東経
調査期間 調査面積 調査原因

うわ だい に

上 台 Ⅱ
≧
羽
割

39度

23歩チ

10秒

141度

08分

38秒

2003.04.08

2003.06.19

2,171∬ 道路工事

所収遺跡名 荏 丹ll 主 な 時 代 主 よ 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

上台 Ⅱ 狩猟場 縄文時代 陥し穴    31基 縄文土器 (晩期)

石器
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